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断章／一　Memory











「……えっと、
澪
 みお

 。もしよかったらなんだけど──」

　とある日。

　
崇
 たか
 宮
 みや
 真
 しん
 士
 じ

 は、
頰
 ほお

 を赤くしながら
辿
 たど
 々
 たど

 しく声を発していた。

「次の日曜、俺と……デ、デ、デ……」

　少し言い
淀
 よど

 みつつも、大きく深呼吸をして
心
 しん
 拍
 ぱく

 を整え、目を見開いてあとを続ける。

「で……っ、デートしないか……!?
 」

　そして
渾
 こん
 身
 しん

 の力を込めてそう言い、目の前の人物を見つめる。

　が、目の前にいたその
人
 ひと
 影
 かげ

 は、何も言葉を返してはこなかった。

　それもそのはず、彼の目の前にいたのは、中性的な顔立ちをした優しそうな少年──要は、真士自身であったのだから。

　そう。ここは真士の自室。そして真士は、先ほどから鏡に向かって、女の子をデートに
誘
 さそ

 う練習をしていたのである。

「……はあ」

　大きなため息とともにがくりと
肩
 かた

 を落とす。

　……もとより上手くできるとは思っていなかったが、予想を
超
 こ

 えた
酷
 ひど

 さである。鏡を前にした予行練習でここまで
緊
 きん
 張
 ちよう

 していては、一体いつになったら本番を
迎
 むか

 えられるというのだろうか。

　とはいえ、それも無理からぬことではあった。

　真士は今年で一七歳。多感な高校二年生である。けれど生来の
控
 ひか

 え
目
 め

 な性格もあってか、今まで女の子と付き合ったことはおろか、思いを伝えたこともなかった。──単純に、こういったことに対して
極
 きよく
 端
 たん

 に
免
 めん
 疫
 えき

 がなかったのである。

「…………
 」

　
否
 いな

 ──真士はきゅっと
唇
 くちびる

 を
嚙
 か

 みしめた。

　確かに真士は女の子をデートに誘ったことがない。けれど、真士が今
抱
 いだ

 いているこの感情は、それだけによるものではなかったのである。

　彼女の顔を思い
浮
 う

 かべるだけで、胸が高鳴る。

　彼女の名を呼ぶだけで、息が激しくなる。

　彼女のためなら何だってできると、本気で思えてしまう。

　真士も健全な高校生。今まで気になる女の子の一人や二人はいた。
綺
 き
 麗
 れい

 な
先
 せん
 輩
 ぱい

 に
憧
 あこが

 れを抱いたこともあれば、無防備な同級生にドキドキしたこともある。

　けれど今思えば、それらは
恋
 こい

 と呼べるようなものではなかったのだろう。

　
嗚呼
 ああ

 ──きっとこれが、恋。

　崇宮真士はこの
歳
 とし

 にして、少し
遅
 おそ

 めの
初
 はつ
 恋
 こい

 を経験していたのである。

「……もう少し、
頑
 がん
 張
 ば

 ってみるか」

　真士は自分を
激
 げき
 励
 れい

 するように言うと、先ほどとは少し角度を変えて鏡に向いた。

「──お、おう澪。おはよう。いい天気だな。ちょっと出かけないか？」

　と、先ほどよりだいぶ気安い調子で言ってみる。が、真士はすぐにむうとうなった。

　確かに自然にはなったけれど、これではいつもと変わらない。別に真士は、澪と二人で出かけたことがないわけではないのだ。……いやまあ、二人きりで出かけるのとデートがどう
違
 ちが

 うのかと言われれば答えに
窮
 きゆう

 してしまうのだが、そこはそれ、澪に『真士とデートしている』と思って欲しいのである。

　少々
恥
 は

 ずかしいが、やはり『デート』という言葉から
逃
 のが

 れることはできない。真士は呼吸を整え、またも鏡の中の自分と目を合わせた。

「な、なあ澪。今度俺と……で、デートしませんか？」

　
何故
 なぜ

 か敬語になってしまった。コホンと
咳
 せき
 払
 ばら

 いし、再度続ける。

「澪、俺とデートしてくれないか？」

　訓練のお
陰
 かげ

 か、少しずつ慣れてきたようだ。真士はさらにもう一歩
踏
 ふ

 み込むべくキリッと表情を作った。

「澪、俺とデートしよう」

「──うん」

　と。

　真士が言った
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、背後からそんな声が聞こえてきた。

　一瞬、訓練に打ち込みすぎたため、真士の脳がイマジナリーガールを作り出してしまったのかと思う。が──それにしては
随
 ずい
 分
 ぶん

 とはっきりとした、聞き覚えのある声だった。

「……!?
 」

　
慌
 あわ

 てて後方を向く。

　するとそこにはいつの間にか、あまりに美しい少女が立っていた。

「み、澪……？」

「うん。どうしたの、シン」

　真士が問いかけると、彼女は不思議そうに目を丸くしながら首を
傾
 かし

 げてきた。

　そう。彼女こそが真士の初恋の相手、崇宮澪その人である。

「い、いつからそこに……？」

「さっきから、だけど。──それよりシン、いつするのかな？」

「へ……っ!?
 　な、何が……」

「だから、デートだよ」

「……！」

　さらっと言われて、真士は息を
詰
 つ

 まらせた。

　が、どうにか
喉
 のど

 から言葉を発する。

「あ、えっと……つ、次の日曜とか……どうだ？」

「わかった。楽しみにしてる。──あ、そういえば下で
真
 ま
 那
 な

 が呼んでたよ」

　澪はそう言うと、
嬉
 うれ

 しそうに
微笑
 ほほえ

 み、真士の部屋を出ていった。

「…………
 」

　真士はその背を
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 と見送ると、やがてへなへなとその場にくずおれた。






第一章　母なる
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　戦場には、音が絶えることがない。

　
銃
 じゆう
 声
 せい

 。
爆
 ばく
 音
 おん

 。悲鳴。
怒
 ど
 声
 せい

 。
怨
 えん
 嗟
 さ

 。
精
 せい
 霊
 れい

 と
魔術師
 ウイザード

 が相争うこの場においては、そこに
霊
 れい
 力
 りよく

 と
魔
 ま
 力
 りよく

 の
炸
 さく
 裂
 れつ

 音を足してもいい。

　あらゆる
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 がそこかしこから発され、あらゆる
破
 は
 壊
 かい

 音によって
塗
 ぬ

 り
替
 か

 えられていく。その様はまさに地上に再現された地の
獄
 ごく

 。ほんの一瞬気を
抜
 ぬ

 いただけで、勤勉な死神に肩を
叩
 たた

 かれるであろう
修
 しゆ
 羅
 ら

 の
巷
 ちまた

 である。

　だが、そんな中。

「────
 」

　
五
 いつ
 河
 か
 士
 し
 道
 どう

 は、
奇
 き
 妙
 みよう

 な静けさの中にいた。

　別に士道の周りだけ音が
途
 と
 絶
 だ

 えているわけでもなければ、至近
距
 きよ
 離
 り

 で
爆
 ばく
 発
 はつ

 した
炸
 さく
 薬
 やく

 によって
鼓
 こ
 膜
 まく

 が破れてしまったわけでもない。

　ただ──目の前で起こった光景に目を
奪
 うば

 われ、周囲の音が耳に入らなくなってしまったのだ。

「あ、あ……」

　不自然な
静
 せい
 寂
 じやく

 の中、苦しげな少女の声だけが、か細く辺りに
響
 ひび

 き
渡
 わた

 る。

　左右
色
 いろ
 違
 ちが

 いの
双
 そう
 眸
 ぼう

 は大きく見開かれ、これまた左右不均等に結われた
髪
 かみ

 の先が、小刻みに
揺
 ゆ

 れている。もとより雪のように白かった
肌
 はだ

 は青ざめ、彼女の
可
 か
 憐
 れん

 な
容
 よう
 貌
 ぼう

 に死相をありありと映していた。

　
時
 とき
 崎
 さき
 狂
 くる
 三
 み

 。最悪の精霊と呼ばれた彼女の
普
 ふ
 段
 だん

 の姿からは、想像も付かない様相である。

　しかし、それも無理からぬことではあった。

　何しろ彼女の胸元からは今、白い
腕
 うで

 が生えて
 いたのだから。

　何の
比
 ひ
 喩
 ゆ

 でも
誇
 こ
 張
 ちよう

 でもない。何者かが狂三の細い
身体
 からだ

 の中から無理矢理
這
 は

 い出ようとしているかのように、ゆっくりと指先を
蠢
 うごめ

 かせていたのである。その様はまるで、一輪の花が顔を
覗
 のぞ

 かせているようですらあった。

　──みちみちと音を立てながら、『腕』が、その根元を外気に
晒
 さら

 していく。

　そこから現れたのは、一人の少女だった。

「ぁ────
 」

　その
貌
 かお

 を見て、士道は半ば無意識のうちに、自分の喉から声が
漏
 も

 れるのを感じた。

　あまりに──可憐な少女である。

　絹糸のように
艶
 つや

 やかな髪。
透
 す

 き
通
 とお

 るように白い肌。どこか
物
 もの
 憂
 う

 げな色を映す双眸さえも、彼女の美しさの一助となっているようにしか思えなかった。

　否、それだけではない。

　確かに美しい少女ではある。けれど、それだけでは今士道が覚える胸の高鳴りに説明が付かなかった。

　もし前世というものがあるのなら、きっと自分と彼女は深い仲であったに違いない──そんな
根
 こん
 拠
 きよ

 のない想像を自然と浮かべてしまう、
強
 きよう
 烈
 れつ

 な
憧
 どう
 憬
 けい

 。

　遺伝子が、
魂
 たましい

 が、自分を構成するあらゆる要素が彼女を求めるかのような
凄
 せい
 絶
 ぜつ

 な感情。

　それらはきっと、一つ一つをとれば
恋
 れん
 慕
 ぼ

 とか愛情とかと表現される
類
 たぐい

 のものなのだろう。けれど、そういったものが
幾
 いく

 つも折り重なり、極限まで
煮
 に
 詰
 つ

 められたそれは、もはや
呪
 のろ

 いといった方が適当にさえ思えた。

「が……あ……っ！
 」

「……！」

　
咆
 ほう
 吼
 こう

 のような狂三の声によって、士道はハッと肩を
震
 ふる

 わせた。

「〈
刻々帝
 ザフキエル

 〉…………ッ！
 」

　狂三は血走った目をカッと見開きながら、手にしていた古式の
短
 たん
 銃
 じゆう

 を
握
 にぎ

 り直した。瞬間、その
銃
 じゆう
 口
 こう

 に
濃
 のう
 密
 みつ

 な
影
 かげ

 が吸い込まれていく。

　そして、自分の胸元から生えた少女にそれを向け、引き金を
引
 ひ

 き
絞
 しぼ

 った。

　だが、その瞬間少女が狂三の身体を
抉
 えぐ

 るように身じろぎをする。

「が……っ……！
 」

　狂三が
苦
 く
 悶
 もん

 の声を発し、放たれた
銃
 じゆう
 弾
 だん

 が少女の肌を
掠
 かす

 めて遠くへと飛んでいった。

　少女が、ふっと目を細める。

「……すまないね。時崎狂三。そしてありがとう。君のおかげで私は、再び彼の前に立つことができた」

「ふ、ざ、け……」

　
荒
 あら

 い息をしながら、狂三が再度銃を構えようとする。

　しかし、
衰
 すい
 弱
 じやく

 した身体が少女の重さに
耐
 た

 えきれなくなったのか、狂三はそのまま
仰
 あお
 向
 む

 けに
倒
 たお

 れ込んでしまった。

　その胸元から、一糸まとわぬ姿の少女が、完全に姿を現し、地面に降り立つ。

「く……ぁ……
 」

　狂三はそんな現実
離
 ばな

 れした光景を呆然とした調子で見上げると、ひゅうひゅうという細い
吐
 と
 息
 いき

 に乗せて言葉を発してきた。

「し……どう、さん……
逃
 に

 げ……」

　だが、その言葉を言い終わる寸前で
喀
 かつ
 血
 けつ

 すると、狂三は身体をぐったりと地面に横たえ、それきり何も言わなくなってしまった。

『……!?
 』

　次の瞬間、辺りに蠢いていた幾体もの狂三の分身体が、苦しげに胸元を押さえながら、その身体を
漆
 しつ
 黒
 こく

 の影へと変えていった。

「あ──」

　その光景を目にして、
否
 いや
 応
 おう

 なく認識させられる。

　死。全ての生命に訪れる
終
 しゆう
 焉
 えん

 。

　それが今、狂三のもとに
舞
 ま

 い
降
 お

 りたのだと。

「…………
 」

　
裸
 はだか

 の少女は地面に横たわった狂三を見下ろすと、その
側
 そば

 にゆっくりと
膝
 ひざ

 を折り、見開かれた狂三の
両
 りよう
 瞼
 まぶた

 を優しく閉じた。それだけで苦悶に
歪
 ゆが

 んだ表情が、安らかなものに
変
 へん
 貌
 ぼう

 する。

「な……」

　意味が、わからなかった。

　狂三を殺したのは、他ならぬ彼女のはずだ。けれど彼女の所作からは、狂三への敬意と親愛の情がありありと感じ取れたのである。

　
否
 いな

 ──正しく言うのならば、わからないのはそれだけではない。

　一体彼女は何者なのか。なぜ狂三の中から這い出てきたのか。一度も会ったことがないはずなのに、士道の胸中に
狂
 くる

 おしいほどに
渦
 うず

 を巻くこの感情は何なのか。

　と、そんな士道の
困
 こん
 惑
 わく

 を全て
見
 み
 透
 す

 かしたかのように少女が立ち上がり、視線を向けてきた。

「……久しぶり。ようやく会えたね──シン」

「シン……？」

　その
呼
 こ
 称
 しよう

 に、士道は呆然と声を漏らした。

　無論、士道の名ではない。

　けれど士道は、士道のことをその名で呼ぶ人間に一人、心当たりがあった。

「……ふふ」

　少女は士道の混乱を察したように微笑むと、ゆっくりと歩みを進め──士道に手を
伸
 の

 ばしてきた。

　士道は自分の身体が無意識のうちに震えるのを感じた。けれど、動けない。まるで、少女の
為
 な

 すことを士道の身体が無条件に受け入れているかのような感覚だった。

　少女は優しく士道の頭に
触
 ふ

 れると、そのまま士道の額に、自分の額を触れさせる。

　すると、次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 ──

「え──？」

　頭の中に、
凄
 すさ

 まじい量の情報が流れ込んできて、士道は思わず目を見開いた。

　否、
違
 ちが

 う。正しく言うのならば、流れ込んできたというより、もともと自分の中にあった
記
 き
 憶
 おく

 が
溢
 あふ

 れ出した、という方が適当なように思えた。

「…………！
 　……!?
 」

　
怒
 ど
 濤
 とう

 のような情報量が、頭の中を
駆
 か

 け
巡
 めぐ

 る。まるで頭の中でダムが
決
 けつ
 壊
 かい

 したかのような感覚。
鋭
 するど

 い頭痛に、思わず
蹲
 うずくま

 ってしまいそうになる。

「あ……あ──」

　けれど、士道は膝を
突
 つ

 かなかった。痛む頭に手を当てながら、目の前の少女をジッと見つめる。

　そして士道は、

「──み、お……？」

　知るはずのない、その少女の名を呼んだ。





　　　　◇





「な……っ!?
 」

　戦場と化した
天
 てん
 宮
 ぐう

 市上空。
弾
 だん
 薬
 やく

 と魔力光が舞う空の中、空中
艦
 かん

 〈フラクシナス〉
艦
 かん
 長
 ちよう

 ・五河
琴
 こと
 里
 り

 は、困惑に満ちた声を発した。

　司令官としては、あまり
褒
 ほ

 められた
行
 こう
 為
 い

 ではない。特に、
戦
 せん
 闘
 とう

 中の艦は一個の生物である。上官の
狼
 ろう
 狽
 ばい

 は
容易
 たやす

 く部下に
伝
 でん
 播
 ぱ

 し、艦全体のパフォーマンスを落としかねない。
如何
 いか

 な事態に
陥
 おちい

 ろうと、艦長は
超
 ちよう
 然
 ぜん

 と構えていなければならないのだ。たとえそれが、一〇代の
可愛
 かわい

 らしい少女であろうとも。

　けれど今、琴里の反応を
咎
 とが

 める者はいなかった。

　
皆
 みな

 琴里と同じように、モニタに映し出された光景に目を奪われていたからだ。

「と、時崎狂三の生命反応……消失しました……」

　
戸
 と
 惑
 まど

 いの混じったクルーの声が、
艦
 かん
 橋
 きよう

 に響く。

　そう。先ほどまで士道と
共
 きよう
 闘
 とう

 していた精霊・時崎狂三の胸元を突き破るようにして、
謎
 なぞ

 の少女が姿を現したのである。

「な、何なのよ、あいつは……」

　
眉
 まゆ

 を歪めて
呟
 つぶや

 きながらも、琴里は奇妙な
既
 き
 視
 し
 感
 かん

 を覚えていた。

　初めて目にする少女。それは
間
 ま
 違
 ちが

 いない。

　けれど
何故
 なぜ

 だろうか。琴里はその姿に、何者かの
面
 おも
 影
 かげ

 を感じていたのである。

『……久しぶり。ようやく会えたね──シン』

　画面の中の少女が、優しく
囁
 ささや

 くように士道にそう言う。

「────っ
 」

　それを聞いて、琴里は息を
詰
 つ

 まらせた。

　気づいてしまったのだ。先ほどから琴里の胸に
蟠
 わだかま

 る
違
 い
 和
 わ
 感
 かん

 の正体に。

　わかってしまったのだ。先ほどから脳裏を掠める既視感の正体が。

　琴里は艦長席から身を乗り出すと、
肘
 ひじ
 掛
 か

 けに体重を
掛
 か

 けるような格好で艦橋の左方を見やった。

〈ラタトスク〉の
優
 ゆう
 秀
 しゆう

 な機関員にして、琴里の親友である、
村
 むら
 雨
 さめ
 令
 れい
 音
 ね
 解
 かい
 析
 せき
 官
 かん

 の座る席を。

　シン、という呼称。

　そして、少女の
儚
 はかな

 げで
端
 たん
 整
 せい

 な顔立ち。

　そう。士道の前に立つ少女は、まるで令音を数歳若くしたかのような姿をしていたのである。

「…………
 」

　令音は、ただ静かに、モニタを見つめていた。

　その表情は平時のように
涼
 すず

 しげで、どこか
眠
 ねむ

 たそうにも見える。いつもなら
頼
 たの

 もしいその様子が、今の琴里には
途
 と
 方
 ほう

 もなく
恐
 おそ

 ろしく思えてしまった。

「……令音、お願い」

　数秒ののち。琴里は
懇
 こん
 願
 がん

 するかのように、
微
 かす

 かに震える声を発した。

「私の
馬
 ば
 鹿
 か

 な考えを否定してちょうだい。ただの
偶
 ぐう
 然
 ぜん

 だって笑ってちょうだい。いつもの調子で、私を
窘
 たしな

 めてちょうだい」

「………………
 、琴里」

　令音はそれに答えるように、細く息を
吐
 は

 いた。そして。

「……君は、本当に頭のいい子だ」

　琴里が一番聞きたくなかった言葉を、その
唇
 くちびる

 から
零
 こぼ

 した。

「────
 」

　心臓がきゅうと収縮する感覚。無意識のうちに呼吸が乱れ、
汗
 あせ

 がじわりと背中を
湿
 しめ

 らせる。

　だが、琴里はそれでも〈ラタトスク〉の司令官だった。理性か、情動か。どちらによるものかは自分でもわからなかったけれど、半ば反射的に琴里の
喉
 のど

 が絞られる。

「マリア！」

『
了
 りよう
 解
 かい

 』

　琴里の
叫
 さけ

 びに応えるように、艦橋のスピーカーから少女の声が発される。〈フラクシナス〉の管理ＡＩ、『マリア』である。

　次の瞬間、バヂッ！　という音が鳴ったかと思うと、令音が手を触れていたコンソールから火花が散った。

　過電流による電気ショック。
侵
 しん
 入
 にゆう
 者
 しや

 による不正操作を防ぐためのプロテクトの一つである。死ぬほどの
代
 しろ
 物
 もの

 ではないが、出力を上げれば、しばらくの間動けなくなるくらいの
威
 い
 力
 りよく

 はあるはずだった。

「……ん。感情に流されない、冷静な判断だ。思い切りもいい」

　だが、その
電
 でん
 撃
 げき

 をまともに
喰
 く

 らったにも
拘
 かか

 わらず、令音は表情を変えることもなく平然とその場に立ち上がった。

『……っ』

　その異様な
佇
 たたず

 まいに、艦橋のクルーたちが息を
吞
 の

 む。艦長席の
隣
 となり

 にいた副司令・
神
 かん
 無
 な
 月
 づき
 恭
 きよう
 平
 へい

 が、琴里を守るように、自然な動作で立ち位置を変えた。

　しばしの間、艦橋に
緊
 きん
 張
 ちよう
 感
 かん

 が満ちる。

　けれどその
沈
 ちん
 黙
 もく

 を破ったのは、令音の意外な言葉だった。

「……感謝するよ、琴里」

「…………
 何ですって？」

　令音の言葉に、眉を歪めて返す。すると令音は、
滔
 とう
 々
 とう

 と語るように続けた。

「……君には本当に世話になった。今までシンを守っていてくれて、本当にありがとう」

「…………
 」

　琴里は
渇
 かわ

 く喉を
唾
 だ
 液
 えき

 で湿らせてから、唇を動かした。

「意味がわからないわ。どういうこと？　令音、あなたは一体何者？」

「……きっと君が想像しているものから、そう
離
 はな

 れてはいないと思うよ」

「はぐらかさないでちょうだい。……あの少女とあなた、一体どういう関係なの？」

　言いながら、モニタに映し出された謎の少女を
一
 いち
 瞥
 べつ

 する。

　すると令音は、琴里の視線を追うようにモニタの少女を見てからあとを続けた。

「……『あれ』は、『私』。『私』そのものさ」

「何を、言って……」

「……狂三の分身体というよりは、〈ニベルコル〉に近いかな。『あれ』は『私』であり、『私』は、『あれ』なのさ。一つの意思に、二つの
身体
 からだ

 と思ってくれていい。こちらの私にも仕事があるのでね。分けておいた方が都合が良かったんだ。──
皆
 みな

 に
霊結晶
 セフイラ

 を
与
 あた

 える際には、特にね」

「な──!?
 」

　日常会話のような気安さで令音が発した言葉に、琴里は目を見開いた。

　
霊結晶
 セフイラ

 を、与える。今確かに令音はそう言った。

　そしてそれが示す事実は一つしかない。
即
 すなわ

 ち──

「〈ファントム〉……ッ!?
 」

「…………
 」

〈ファントム〉。人間を
精
 せい
 霊
 れい

 にする精霊であり、琴里たちの
仇
 きゆう
 敵
 てき

 。

　琴里の叫びに、令音は
肯
 こう
 定
 てい

 を示すでも否定を示すでもなく、目を
伏
 ふ

 せた。

「……さて、私はそろそろ行かねばならない。──琴里、君と過ごした日々は楽しかったよ。けれど、もう終いだ」

「何を──ッ」

「……私の願いが
叶
 かな

 うときがきた。

　私の悲願が成就するときがきた。

　全てはこのときのために。

　全てはこの瞬間のために。

　私が切り捨てた全ての人間に祝福を。

　私が
踏
 ふ

 み
躙
 にじ

 った全ての生命に感謝を。

　私は──もう一度彼を手に入れる」

「……！　待ちなさい、令──」

　何か方策があったわけではない。けれど動かずにはいられなかった。反射的に、令音に手を
伸
 の

 ばす。

　しかし令音はトン、と艦橋の
床
 ゆか

 を
蹴
 け

 ったかと思うと、そのまま空間に
溶
 と

 けるように消えていった。

「……っ！
 」

　琴里の手が、
虚
 こ
 空
 くう

 を
摑
 つか

 む。琴里は今にも泣き出してしまいそうに顔をくしゃっと
歪
 ゆが

 めると、その手を
拳
 こぶし

 の形にして艦長席の肘掛けに打ち付けた。

「令音……ッ」

　時間にすれば、恐らく五分と
経
 た

 っていまい。

　けれどそんな
僅
 わず

 かな時間で、琴里の世界はぐるりと様変わりしてしまった。

　保護対象の精霊が息絶え、最も信を置く友人が、最悪の敵へと成り果てた。

　
否
 いな

 ──それすらもきっと違うのだろう。

　令音の言葉が正しければ、令音は琴里たちを裏切ったわけではない。

　最初から、琴里たちの味方ではなかったのだ。

　今まで過ごした日々は、彼女にとっては
虚
 きよ
 構
 こう

 に過ぎなかったのだ。

　その
酷
 こく
 薄
 はく

 に過ぎる現実が、
艦
 かん
 隊
 たい

 司令官を数秒の間、年相応の少女に
戻
 もど

 してしまっていた。

「…………
 」

　しかし、いつまでもそこで
足
 あし
 踏
 ぶ

 みをしているわけにはいかない。琴里は
滲
 にじ

 みかけた
涙
 なみだ

 を軍服の
袖
 そで

 で
拭
 ぬぐ

 うと、キッと視線を
鋭
 するど

 くしながら顔を上げた。

「……総員、作戦行動を続行しなさい」

「し、司令」

「ですが……」

　艦橋下段のクルーたちが不安そうな顔を向けてくる。琴里はガン！　と勢いよく床にブーツの底を
叩
 たた

 き付け、立ち上がった。

「味方が一人消えて、敵が一人増えた。今起こったのは、ただそれだけのことよ」

　そして
腰
 こし
 元
 もと

 のホルダーから取り出したチュッパチャプスを口に放り込み、続ける。

「昼下がりのカフェでお茶をしているのなら、
愚
 ぐ
 痴
 ち

 を零したっていいでしょう。深夜のバーで酒を
呷
 あお

 っているのなら、泣き言を言ったっていいでしょう。でも、ここは戦場よ。鉄風
吹
 ふ

 き
荒
 あ

 れる死神の
猟
 りよう
 場
 ば

 よ。なら、今あなたたちがすることは何？」

『…………！
 』

　琴里の言葉に、クルーたちが
一
 いつ
 斉
 せい

 に息を吞み、敬礼で
以
 もつ

 て返してくる。

　そして
各
 おの
 々
 おの

 コンソールに向き直り、作戦行動を
継
 けい
 続
 ぞく

 した。

『おや、存外立ち直りが早かったですね。
艦
 かん
 体
 たい
 制
 せい
 御
 ぎよ

 はわたしがやっているので、もう少し落ち込んでいても
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 でしたが』

　と、パーソナルモニタに表示された『ＭＡＲＩＡ』の文字が
明
 めい
 滅
 めつ

 する。

「……ふん。発破をかけてるつもりなら、もうちょっと上手くやりなさい」

『これは失敬。人心の
機
 き
 微
 び

 については、まだ学習の余地がありそうです。この完成度を
誇
 ほこ

 りながら今なお成長を続けるＡＩ。それがわたし』

「人を
苛
 いら

 つかせるセンスだけは認めるわ」

　言いながら、琴里はふっと
頰
 ほお

 を
緩
 ゆる

 めた。

　正直なところ、強がっていないと言えば
噓
 うそ

 になる。ただでさえ
芳
 かんば

 しくない
戦
 せん
 況
 きよう

 の中、目的さえわからない新たな敵が現れたというのだ。外面は
取
 と

 り
繕
 つくろ

 っているものの、頭の中はぐしゃぐしゃだし、許されるならば泣き出してしまいたかった。

　きっとマリアは、そんな琴里の心中を察して、軽口を叩いてくれたのだ。マリアがこれ以上人心の機微とやらを学んだなら、琴里は逆に彼女に泣かされてしまいそうだった。

「……まったく、可愛げのない妹ね」

『琴里、何か？』

「いえ、口の減らないＡＩの
廃
 はい
 棄
 き

 処分を検討しようかしら、って言っただけよ」

『ああ、それは対処した方がいいですね。いずれ人類に
牙
 きば

 を
剝
 む

 くやつです。映画で観ました。けれどそのレベルのＡＩは、自分がデリートされると同時に、悪意あるプログラムをネットワーク上にバラ
撒
 ま

 く程度のことは考えそうですのでご注意を。まあ、人類の文明が数十年分巻き戻るのも面白そうではありますが』

　とぼけるような調子でマリアが言ってくる。本当に口の減らないＡＩである。

　しかし、おかげで
幾
 いく
 分
 ぶん

 か気が楽になった。琴里は
艦
 かん
 長
 ちよう

 席に
腰
 こし
 掛
 か

 け直すと、クルーに向かって指令を発した。

「──とにかく、士道の前に現れた令音の分身を
警
 けい
 戒
 かい

 して。彼女の目的はわからないけど、狂三を……殺したことだけは確かよ」

　微かに
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せながら、言う。

　生命反応が消失している以上、狂三が死亡しているのは自明である。けれど、『殺した』の一言を発するのに、琴里は少し
抵
 てい
 抗
 こう

 を覚えてしまった。

　最悪の精霊と呼ばれた彼女ではあるけれど、〈ラタトスク〉の保護対象には変わりなかったし、何より、己の命を
削
 けず

 ってまで士道を助けてくれたのだ。心がまったく痛まないといえば噓になった。

　だが、今は感傷に
浸
 ひた

 るべきときではない。気を取り直すように首を
振
 ふ

 って、続ける。

「戦況を
維
 い
 持
 じ

 しつつ、現場に向かうわ。
十
 とお
 香
 か

 、
耶
 か
 俱
 ぐ
 矢
 や

 、
夕
 ゆ
 弦
 づる

 にも通達。いつでも士道を回収できるように準備を──」

　と。

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、琴里の言葉を
遮
 さえぎ

 るように、
艦
 かん
 橋
 きよう

 のスピーカーからアラームが
鳴
 な

 り
響
 ひび

 いた。

「っ……司令！　モニタを！」

「……！」

　クルーの声に
弾
 はじ

 かれるようにモニタを見やる。

　狂三の
亡
 なき
 骸
 がら

 の前で
対
 たい
 峙
 じ

 する士道と、
裸
 はだか

 の少女。

　そこに、今し方艦橋から消えた令音が、空間から滲み出るように姿を現したのである。





　　　　◇





「う……、く……っ」

　絶え間ない頭痛が士道を
襲
 おそ

 う。

　
混
 こん
 濁
 だく

 する意識。しかしそれは、意識と無意識が頭中で明滅しているわけではなく、『自分』と、『別の自分』の意識が、文字通り混じり合っているかのような感覚だった。

『自分』の知らない情報に、じわりじわりと
侵
 しん
 蝕
 しよく

 される。

『別の自分』が知らない
記
 き
 憶
 おく

 を、ぞわりぞわりと感染させる。

　
双
 そう
 方
 ほう

 の持つ知識が共有されていくと同時、段々とその二つの境界が
曖
 あい
 昧
 まい

 になっていく。

「あ──」

　と、そんな
朧
 おぼろ
 気
 げ

 な意識の中、士道は
微
 かす

 かに眉をひそめた。

　目の前に立つ
可
 か
 憐
 れん

 な少女。その背後の空間が歪んだかと思うと、そこから、見覚えのある女性の姿が現れたからだ。

　無造作に
纏
 まと

 められた長い
髪
 かみ

 。生白い
面
 おもて

 に
鎮
 ちん
 座
 ざ

 する
双
 そう
 眸
 ぼう

 は、分厚い
隈
 くま

 で
彩
 いろど

 られている。〈ラタトスク〉の軍服のポケットから、傷だらけのクマのぬいぐるみが顔を出していた。

「令……音、さん……？」

　そう。そこに現れたのは、〈ラタトスク〉の
解
 かい
 析
 せき
 官
 かん

 、村雨令音その人だった。

　その異常に、
既
 すで

 にこの上ないほど混乱していた士道はさらに
困
 こん
 惑
 わく

 した。

　それはそうだ。〈フラクシナス〉にいるはずの令音がここに現れる理由がわからない。しかも今彼女は、虚空から
突
 とつ
 然
 ぜん

 出現してみせた。それこそ──まるで
魔術師
 ウイザード

 か精霊のように。

「……
辛
 つら

 そうだね。だが、じきに収まる。少しの間だけ
耐
 た

 えてくれ、シン
 」

　そんな士道の
当
 とう
 惑
 わく

 を知ってか知らずか、令音が至極落ち着いた声音で言ってくる。

　いつも通りのその調子に
違
 い
 和
 わ
 感
 かん

 を覚えつつも、しかし士道は、別のことに注意を
奪
 うば

 われていた。

「ああ……そう、か──」

　先ほどから
謎
 なぞ

 の少女──
澪
 みお

 に覚えていた
既
 き
 視
 し
 感
 かん

 。

　その原因は、彼女の持つ
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 が、令音にそっくりだったからに他ならなかったのだ。

「…………
 」

　士道の様子を察したかのように、令音はふぅと小さく息を
吐
 は

 くと、そのまま両手を広げ、澪の身体を背から優しく
抱
 だ

 きしめた。

　すると次の瞬間、澪と令音の身体が
淡
 あわ

 く発光したかと思うと、その
輪
 りん
 郭
 かく

 が曖昧になり、二つのシルエットが一つに結合していった。

「な──」

　朧気になる視界の中、士道は見た。

　一糸纏わぬ姿であった澪の身体に、虚空から現れた光り
輝
 かがや

 く衣が、まるで生物のように纏わり付いていくのを。

　極光の
如
 ごと

 き
幻
 げん
 想
 そう

 的な色をした、ドレスのようなシルエット。その背には、一〇の星を頂く
歪
 いびつ

 な光輪のようなものが
浮
 ふ
 遊
 ゆう

 し、そのうちの一つ、
漆
 しつ
 黒
 こく

 の星が黒々と輝いている。

　
霊
 れい
 装
 そう

 。
精
 せい
 霊
 れい

 が纏う絶対の
鎧
 よろい

 にして、城。

　その
威
 い
 容
 よう

 は、
数多
 あまた

 の神話に語られる『神』の姿を想起させた。

「…………っ
 」

　もはや疑いようがない。

　今まで士道たちを支えてきてくれた村雨令音は精霊であり──澪と、同一の存在であったのだ。

　否、正しく言うのなら、士道はそのことを既に識っていた
 。

　澪と令音が
融
 ゆう
 合
 ごう

 し、霊装が
顕
 けん
 現
 げん

 したのとほぼ同時、士道の頭の中でも、二人の士道が混ざり合い、頭痛がゆっくりと引いていったのだ。

「澪……」

　もう一度、彼女の名を呼ぶ。

　澪。
崇
 たか
 宮
 みや

 澪。

　そう。士道──否、崇宮
真
 しん
 士
 じ

 が付けた、名だ。

　始原の精霊。原初の
零
 ゼロ

 。人類史に
於
 お

 ける最大最悪の
厄
 やく
 災
 さい

 。

　その識別名は、いつのことだったか、ユーラシア大空災のことを琴里に教えてもらった際に聞いたことがあった。

　──〈デウス〉。まさしく神の名で呼ばれた最強の精霊。

　そして……シンの、愛しい少女。

　──三〇年という長い時を経て、シンと澪は、ようやくここに、再会を果たした。

「……シン」

　澪が、感極まった様子でゆっくりと息を吸う。

「──ずっと、会いたかった。ずっとずっと、
逢
 あ

 いたかった。君が死んでしまってから、それだけを想って、今まで生きてきた」

　静かな、しかし確たる熱を秘めた声音で、澪が
滔
 とう
 々
 とう

 と語り出す。

「……シン。シン。君に伝えたいことが山ほどあるんだ。君に言えていなかったことがたくさんあるんだ。それこそ、とても語り
尽
 つ

 くせないくらいに。

　──ああ、でも、でも大丈夫。今度の私たちには、いくらでも時間があるんだから。どれだけでもお話をしよう？　何日かかっても構わない。何年かかっても構わない。

　ねえ……今度こそ、ずっと
一
 いつ
 緒
 しよ

 だよ、シン」

「……、──」

　士道は心の
裡
 うち

 に去来する様々な感情を受け止めながら、
震
 ふる

 える息を吐いた。

　そして、言葉を発する。

　今士道が、澪に伝えねばならないことを。

「俺も──会えて
嬉
 うれ

 しいよ、澪」

「……！　シン──」

「ずっと放っておいてごめん。
寂
 さび

 しい思いをさせてごめん。先にいなくなってしまって──本当に、ごめん」

「そんな、君が謝ることじゃあ──」

「──でも」

　と、士道は澪の言葉を遮るように、額に手を置いた。

　そう。士道の中には今、シンのものだけでなく、澪が体験したであろう記憶もまた、断片的に混じっていたのである。

「これ
 は……何なんだ？　おまえは──『シン』を生き返らせるために……一体何を
 してきたんだ？」

　だからそれは、問いかけであって問いかけではなかった。

　脳裏に
浮
 う

 かぶ澪の所行を、士道の
勘
 かん
 違
 ちが

 いと断じて欲しかったのだ。

　士道という存在の足元に、数多の少女の亡骸が横たわっているなど、
質
 たち

 の悪い
妄
 もう
 想
 そう

 であると笑って欲しかったのだ。

　澪がそんなことをするはずがないと──言って欲しかったのだ。

　けれど澪は
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 すこともはぐらかすこともなく、士道の目をジッと
見
 み
 据
 す

 えながら、士道が望まぬ言葉を
贈
 おく

 ってきた。

「──なんでも
 」

「…………ッ
 」

　真っ直ぐな澪の視線に、士道は思わず息を
吞
 の

 んだ。

「なんでも、したよ。考え
得
 う

 る限りのことをした。シンともう一度会うために必要なことは、全てした。そうしないと、きっとシンにはもう二度と会えないと思ったから」

「だ、から……って──」

　
喉
 のど

 が、指先が、
身体
 からだ

 全体が、
徐
 じよ
 々
 じよ

 に震えに襲われていく。

『五河士道』が生まれた理由と、源流。

　その
杯
 さかずき

 を満たすために注がれた、少女たちの血。

　己という存在が背負った
膨
 ぼう
 大
 だい

 な罪に、士道は
途
 と
 方
 ほう

 もない
吐
 は

 き
気
 け

 を覚えた。

「……っ、く……」

「シン、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ？」

　澪が、心配そうに士道の顔を
覗
 のぞ

 き込んでくる。士道は
悪
 お
 心
 しん

 を
抑
 おさ

 えるように胸元をくしゃりと
握
 にぎ

 りしめながら、澪を止めるようにもう片方の手を開いた。

　澪の
純
 じゆん
 粋
 すい

 な双眸に、愛しさと──
恐
 きよう
 怖
 ふ

 を覚える。

　澪によって作り直され
 、澪によって記憶を取り
戻
 もど

 した士道には今、その思考が、心が、朧気ながらも感じ取れていた。

　ああ、そうだ。澪は何も、悪を
為
 な

 そうとしたわけではない。
殺
 さつ
 戮
 りく

 を楽しんだことなど、ただの一度も無かった。

　それどころか、
霊結晶
 セフイラ

 の精製のために
犠
 ぎ
 牲
 せい

 になった少女たちに、深い敬意と感謝の念を持ち、彼女らの死を悲しんでさえいた。

　けれど。

『シンにもう一度会う』──そのためならば、そんな
罪
 ざい
 業
 ごう

 の道を歩むことさえ
厭
 いと

 わないという確固たる
覚
 かく
 悟
 ご

 が、澪の今を形作っていた。

　全ては、シンのため。

　そのためならば、なんでも
 した。

　澪の発した簡潔な言葉には、常人ならばとても正気を保てないであろう悲痛な決意が込められていたのである。

「……ぐ、ぁ……」

　だが──
否
 いな

 、だからこそ。

　それ
 は、士道が、シンが言わねばならないことだった。

「澪……
駄
 だ
 目
 め

 だ」

「え……？」

「駄目──なんだよ、そんなことをしちゃ。たとえどんな目的のためであっても、人を犠牲にするなんて……しちゃ、いけないんだ……ッ」

　それは、あまりに
残
 ざん
 酷
 こく

 な所行である。

　全てを
擲
 なげう

 ってシンのために罪業の道を歩んだ少女を、シン自身が否定するなどと。

　実際、その言葉を吐いた士道でさえ、胸を
潰
 つぶ

 され、身が切られるかのような
錯
 さつ
 覚
 かく

 を覚えた。それを向けられた澪の心の痛みは、察するに余りある。

　だが──

「──うん。そうだね」

　澪は、困ったような顔をしながら、悲しそうにそう言った。

　そんな
煩
 はん
 悶
 もん

 は、既に
幾
 いく
 度
 ど

 も
繰
 く

 り返したとでもいうように。

「でも……それなら私はどうすればよかったの？

　私にはシンしかいなかった。シンを失ったなら、生きている意味がなかった。

　私は人間みたいに弱くない。死を望んだとしても、死ねるわけじゃあなかった。

　私は人間みたいに強くない。シンを忘れることなんて、できやしなかった。

　私は一体、どうすればよかったの？」

「それ、は……ッ」

　
淡
 たん
 々
 たん

 とした、しかし悲痛に過ぎる澪の言葉に、士道は声を
詰
 つ

 まらせた。

　何も──返すことができなかった。

　きっと士道の導き出す
如何
 いか

 な答えも、澪の思考にはあっただろう。

　けれどその全てを考え
抜
 ぬ

 いた上で、澪はこの
修
 しゆ
 羅
 ら

 の道を選んだのだ。

　そんな彼女に一体何を言えばいいというのだろう。士道には──わからなかった。

「……ふふ」

　すると澪は、士道の
困
 こん
 惑
 わく

 を察したように
吐
 と
 息
 いき

 を
漏
 も

 らした。

「ごめん。意地悪をしたね。あんな聞き方をされて、答えられるはずがないのに」

「や……俺、は──」

　士道は顔を上げて、何とか言葉を
継
 つ

 ごうとした。何を言えばいいかはわからない。けれど、何も言わずにはいられなかったのだ。

　しかしその言葉は、澪の吐息によって
遮
 さえぎ

 られた。

「──いいんだ。大丈夫だよ、シン。全部、私に任せて」

「澪……？」

　士道が
訝
 いぶか

 しげに返すと、澪は滔々と続けた。

「シンに、苦しい思いなんてさせない。シンに、
辛
 つら

 い思いなんてさせない。この罪は全て私のもの。その
罰
 ばつ

 は全て私のもの。シンが
悩
 なや

 む必要なんて、ないんだ」

　言って澪は、再びゆっくりと士道に手を
伸
 の

 ばしてきた。

「何、を……」

「最後の仕上げだよ。──私が『澪』に戻ったように、君も、『シン』に戻るんだ」

「────っ
 」

　息を詰まらせる。澪の言っていることが、本能的な恐怖とともに理解できてしまったのである。

　今の士道は、五河士道という人間の中に、崇宮真士の
記
 き
 憶
 おく

 が混じり合った状態である。

　ならばその中から士道の記憶を消去してしまえば、あとに残るのは、精霊の力を保有しながら、崇宮真士の記憶のみを持った人間ということになるのではないか。

　澪は、優しげに
微笑
 ほほえ

 んだ。

「──今までありがとう、『士道』。そして……さようなら」

　士道。

　およそ一七年もの間、呼ばれ続けてきた、その名前。

　けれど澪──令音にその名で呼ばれたのは、初めてのことかもしれなかった。

　彼女は『士道』に会ったその日から、その
影
 かげ

 に『シン』を見つめていたに
違
 ちが

 いない。

　それも当然だ。何しろ彼女は、そのために『士道』を『作った』のだから。

　だが、なぜだろうか──

　この上ないほどに残酷な仕打ちを受けながら、それを寂しく思ってしまうのは。

「ぁ……」

　士道は、
迫
 せま

 り来る澪の指から
逃
 のが

 れようとした。けれど、まるでその視線に
射
 い
 竦
 すく

 められてしまったかのように、身体が上手く動かない。

　そして……澪の指が、士道のこめかみに
触
 ふ

 れる。

　が、その
瞬
 しゆん
 間
 かん

 ──

「──シドーォォォォォォォォォォォォォォォ────ッ！
 」

　上空からそんな
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 が聞こえてきたかと思うと、士道の眼前に、一つの影が
躍
 おど

 った。

　長い夜色の
髪
 かみ

 。その身に
纏
 まと

 った
幻
 げん
 想
 そう

 的な限定
霊
 れい
 装
 そう

 。そして地を
裂
 さ

 く
大
 たい
 剣
 けん

 〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉。

「……！　十香……っ!?
 」

　その姿を認めて、士道はハッと目を見開いた。

　そう。周囲で〈ニベルコル〉や〈バンダースナッチ〉を
掃
 そう
 討
 とう

 していた十香が、士道の危機に気づき、澪に
斬
 き

 りかかったのである。

「シドー、無事か！　
遅
 おそ

 くなってすまん……！」

「い、いや……助かったよ、十香」

　士道が答えると、それに次ぐようにして辺りに風が
吹
 ふ

 き
荒
 あ

 れ、士道の後方に、
瓜
 うり
 二
 ふた

 つの顔をした
双
 ふた
 子
 ご

 が降り立った。

　一人は、
右
 みぎ
 肩
 かた

 に
翼
 つばさ

 型の霊装を纏い、
巨
 きよ
 大
 だい

 な
突撃槍
 ランス

 を手にした少女。

　一人は、左肩に翼型の霊装を纏い、ペンデュラムを手にした少女。

　十香と同じく周囲で戦っていた、
八
 や
 舞
 まい

 耶俱矢・夕弦姉妹である。

「はぁ……危な。でもなんとか間に合ったみたいね」

「
首
 しゆ
 肯
 こう

 。敵が多くて
焦
 あせ

 りましたが、十香ミサイル
着
 ちやく
 弾
 だん

 成功です」

　言って、ほうと息を
吐
 は

 く。どうやらこの二人が、風の天使〈
颶風騎士
 ラフアエル

 〉で
以
 もつ

 て、十香を士道のもとに飛ばしてくれたらしかった。

「……んで。インカムで琴里からの通信と、士道たちの会話は聞いてたけど……あれは令音……なの？」

「
警
 けい
 戒
 かい

 。そして始原の
精
 せい
 霊
 れい

 で、ついでに〈ファントム〉とは、
欲
 よく
 張
 ば

 りが過ぎますね。……狂三は本当にやられてしまったのですか？」

「…………
 、ああ」

　八舞姉妹の問いに、士道は重苦しく答えた。

　すると、〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉の
一
 いち
 撃
 げき

 によって
舞
 ま

 い上がっていた
土
 つち
 煙
 けむり

 が晴れ、澪の姿が
露
 あら

 わになる。

　十香の
攻
 こう
 撃
 げき

 をまともに受けたはずだが、その身体には傷一つ付いていなかった。その様子に、十香と八舞姉妹が警戒の色を
濃
 こ

 くする。

　しかし澪は、さしたる気負いも
緊
 きん
 張
 ちよう

 も見せず、落ち着いた様子のまま
唇
 くちびる

 を開いた。

「……十香。それに耶俱矢、夕弦か」

　そして三人の顔を
順
 じゆん
 繰
 ぐ

 りに
眺
 なが

 めるようにしてから、ふむ、と口元に手を当てる。

「
久
 ひさ
 方
 かた
 振
 ぶ

 りにシンに会えたものだから、失念してしまっていたよ。そうか、君たちがまだ残っていたんだったね。──『シン』の部分を
綺
 き
 麗
 れい

 に
避
 よ

 けて『士道』の記憶だけを消すには、
些
 いささ

 か時間と手間がかかる。君たちから先に処理した方がいいかもしれないな」

「……何？」

　澪の言葉に、十香が
眉
 まゆ

 をひそめる。すると澪は、ゆっくりとした動作で手を前方に
掲
 かか

 げながら続けてきた。

「君たちの力は、無事シンの身体へ受け継がれた。けれど、それだけではまだ不十分だ。君たちとシンとの間には、まだ
霊
 れい
 力
 りよく

 の
経路
 パス

 が通じている。君たちの中に残る
霊結晶
 セフイラ

 の
残
 ざん
 滓
 し

 を回収しておかねば、シンは完全な力を得ることができない」

　澪が人差し指をピンと立て、十香たちに向ける。

「すまないが、返して
 もらうよ。──私の、シンのために」

　そして静かな、しかし強い調子でそう言う。

　その宣言に、十香が
憤
 ふん
 然
 ぜん

 と息を吐いた。

「……！　ふざけるな！　シドーの記憶を消す……だと？　そんなこと──させてたまるかッ！」

　言うが早いか〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉を
振
 ふ

 りかぶり、地面を
蹴
 け

 る。

「十香！」

「反応。
援
 えん
 護
 ご

 します」

　一人で澪にかかっていくのは危険と判断したのだろう。十香の動きを見た八舞姉妹が、そのあとを追うように空を
駆
 か

 けた。

　精霊の中でも最高クラスの反応速度を
誇
 ほこ

 る八舞姉妹である。先んじた十香に
瞬
 またた

 きほどの間で追いつくと、〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉の
斬
 ざん
 撃
 げき

 とほぼ同時に、〈
颶風騎士
 ラフアエル

 〉から風を放ち、澪を攻撃してみせた。

　が──

「……まあ、大人しくしろ、というのも無理な話か」

「──ッ!?
 」

　次の瞬間。耳元でそんな声が聞こえてきて、士道はビクッと
肩
 かた

 を
震
 ふる

 わせた。

　いつの間にか背後に現れた気配。振り返らずともわかる。──
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 前まで前方にいたはずの澪が、士道の後ろに移動していたのだ。

「……！　シドー！」

　それに気づいた十香が
驚
 きよう
 愕
 がく

 に目を見開き、再度地を蹴ろうとする。

　しかしそれより早く、澪が両手を広げると、士道の
身体
 からだ

 を優しく
抱
 だ

 きしめてきた。

「……少しの間、待っていてね、シン」

　そして澪が
囁
 ささや

 きかけるようにそう言った瞬間──

「────
 え？」

　士道は、
奇
 き
 妙
 みよう

 な感覚に
襲
 おそ

 われた。

　視界が暗転する。
妙
 みよう

 な
浮
 ふ
 遊
 ゆう
 感
 かん

 。上下左右が
曖
 あい
 昧
 まい

 になり、自分が立っているのかどうかさえもわからなくなる。
既
 き
 知
 ち

 の感覚を挙げるのならば、〈フラクシナス〉の転送装置で地上から回収されるときのそれに近いような気がした。

　そして──









「──きゃっ!?
 」

「…………
 え？」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 至近
距
 きよ
 離
 り

 から
響
 ひび

 いた少女の声に、士道は
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せた。

　クラクラする頭を押さえながら、数度
瞬
 まばた

 きをして、ぼやける視界をはっきりさせる。

　そこでようやく、士道は自分が、同年代くらいの少女に
覆
 おお

 い
被
 かぶ

 さるような格好になっていることに気づいた。

　……というかよく見ると、それは級友の
山
 やま
 吹
 ぶき
 亜
 あ
 衣
 い

 だった。

「わっ、山吹!?
 　なんでこんなところに!?
 」

「それはこっちの
台詞
 せりふ

 なんだけど!?
 」

　士道が
叫
 さけ

 ぶと、それ以上の大声で亜衣が叫び返してきた。

　と、そこで後方から、また別の声が聞こえてくる。

「な……っ！
 　五河くんが亜衣を
押
 お

 し
倒
 たお

 してる!?
 」

「ていうかどこから現れたの!?
 　
天
 てん
 井
 じよう

 に張り付いて亜衣を
狙
 ねら

 ってたの!?
 」

「そういえば前もなんかあったなこんなこと！　テメェ十香ちゃんたちだけじゃ足んねぇってのか!?
 」

　見やると、亜衣の友だち
麻
 ま
 衣
 い

 と
美
 み
 衣
 い

 、そしてこれまた級友の
殿
 との
 町
 まち
 宏
 ひろ
 人
 と

 が、驚愕の表情とポーズを作っていることがわかる。

「え……こ、ここって……」

　そこでようやく、士道は自分が、一瞬前までとは別の場所にいることに気づいた。

　見覚えのある空間。──天宮市の地下に
幾
 いく

 つもあるシェルターのどれかである。殿町や亜衣麻衣美衣以外にも、見知った顔が幾つも見受けられた。

「な……これは……一体──」

　士道は突然のことに
狼
 ろう
 狽
 ばい

 しながらも、今起こったことを
把
 は
 握
 あく

 しようと思考を
巡
 めぐ

 らせた。

　瞬間移動？　転送……？　士道が
幻
 げん
 覚
 かく

 を見せられているだけという可能性もないではなかったが、澪の言葉から考えるに、前者の方が適当だろう。

　澪は言っていた。士道の記憶を消す前に、精霊たちを『処理』すると。

　きっとそのために
邪
 じや
 魔
 ま

 になる士道を、
一
 いつ
 旦
 たん

 別の場所へ移動させたのだろう。全ての精霊の力の源たる始原の精霊〈デウス〉である。それくらいのことはできても不思議ではなかった。

「……いや何意味ありげに
悩
 なや

 んでるのよどいてよこわいんだけど」

　と、下方から、士道に両手を押さえつけられるような格好になった亜衣が、不満そうな声を上げてくる。なぜだろうか、心なしか
頰
 ほお

 が赤い気がした。

　が、今の士道に、それに応対している
余
 よ
 裕
 ゆう

 などはなかった。カッと目を見開き、亜衣に迫るようにずいと顔を近づける。

「山吹！」

「ひ……っ！
 　な、何……ですか？」

　なぜか敬語になりながら、亜衣がか細い声を上げてくる。背後でスマートフォンのシャッター音が連続して鳴っている気がしないでもなかったが、士道は一切気に留めなかった。

「ここはどこのシェルターだ!?
 」

「どこって……学校の地下に決まってるでしょ」

「学校……く──」

　士道は頭の中で街の地図を思い
浮
 う

 かべながら顔をしかめた。

　確か士道がもといた場所は、〈ラタトスク〉の地上
砲
 ほう
 台
 だい

 のあたりだ。ここからだとかなり距離があった。

　とはいえ、地球の裏側に飛ばされなかっただけまだマシだろう。それが澪の恩情なのか、この距離を移動させるのが限界だったのかはわからなかったけれど。

　が、そこで、
嫌
 いや

 な想像が士道の脳裏を
掠
 かす

 める。──もしかしたら澪は、士道がここから元の場所へ
戻
 もど

 るまでに、ことを終える自信があるのではないか、と。

「…………っ！
 」

　士道は
腕
 うで
 立
 た

 て
伏
 ふ

 せの要領でグッと腕に力を入れると（そこでまた亜衣が「ひんっ！」と
怯
 おび

 えるような声を上げた）、反動を付けるようにして立ち上がった。

　そしてそのまま、シェルターの出入り口に向かって走っていく。

　だが当然のことながら、そこは今分厚い
扉
 とびら

 によって閉ざされ、その前には見張りよろしく、一人の
教
 きよう
 諭
 ゆ

 がいた。士道たちの担任のタマちゃん先生である。

「ん……どうかしましたか、五河くん。まだ警報は解除されてませんよ？」

「すみません、通してください。俺──行かなきゃならないんです」

　士道が言うと、タマちゃん先生は
驚
 おどろ

 いたように目を見開いてきた。

「な、何言ってるんですか！　外は今
空
 くう
 間
 かん
 震
 しん

 の
真
 ま

 っ
只
 ただ
 中
 なか

 ですよ!?
 　危険過ぎます！」

　大声でそう言って、タマちゃんが行く手を
阻
 はば

 むように両手を広げる。

　まあ、至極当然の反応だろう。自分の教え子が、警報発令中にシェルターから出ようとしているのだから。

　けれど、士道はそんなタマちゃんの対応に、一瞬不思議な感覚を覚えてしまった。

　ああ、そうだ。ほんの一〇ヶ月ほど前まで、士道は
普
 ふ
 通
 つう

 の高校生だったのだ。──少なくとも、士道はそう思っていた。空間震という異常災害に対して
為
 な

 す
術
 すべ

 などはなく、大人たちに
庇
 ひ
 護
 ご

 される存在だった。

　
否
 いな

 、タマちゃんたちにとっては今もそうなのだ。だからこそ教え子を、安全なこの空間に
止
 とど

 めておこうとしている。

　それは甘い
誘
 ゆう
 惑
 わく

 でもあった。肉体と精神が
疲
 ひ
 弊
 へい

 しきった士道の脳に、じわりと染み込んでくる
魔
 ま
 性
 しよう

 の言葉。士道はもう十分に
頑
 がん
 張
 ば

 った。もう、いいじゃあないか──

　と、そこで、
騒
 そう
 動
 どう

 を見ていた殿町や亜衣麻衣美衣たちが士道のあとを追うようにやってきた。

「おいおい、どうしたんだよ五河」

「まあ五河くんがおかしいのはいつものことだけど。……今さっきとか」

「何かあったの？　もしかして忘れ物？」

「いや空間震の中取りに行くって、どんな大事なもの忘れたのよ」

　
皆
 みな

 が、不思議そうな顔をして問うてくる。士道はその問いに小さく肩を
揺
 ゆ

 らした。

　そして、脳裏を掠めた誘惑を振り
払
 はら

 う。

　そう。時間にすればほんの一〇ヶ月。一年にも満たない短い期間。

　けれどその一〇ヶ月は、士道が今まで生きてきた人生の中で、最も
濃
 のう
 密
 みつ

 で、最も大切な時間だったのだ……！

「……俺は、行かなきゃならないんだ！　十香や、
折
 おり
 紙
 がみ

 たちのところへ……ッ！
 」

『へ……？』

　士道が言うと、殿町たちは目を丸くし、キョロキョロと辺りを見やった。

　そして、十香や折紙たちの姿がないことに気づいたのだろう。『あっ』と声を
漏
 も

 らしてから、目を見合わせる。

『…………
 』

　そうしたのち、殿町たちは士道にわざとらしいアイコンタクトを送りながら、タマちゃんの方へと歩いていった。

「いやー、ホント五河にも困ったもんですよねえ」

「ねー。無茶ばっか言って。タマちゃんの立場も考えて欲しいですよねー」

「は、はあ……」

　タマちゃん先生が、急に
猫
 ねこ
 撫
 な

 で
声
 ごえ

 を出し始めた生徒たちに、
困
 こん
 惑
 わく

 するような顔を作る。

　すると次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、亜衣麻衣美衣がガバッとタマちゃんの身体に組み付いた。

「確保ォ！」

「きゃぁっ!?
 　な、何するんですかあなたたち……っ!?
 」

　タマちゃんが悲鳴を上げて手足をバタつかせる。それに気づいてか、近くにいた体格のいい体育教師が、士道たちの方へと走ってきた。

「おい、おまえら！　一体何をしている！」

「……！　まあまあ先生！　じゃれてるだけですからぶほぁ！」

　それに気づいた殿町が、
迫
 せま

 り来る体育教師にタックルを
仕
 し
 掛
 か

 ける。……まあしっかりダメージは受けていたようだけれど、どうにかその足を止めることには成功したようだった。

「と、殿町……それに山吹、
葉
 は
 桜
 ざくら

 、
藤
 ふじ
 袴
 ばかま

 ……」

　士道が驚いたように言うと、皆はニッと
唇
 くちびる

 の
端
 はし

 を上げて視線を
寄
 よ
 越
 こ

 してきた。

「早く行きなさいよ！　十香ちゃんたちが
逃
 に

 げ
遅
 おく

 れてるんでしょ!?
 」

「タラシならタラシらしく、女の子大事にしなさいよね！」

「お礼は明日の昼ご飯でいいわよ！」

「たまには俺らにも格好つけさせごふぁっ！　ちょ……先生、力強いっすよ。格好いいシーンなんすからもうちょっと手加減とかしてくれても……」

「みんな……！」

　士道はぐっと
拳
 こぶし

 を
握
 にぎ

 ると、大きくうなずいて足を
踏
 ふ

 み出した。

「ちょ……
駄
 だ
 目
 め

 ですよ五河くん！」

「
無
 む
 駄
 だ

 だ！　
警
 けい
 戒
 かい

 が解かれるまで扉は開かない！」

　殿町たちに足止めされた教諭たちが叫んでくる。

　確かに彼らの言うとおり、鉄製の分厚い扉は固く閉ざされていた。士道の力ではビクともしないだろう。

　ならば──方法は一つしかなかった。

「…………
 」

　士道はちらと級友たちの方を見ると、ふっと頰を
緩
 ゆる

 めた。その表情に、殿町や亜衣麻衣美衣たちがさらに不思議そうな顔をする。

　士道は意識を集中し、唱えた。

　──その、天使の名を。

「──〈
封解主
 ミカエル

 〉！」

　瞬間、士道の手の中に
淡
 あわ

 い光が収束し、
巨
 きよ
 大
 だい

 な
錫
 しやく
 杖
 じよう

 を形作っていった。

　天使〈
封解主
 ミカエル

 〉。あらゆるものを『閉じ』、そして『開く』、
鍵
 かぎ

 の天使である。

「は……!?
 」

「なん！」

「じゃあ！」

「そりゃぁぁぁっ
 !?
 」

　目の前で
超
 ちよう
 常
 じよう

 現象を目にした級友たちが、
驚
 きよう
 愕
 がく

 の声を発する。

　
精
 せい
 霊
 れい

 に関することは全て
秘
 ひ
 匿
 とく
 事
 じ
 項
 こう

 。
一
 いつ
 般
 ぱん
 人
 じん

 の目に
触
 ふ

 れさせてはならないし、耳に入れてはならない。それは琴里から厳命されていた。

　けれど、今は一分一秒が
惜
 お

 しかった。適当な理由を付けて
人
 ひと
 払
 ばら

 いをしている間に、戦いが決してしまう可能性だってあるのである。











「ああ……やっちまったな。でももう、やっちまったもんは仕方ないよな」

　士道は
自
 じ
 嘲
 ちよう

 気味に笑うと、錫杖を両手で構え、その
先
 せん
 端
 たん

 をシェルターの分厚い扉に差し込んだ。

「〈
封解主
 ミカエル

 〉──【
開
 ラータイブ

 】！」

　そしてそう
叫
 さけ

 びながら、巨大な鍵を回す。すると分厚いシェルターの扉が
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 
輝
 かがや

 いたかと思うと、ギィと音を立ててその口を開けた。

「……なっ!?
 」

　後方から、教諭の声が聞こえてくる。士道は
騒
 さわ

 ぎが大きくなる前にシェルターから出ると、再度扉に〈
封解主
 ミカエル

 〉を
突
 つ

 き
刺
 さ

 した。

「〈
封解主
 ミカエル

 〉──【
閉
 セグヴア

 】」

　再び扉が淡い光を帯び、ロックされる。

　士道はそれを確認すると、キッと顔を上げた。

　自分が戻ったところで何ができるかはわからない。だが、
黙
 だま

 って待っていることなどはできなかった。

　士道はグッと足に力を込めると、地上への階段を
駆
 か

 け上がっていった。





　　　　◇





「な……っ！
 　シドーをどこへやった!?
 」

　十香は〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉を構えながら、
鋭
 するど

 い視線で精霊──澪を
睨
 にら

 み付けた。十香の左右にいた八舞姉妹もまた、似たような様子で澪を見つめている。

　とはいえそれも当然だ。澪が士道を背中から
抱
 だ

 きしめたかと思うと、士道の
身体
 からだ

 が、ふっと消えてしまったのだから。

　しかし澪はそんな精霊たちの眼光に射られながらも、至極落ち着いた様子で
頷
 うなず

 いてみせた。

「……心配はいらないよ。ここは危ないからね。少しの間、安全な場所に
避
 ひ
 難
 なん

 してもらっただけさ」

「何だと……？」

　澪の言葉に、十香は
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せながら返した。

　澪の言うことを素直に信じるのは危険である。けれど、彼女の
狙
 ねら

 いは士道──正確に言うなら、その中にあるシンの
記
 き
 憶
 おく

 のはずである。そう
手
 て
 荒
 あら

 な真似はしないだろう。

　そう。十香は、そして八舞姉妹は、全てではないにしろ、彼女と士道の会話をインカムによって聞いていた。

　その目的を。悲痛な決意を。そして──十香たちの保護者的な立場だった令音が、彼女の仮の姿であったことも。

「澪。おまえは令音……なのだな？」

「……ああ、そうだよ」

　十香が問うと、澪は
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 すこともなく
首
 しゆ
 肯
 こう

 してきた。

　
容
 よう
 貌
 ぼう

 や声音こそ年若くなってはいるものの、その
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 は確かに、見知った
解
 かい
 析
 せき
 官
 かん

 のものである。十香は
渋
 じゆう
 面
 めん

 を作りながらぐっと奥歯を
嚙
 か

 みしめた。

「……令音。考え直すことはできないのか。おまえにはたくさん世話になった。できることなら、戦いたくない」

　
訴
 うつた

 えかけるように、言う。

　けれど、澪はゆっくりを首を横に
振
 ふ

 った。

「……すまないね」

「…………
 、そうか。残念だ」

　十香は細く息を
吐
 は

 くと、
腰
 こし

 を落とし、〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉を構えた。

　思えばそれは当然の結果ではあった。三〇年にも
及
 およ

 ぶ
渇
 かつ
 望
 ぼう

 と
妄
 もう
 執
 しゆう

 を、そう簡単に
覆
 くつがえ

 せるはずはない。それは、当人ならぬ十香にもわかっていたことだった。

　しかし、言わずにはいられなかったのだ。問わずにはいられなかったのだ。

　それくらい──それこそ、士道や琴里にも負けないくらい、令音は精霊たちによくしてくれた。

　十香たちの
悩
 なや

 みを聞いて、相談に乗ってくれた。

　どんな
些
 さ
 細
 さい

 なことにも、
真
 しん
 剣
 けん

 に向き合ってくれた。

　その裏にどのような
陰
 いん
 謀
 ぼう

 を
渦
 うず
 巻
 ま

 かせていたとしても、そのとき十香が感じた感謝だけは本物だったのだ。

「…………
 」

　だが。十香は思考を切り
換
 か

 えるように
頭
 かぶり

 を振った。

　脳裏に残った未練と情けを振り
払
 はら

 うように。

　
交
 こう
 渉
 しよう

 が
決
 けつ
 裂
 れつ

 した以上、今目の前にいる少女は、士道を自分の都合のいい存在に
作
 つく

 り
替
 か

 えようとしている『敵』である。

　もしも十香たちが敗れたなら、士道の存在はこの世界から失われてしまうだろう。そんなことを許せるはずがなかった。

　だから──捨てるのだ。

　令音への感謝。令音との思い出。令音との記憶を。

　──万が一にも、〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉の切っ先が
鈍
 にぶ

 ってしまわぬように。

　でなければ、きっと十香の
剣
 けん

 は、澪の
肌
 はだ

 にすら届くまい。

　こうして向かい合っているだけで、ありありと感じ取れる
脅
 きよう
 威
 い

 。

　火に
炙
 あぶ

 られているかのように肌がちりつく。その視線に
捉
 とら

 えられているだけで
動
 どう
 悸
 き

 が激しくなる。
圧
 あつ
 倒
 とう

 的に過ぎる力の差を、生物としての本能が訴えかけてくる。

「……一人一人じゃ逆立ちしたって敵わない。同時に
攻
 せ

 めるわよ」

「臨戦。タイミングは合わせます」

　耶俱矢と夕弦も、十香と同じ感覚を覚えていたのだろう。決意と警戒に満ちた声を発しながら天使を構える。

　十香は小さく頷くと、澪の一挙手一投足を
見
 み
 逃
 のが

 さぬよう、ジッと彼女を見つめた。

　が──そのときである。

　上空から
凄
 すさ

 まじい音が鳴ったかと思うと、辺りに光線や
弾
 だん
 薬
 やく

 がバラ
撒
 ま

 かれたのは。

「な……!?
 」

「ちょっ──
 」

「
退
 たい
 避
 ひ

 。
避
 さ

 けます」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 のことに、十香たちは地を
蹴
 け

 り、後方へと
逃
 のが

 れた。
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 あと、十香たちがいた場所に
攻
 こう
 撃
 げき

 が
炸
 さく
 裂
 れつ

 し、地面に
幾
 いく

 つもの穴が開いた。

「これは……」

　澪の攻撃かと思った十香だったが──
違
 ちが

 う。

　上方を見やると、そこにはいつの間にか、無数の同じ
貌
 かお

 をした少女たちや、無骨な機械人形の姿があった。

　
魔
 ま
 王
 おう

 〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉によって生み出された疑似精霊〈ニベルコル〉と、ＤＥＭの無人兵器〈バンダースナッチ〉である。

「ちょっと、あたしのこと忘れて、なぁーに最終決戦感出してくれちゃってんのよ」

「ホント、マジあり得ない」

「きゃはは、でも何か知らないけど、五河士道いなくなってるじゃない」

「ってことは──」

「もうあたしに敵う
奴
 やつ

 はいないってことよねぇぇぇぇ？
 」

　空を
舞
 ま

 う幾人もの〈ニベルコル〉が、きゃはは、きゃははと大合唱する。

「く……！」

　十香は険しい顔をして〈ニベルコル〉を睨み付けた。

　澪の圧倒的なプレッシャーの前に一時失念してしまっていたが、この戦場には、他にも
厄
 やつ
 介
 かい

 な者たちがいたのである。

〈ニベルコル〉。一にして全、全にして一たる死のない少女。

　群体生命である彼女らは、
幾
 いく
 度
 ど

 
倒
 たお

 しても
瞬
 またた

 く間に復活してしまう。
唯
 ゆい
 一
 いつ

 の
対
 たい
 抗
 こう
 策
 さく

 は、士道の力で
以
 もつ

 て
封
 ふう
 印
 いん

 してしまうことだったのだが、澪の手によって士道がどこかへ飛ばされてしまった以上、それも不可能である。予想外の
窮
 きゆう
 地
 ち

 に、十香と八舞姉妹は
戦
 せん
 慄
 りつ

 した。

「……ふむ」

　しかしそこで、前方から小さな
吐
 と
 息
 いき

 が聞こえてきた。──澪だ。

「……〈ニベルコル〉。君たちの力の源も、すぐに回収するつもりだ。それまで、少し大人しくしていてはくれないかな」

　そして、
状
 じよう
 況
 きよう

 に似合わぬ落ち着いた調子でそう言う。

　それを聞いた〈ニベルコル〉たちは、キョトンと目を丸くしたのち、腹を
抱
 かか

 えて笑い始めた。

「きゃはは、きゃははははは！」

「いきなり出てきてなぁーに言ってんの、あんた」

「知ってるぅ？　交渉っていうのはねぇ、力が対等以下の相手にしか効果がないのよ？」

　そしてギロリと目を
剝
 む

 き、数人の〈ニベルコル〉が、手にしていた紙片型の天使を澪に向かって放とうとする。

　しかし、次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 。

「……おいで」

　澪が左手を高く
掲
 かか

 げ、ぽつりとそう言ったかと思うと、澪の
遥
 はる

 か上空の空間が、ぐわん、と大きく
撓
 たわ

 んだ。

　そしてそこから、
巨
 きよ
 大
 だい

 な球体が姿を現す。

「は……？」

「何、これ──」

　天使を構えていた〈ニベルコル〉たちが、ポカンとした調子でそれを見つめる。

　が、その表情はすぐに
驚
 きよう
 愕
 がく

 に
変
 へん
 貌
 ぼう

 することとなった。

　澪が、その名を呼んだ瞬間に。





「──〈
万象聖堂
 アイン・ソフ・オウル

 〉」





　ぞわ────
 、と。

　肌が
粟
 あわ
 立
 だ

 つかのような感覚が、十香たちを
襲
 おそ

 った。











「な……」

　宙に
浮
 う

 いた真球の
滑
 なめ

 らかな表面に波が立ち、その形を
徐
 じよ
 々
 じよ

 に変貌させていく。

　その様は──まるで花開く
蕾
 つぼみ

 を思わせた。

　
幾
 いく
 重
 え

 にも重なる花弁を
誇
 ほこ

 る、巨大な花。その中心には、少女のような形をした柱頭が、
祈
 いの

 りを
捧
 ささ

 げるかの
如
 ごと

 く
鎮
 ちん
 座
 ざ

 していた。

　あまりに
荘
 そう
 厳
 ごん

 で、美しい光景。

　しかし十香は、それを目にした瞬間から、身体の
震
 ふる

 えが止まらなかった。

　本能的な
恐
 きよう
 怖
 ふ

 。絶望の直感。

　あれ
 は、形を持った『死』そのものである──！

「
咲
 さ

 き誇れ」

　澪が言った瞬間、

　周囲に、『死』が撒き散らされた。









「──〈アルマンダル〉、
右
 う
 舷
 げん
 被
 ひ
 弾
 だん

 、しかし損傷は
軽
 けい
 微
 び

 ！」

「〈ホノリウス〉、〈ラタトスク〉
艦
 かん

 と交戦中！」

「〈バンダースナッチ〉第一三隊、ほぼ
壊
 かい
 滅
 めつ

 ！　第一五隊を投入します！」

　天宮市上空に
浮
 ふ
 遊
 ゆう

 する空中艦のうちの一
隻
 せき

 。ＤＥＭインダストリー
旗
 き
 艦
 かん

 〈レメゲトン〉の
艦
 かん
 橋
 きよう

 には、様々な報告と指示が飛び
交
 か

 っていた。

「ふむ……」

　そんな無数の声や通信を耳で拾いながら、ＤＥＭインダストリー
業務執行取締役
 マネージング・デイレクター

 、アイザック・ウェストコットは、
錆
 さ

 び付いたような色の目をふっと細めた。

「どうかね、
艦
 かん
 長
 ちよう

 。
戦
 せん
 況
 きよう

 は」

　そして、艦長席に
腰
 こし
 掛
 か

 けていたアーネスト・ブレナン大将相当官に声を
掛
 か

 ける。ブレナンは小さく息を吐きながら返してきた。

「正直なところ、ここまで
粘
 ねば

 るとは思っていませんでした。相手を
舐
 な

 めていたつもりはありませんが、まさかここまで兵力を
削
 けず

 られるとは。
拍
 はく
 手
 しゆ

 の一つでも
贈
 おく

 りたいくらいの奮戦
振
 ぶ

 りですな」

　言って、
肩
 かた

 を
竦
 すく

 めてみせる。自尊心が強く、
劣
 れつ
 勢
 せい

 を認めたがらない者が多い制服組にしては、
珍
 めずら

 しい反応である。

　とはいえ、ウェストコットはこの男のそんな性分が
嫌
 きら

 いではなかった。実際、ウェストコットがこの男に
艦
 かん
 隊
 たい

 の司令官を任せた理由の一つはそれであった。

　
虚
 きよ
 勢
 せい

 を張ったところで戦況は好転しない。情報を正確に伝えることができるのは、それだけで得がたい能力ということができた。

「とはいえ──まあ、ご安心ください。
未
 いま

 だ、
彼
 ひ
 我
 が

 の戦力差は
覆
 くつがえ

 っておりません。じっくり時間をかけて、
狩
 か

 ってご覧に入れましょう」

「ああ、期待して──」

　と。

　ウェストコットは、そこでピクリと
眉
 まゆ

 を
揺
 ゆ

 らすと、言葉を止めた。

　
漠
 ばく
 然
 ぜん

 とした、しかし確かな
既
 き
 視
 し
 感
 かん

 。

　
純正魔術師
 メイガス

 としての血が感ずる、
濃
 のう
 密
 みつ

 極まるマナの脈動。

　そう。それは、かつてこの世界に『
精
 せい
 霊
 れい

 』を生み出したときに覚えたものに他ならなかった。

「？　どうかしましたかな？　ウェストコット
殿
 どの

 ──」

　と。ブレナンが不思議そうに言った、そのとき。

　艦橋に、けたたましいアラームが鳴り
響
 ひび

 いた。

「……！　何ごとだ！」

「れッ、
霊
 れい
 波
 は

 反応です！　それも……とびきり巨大な！」

「このような反応──見たことがありません！」

「何だと……!?
 」

　艦橋のメインモニタに、霊装を
纏
 まと

 った一人の少女、そして、その頭上に浮遊した巨大な花のような物体が映し出される。

　その
威
 い
 容
 よう

 。そして明らかに異常とも言えるその
霊
 れい
 力
 りよく
 値
 ち

 に、その場にいた者たちがざわめき出した。

「────────
 」

　ただ一人──アイザック・ウェストコットを除いて。

「ふ……はは」

　ウェストコットは、
堪
 こら

 えきれず、顔を笑みの形に
歪
 ゆが

 めた。

「ははは、ははははははははは、ははははははははははははは──ッ！
 」

「う、ウェストコット殿……？」

　ブレナンが、
頰
 ほお

 に
汗
 あせ

 を垂らしながら
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せてくる。

　すると、それに合わせるようにして、巨大な花から、まるで花粉が飛ぶかのように、幾つもの光の
粒
 つぶ

 が広がった。

　次の瞬間。

　その粒に
触
 ふ

 れた〈バンダースナッチ〉や〈ニベルコル〉、そして空中艦の艦体までもが、命を失ったかのようにその機能を停止させ、
或
 ある

 いは砂糖
菓
 が
 子
 し

 のように
砕
 くだ

 け散った。

「な……ッ!?
 」

　さらなるアラームと、
怒
 ど
 号
 ごう

 にも似た通信が、艦橋に鳴り響く。

『……！　
謎
 なぞ

 の精霊から発された攻撃により、〈バンダースナッチ〉隊が壊滅！』

『〈ニベルコル〉消失！　再生できません！』

『〈ガルドラボーグ〉！　艦体を保てません！』

　たった一人の精霊。

　たった一つの天使。

　その出現によって、ＤＥＭインダストリーの
鉄
 てつ
 壁
 ぺき

 の
布
 ふ
 陣
 じん

 がいとも
容易
 たやす

 く砕けていく。

　
否
 いな

 、それだけではない。その光の粒はその
範
 はん
 囲
 い

 を広げると、ウェストコットたちの乗る旗艦〈レメゲトン〉をも
喰
 く

 らいにかかってきた。

　瞬間、低く響いていた
駆
 く
 動
 どう

 音が
鎮
 しず

 まっていき、艦体の
彼方此方
 あちこち

 が自重に
耐
 た

 えきれなくなったかのように
崩
 くず

 れていく。

「ぐあ……ッ!?
 」

「ひッ、
被
 ひ
 害
 がい
 状
 じよう
 況
 きよう

 を確認しろ！」

「……！　無理です！　高度を保てません！」

　絶望に満ちた声が、艦橋の中を飛び回る。

　けれど、ウェストコットの
哄
 こう
 笑
 しよう

 は止まらなかった。

　とはいえ、それも当然だ。

　この異常な霊波反応。

　あの
可
 か
 憐
 れん

 な少女の姿に、ウェストコットは、心当たりがあったのだから。

「ついに現れたか──〈デウス〉。我が、愛しき精霊よ」

　
沈
 しず

 み
征
 ゆ

 く艦の中で、ウェストコットは笑い続けた。









　それは、夢のように
幻
 げん
 想
 そう

 的で、
地
 じ
 獄
 ごく

 のように
凄
 せい
 惨
 さん

 な光景だった。

　周囲を飛び回っていた〈ニベルコル〉が、〈バンダースナッチ〉が、
魔術師
 ウイザード

 が、そして巨大な空中艦が。

〈
万象聖堂
 アイン・ソフ・オウル

 〉から発された光の粒に触れただけで、
噓
 うそ

 のように
脆
 もろ

 く崩れ去ったのである。

「…………ッ
 」

　その光景を見て、十香はごくりと
喉
 のど

 を鳴らした。

　力の差があるのは重々承知だった。簡単に勝てるはずがないとわかってはいた。

　しかし、これほどとは──

「……さて」

　上空をぐるりと見回していた澪が、ゆっくりと視線を十香たちに
戻
 もど

 す。その目に舐められた瞬間、十香と耶俱矢、夕弦は、心臓を直接
摑
 つか

 まれたかのような
錯
 さつ
 覚
 かく

 さえ覚えた。

「……君たちには、本当にすまないと思っている。
突
 とつ
 然
 ぜん

 力を返せと言われて、納得できないのは当たり前だ。士道の
記
 き
 憶
 おく

 を消すと言われて、許せないのは当然だ」

　澪が、静かな調子で続ける。

「……だから、
抵
 てい
 抗
 こう

 をするなだなんてことは言わないよ。それは君たちにとって当然の権利だ」

　さあ、と澪が両手を開いてみせた。





「……かかってきたまえ、私の
可愛
 かわい

 い──
娘
 むすめ

 たち」






断章／二　Friends











「ふんふふふーん……」

　曲名も知らぬ適当な鼻歌を歌いながら、
崇
 たか
 宮
 みや
 真
 ま
 那
 な

 は自宅の
玄
 げん
 関
 かん

 をくぐった。
微
 かす

 かに汗ばんだセーラー服と、一つに
括
 くく

 った
髪
 かみ

 の先を
翻
 ひるがえ

 し、
廊
 ろう
 下
 か

 をリズミカルに
渡
 わた

 っていく。

「──ん？」

　と。リビングに差し掛かったところで、真那は足と鼻歌を止めた。

　理由は単純。そこに、
人
 ひと
 影
 かげ

 があったからだ。

「何をしてやがるんですか？　
澪
 みお

 さん」

　真那が首を
傾
 かし

 げながら
尋
 たず

 ねると、その人影はくるりと
振
 ふ

 り
向
 む

 いてきた。

「真那」

　そしてそう言って、天使のように愛らしい
貌
 かお

 を真那に向けてくる。

　崇宮澪。少し前からこの家に住んでいる少女である。

　真那と同じ崇宮
姓
 せい

 ではあるものの、別に
親
 しん
 戚
 せき

 というわけではない。真那の兄の
真
 しん
 士
 じ

 がどこからか連れてきた（と言うと犯罪
臭
 しゆう

 が
半
 はん
 端
 ぱ

 ではないが）、謎の少女だ。名前を持っていなかったため、
便
 べん
 宜
 ぎ

 的に真士がその名を付けていたのである。

　と、澪が振り向いたことで、彼女の
陰
 かげ

 に
隠
 かく

 れていたものが目に入る。どうやら澪は、テーブルに辞典を広げ、調べ物をしているらしかった。

　
驚
 おどろ

 くべきスピードで日本語を習得した彼女であるが、まだわからないことも多いのだろう。真那はふむと息を
吐
 は

 くと、
鞄
 かばん

 と
竹刀
 しない

 
袋
 ぶくろ

 をソファに置き、澪の
隣
 となり

 に腰掛けた。

「何かわからねーことでもありやがるんですか？　真那でよければ相談に乗りますが」

　言って、任せろ、というようにドンと胸を
叩
 たた

 く。

　最初こそ澪に少し不信感を覚えていた真那だが、素直で可愛らしい彼女と接するうち、今では年上の妹（
矛
 む
 盾
 じゆん

 ）ができたような気分になっていたのである。

「本当？　それは……助かるよ」

　澪はそう言うと、困ったように眉を八の字にした。

「言葉というのは難しいね。理解したつもりでも、
状
 じよう
 況
 きよう

 や込められた感情によって意味が異なる。私もそのときは意味を
把
 は
 握
 あく

 していたつもりだったのだけれど、今になって考えてみると、シンの言葉を正確に
捉
 とら

 えられているかが不安になってきたんだ……」

「ふむ、兄様の……って、んん？」

　それを聞いて、真那は
大
 おお
 仰
 ぎよう

 に首を
捻
 ひね

 った。

「……ええと、一体何を言われたんでいやがりますか？」

　真士に限ってそんなことはあり得ないとは思うが、澪が日本語に
疎
 うと

 いのをいいことに、
卑
 ひ
 猥
 わい

 な
隠
 いん
 語
 ご

 を唱えて興奮していたりしたら、
貪
 どん
 狼
 ろう
 丸
 まる
 抜
 ばつ
 刀
 とう

 案件である。真那は頰に汗を垂らしながら問うた。

　すると澪は、開かれた辞典の紙面を指さし、答えてきた。

「『デート』しようって、シンに言われたんだ」

「──へ？」

　澪の言葉に、真那は思わず目を丸くし、間の
抜
 ぬ

 けた声を発した。

「で、デート……でいやがりますか？」

「うん。でも、デートっていうのは、男女が日時を決めて会うこと、もしくは日付の意だろう？　文脈から考えてシンが言ったのは前者だと思うのだけれど、シンとは毎日会っているし、わざわざ日付を決めるという意味がわからなくてね。何かしらの
比
 ひ
 喩
 ゆ

 表現かとも思ったけれど、一度返事をした手前、シンに聞き返すのも悪い気がして」

「…………
 」

　真那はしばしの間無言になったのち、「っはー……」と大きく息を吐き出した。

「……なるほど、なるほど。あの兄様が。はぁー……
 」

　そして
奇
 き
 妙
 みよう

 な
感
 かん
 慨
 がい

 を覚えながら、テーブルに
突
 つ

 っ
伏
 ぷ

 す。澪が不思議そうにそれを見つめてきた。

「……真那？」

「あー……すまねーですね。まさかあの
朴
 ぼく
 念
 ねん
 仁
 じん

 な兄様がここまでスピーディーにことを起こすとは思っていやがらなかったもので」

　真那は
身体
 からだ

 を起こすと、ぽりぽりと頰をかいた。

「えー……そうですね、なんと言いますか。確かに言葉の意味はそれで合っていやがります。要は兄様は、澪さんと二人で出かけたいんです」

「うん。でも、二人で出かけたことはもうあるよ。街を案内してもらったときとか」

「まあ、そうではあるんですけど。もっとこう、二人の関係性の問題と言いますか。もっと澪さんと仲良くなりたがっていやがるんですよ。……友情ではなく
恋
 れん
 愛
 あい

 的な意味で」

　真那が言うと、澪は思案するようにあごに手を当てた。

「もしかしてそれは、シンが私と
交
 こう
 尾
 び

 をしたがっているということ？」

「ぶ……ッ!?
 」

　あまりに直接的な表現に、真那は思わず
咳
 せ

 き込んだ。

「どうしたの、真那」

「い、いえ……突き
詰
 つ

 めて考えれば
間
 ま
 違
 ちが

 ってはいねーと思うのですが……まあ、そのもっと前の段階というか、澪さんに好意を示していると言いますか……」

　真那は困り顔を作りながら
辿
 たど
 々
 たど

 しく説明をし始めた。

　……自分で買って出た役とはいえ、兄の恋愛感情を対象の相手に説明するというのは、なかなかにしんどいものがある。あとで真士に、何か
美味
 おい

 しいものでも
奢
 おご

 ってもらわねばと心に決める真那だった。

「────
 」

　と、真那が
困
 こん
 惑
 わく

 しながらも言葉を選んで真士の意図を説明していると、澪が目を丸くし、やがてほんのりと
頰
 ほお

 を染め始めた。

「澪さん？」

　真那が首を傾げると、澪は口をモゴモゴさせながら続けてきた。

「……やっぱり、言葉は不思議だね。意味はわかっているはずなのに、それをシンと自分に当てはめると、
途
 と
 端
 たん

 に不思議な気持ちになってくるんだ。そうか……ふふ、シンは、私に好意を持っているのか。それは……
嬉
 うれ

 しい」

　そしてそう言って、赤くなった頰に手を当てる。

「……っ、ああ、もう」

　その仕草があまりに可愛らしいものだから、真那は澪につられて赤面してしまった。

　なんだかもう、目の前にいる少女が愛おしくてたまらなくなる。早いとこ兄様と
結
 けつ
 婚
 こん

 して姉様と呼ばせてくださいよ！　と、心の中のリトル真那が
叫
 さけ

 びを上げる。

　真那はバンとテーブルを叩くと、高らかに声を上げた。

「よし、そういうことなら準備をしやがりましょう！」

「準備……？」

「ええ。兄様と澪さんの初デート、失敗させるわけにはいかねーです。兄様には別に助言をするとして……さしあたって澪さんは新しい服を
見
 み
 繕
 つくろ

 いにいきましょう！」

「服？　別に今あるもので十分だよ。足りなくなったら増やせばいいし」

　言って澪が、指先をくるくると回してみせる。

　そう。澪は不思議な力を持っており、目にした服をそのまま複製することができるのだった。実際今着ているのも、真那の服をコピーしたものである。

「そーいうことじゃねーんです！　これは気構えの問題です！　借り物の
鎧
 よろい

 で
戦
 いくさ

 に向かうつもりでいやがりますか!?
 　ていうか前から思ってましたけど、澪さんはもっと可愛い服を着るべきです！」

　真那が熱っぽく詰め寄ると、澪は驚いたように頰に
汗
 あせ

 を垂らした。

「そ、そういうものなんだ……でも、可愛いって、どんな？」

「む……」

　言われて、真那は
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せた。

　
熱
 ねつ
 烈
 れつ

 に主張しておいて何だが、真那も正直ファッションに精通しているとは言い
難
 がた

 い。もし真那にそういったセンスがあったなら、真那の衣服を模したものを着ている澪はもっと可愛くなっていていいはずだ。

　真那はしばらく考えを
巡
 めぐ

 らすと、小さくため息を
吐
 つ

 いた。

「……仕方ねーですね。不本意ですが
助
 すけ

 っ
人
 と

 を
頼
 たの

 みます。ちょっと待っててください」

　そして部屋の
隅
 すみ

 にある電話の受話器を取り、ボタンをプッシュする。しばらくコール音が
響
 ひび

 いたのち、通話が
繫
 つな

 がった。

「──ああ、もしもし、崇宮です。少し相談がありやがるんですが。ええ、実は、服の選び方を教えて欲しいと思いまして──」

　と、真那がそこまで言うと、不意にガチャリと電話が切られた。

　そして数分後。ダダダダダ……という足音が響いてきたかと思うと、リビングの大窓がガラッと開かれ、一人の少女が現れた。

　二つ結びにされた髪に、
猫
 ねこ

 のようにぱっちりとした
双
 そう
 眸
 ぼう

 。近所に住む真那の友人、
穂
 ほ
 村
 むら
 遥
 はる
 子
 こ

 である。

「話は聞かせてもらったわ！」

　遥子はテンション高く叫ぶと、勢いよく
靴
 くつ

 を
蹴
 け

 り捨て、リビングに上がってきて真那の手を取った。

「ようっっっやく真那もお
洒落
 しやれ

 に目覚めたのね！　素材はいいのに制服かジャージか
剣
 けん
 道
 どう
 着
 ぎ

 くらいしか着ないもんだからちょっと
真
 ま
 面
 じ
 目
 め

 に心配してたのよ！　で、何系がいい？　今時間ある？　さっそくお店に──」

「落ち着きやがってください。
誰
 だれ

 も私の服を選んでくれとは言ってねーです」

「え？　
違
 ちが

 うの？」

　遥子は目を丸くすると、
落
 らく
 胆
 たん

 するように息を吐いた。

「なぁーんだ……やっと真那に春が来たかと思ったのに。ストイックなのはいいけど、あんまり度が過ぎると彼氏できないわよ？」

　そして、なんとも余計なお世話を焼いてくる。真那は
腕
 うで
 組
 ぐ

 みしながらフンと息を吐いた。

「遥子に言われたくねーですね。そっちこそ、
竜
 たつ
 雄
 お
 先
 せん
 輩
 ぱい

 とはどうなったんですか？」

「い、今それは関係なかろうもん！」

　遥子が顔を真っ赤にしながら声を裏返らせる。人の世話は焼きたがるのに、自分のことは
恥
 は

 ずかしがるのである。真那ははいはいと
肩
 かた

 をすくめながら、隣に座る澪を指さした。

「まあ、それは置いておいて。私じゃなくて、こちらの人の服を見繕って欲しいんです」

　すると、遥子はそれに従うように視線を動かし、「はうわっ！」と目を見開いた。

「な、なんだこの美少女は……ッ!?
 　一体どこのどちら様!?
 」

　どうやら今まで澪に気づいていなかったらしい。やたらと大仰に驚いてみせる。

「崇宮澪さん。私の……ええと、遠い親戚です」

「初めまして」

　真那の
紹
 しよう
 介
 かい

 に合わせるように、澪が頭を下げる。

　すると遥子は数秒の間
呆
 ほう

 けたように澪の
容
 よう
 貌
 ぼう

 を見回してから、ハッとした様子で肩を
揺
 ゆ

 らした。

「失礼！　穂村遥子一四歳、真那のド親友です！」

「ド親友……」

「ああ、澪さん。聞き慣れない言葉だからって気にしねーでいいですよ」

　真那はコホンと
咳
 せき
 払
 ばら

 いをするとあとを続けた。

「というわけで、この澪さんにデート用の服を見繕ってあげて欲しいんですよ。得意でしょう、そういうの」

「うんまあ得意というか大好きだけどもね。……で、参考までに聞くけど、こんな美ッ少女とデートを取り付けた幸運なボーイは一体誰なんだい？」

　遥子が外国映画のような口調で言ってくる。真那は
面
 めん
 倒
 どう

 に思いながらも答えた。

「まあ、うちの兄様ですけども」

「マジかよやったじゃん！」

　遥子がテンション高く言って、がっしと肩を組んでくる。

「よっし把握した。要は、お兄さんが思わずメロメロになっちゃうように澪さんをコーディネートすればいいってことね？　へへ、どんなのにしようかなー」

　言って遥子が、ポケットから棒付きのキャンディを取り出し、口に放り込む。

　それは遥子の
癖
 くせ

 のようなものだった。
曰
 いわ

 く、考え事をするときに
舐
 な

 めると集中力が増すらしい。

「話が早くて助かります。まあ、相手の服装で
好
 す

 き
嫌
 きら

 いを決めやがるような兄様じゃねーですけども、それとこれとは話が別です。女として気合いを入れねーといけません」

　真那と遥子が力強い調子で言うと、澪は少し
戸
 と
 惑
 まど

 うような様子を見せながら「じ、じゃあ……よろしく」と
頷
 うなず

 いてきた。






第二章　三人の
魔術師
 メイガス













「────っ
 」

　のどかな住宅街の上空で展開された戦場の中、
鳶
 とび
 一
 いち
 折
 おり
 紙
 がみ

 は手を
伸
 の

 ばすと、力なくくずおれる少女の
身体
 からだ

 を
抱
 だ

 き
留
 と

 めた。

　ＤＥＭインダストリー製のＣＲ‐ユニットを
纏
 まと

 った、美しい少女である。
鮮
 あざ

 やかな
金
 きん
 髪
 ぱつ

 が、陽光を浴びてキラキラと
輝
 かがや

 いていた。

　アルテミシア・ベル・アシュクロフト。アデプタス２のコールサインを持つＤＥＭの
魔術師
 ウイザード

 であり──数秒前まで折紙と
斬
 き

 り結んでいた相手である。

「く……」

　
腕
 うで

 が彼女の重さを感じた
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、半ば無意識のうちに、折紙の
眉
 み
 間
 けん

 に
皺
 しわ

 が寄る。

　とはいえそれも当然ではあった。何しろ折紙の纏った純白のＣＲ‐ユニットと限定
霊
 れい
 装
 そう

 は
袈
 け
 裟
 さ
 懸
 が

 けに切り
裂
 さ

 かれており、そこから
夥
 おびただ

 しい量の血が
溢
 あふ

 れていたのだから。

「ふ──っ」

　小さく息を
吐
 は

 き、自らを包む
随意領域
 テリトリー

 を操作。止血と痛覚
遮
 しや
 断
 だん

 を
施
 ほどこ

 しながら、アルテミシアの身体を見えない力で
以
 もつ

 て支える。

　すると前方から、注意するような声が飛んできた。

「ちょっと、無理すんじゃないわよ。いくら痛みが
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 せるっていったって、傷が治ってるわけじゃないんだから」

「そうですよ！　ちゃんと
治
 ち
 療
 りよう

 しないと……！」

　陸上自衛隊制式採用装備を纏ったＡＳＴの元隊長・
日下
 くさか
 部
 べ
 燎
 りよう
 子
 こ

 と、その部下
岡
 おか
 峰
 みね
 美
 み
 紀
 き
 恵
 え

 が、心配そうな顔をしながら折紙の傷口に視線を向けてくる。

「……
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 。これくらいなら、慣れている」

「
馬
 ば
 鹿
 か

 。『
我
 が
 慢
 まん

 できる』ってのと『大丈夫』ってのは似てるようで全然違うんだから。──ほら、貸しなさい。いくら
随意領域
 テリトリー

 で支えてるっていったって、その分集中力が
削
 そ

 がれるでしょ」

　燎子が言うと同時、燎子の
随意領域
 テリトリー

 が広がってきて、アルテミシアの身体を支えた。

　その分折紙の脳にかかっていた負担が軽減し、
幾
 いく
 分
 ぶん

 か領域
維
 い
 持
 じ

 が楽になる。折紙はもう一度細く息を吐いた。

　
顕現装置
 リアライザ

 によって生成される
随意領域
 テリトリー

 は、文字通り『使用者の思い通りになる空間』であるが、何でも好きなことができるかと言われれば、決してそんなことはなかった。あまりに領域に負荷をかけ過ぎると、それを
制
 せい
 御
 ぎよ

 する脳の方がダメージを負ってしまうのである。

「にしても……」

　燎子が、見えない領域で抱き留めたアルテミシアを見ながら、
感
 かん
 嘆
 たん

 の息を吐く。

「一対多とはいえ、まさかアルテミシア・アシュクロフトを仕留めるとはね……一体どんな
魔
 ま
 法
 ほう

 を使ったっての？」

　元ＳＳＳのトップエース、アルテミシア・アシュクロフトは、
魔術師
 ウイザード

 たちの間でも知られた存在だ。それこそ、人類最強ランキングを作ったなら、エレン・メイザースに近い位置にランクインするであろうことは想像に
難
 かた

 くない。燎子が
驚
 おどろ

 くのも無理のないことではあった。

　とはいえ、その表現は正しくない。折紙は小さく首を横に
振
 ふ

 った。

「決定打を打ったのは私ではない」

「え？　じゃあ……」

　と、燎子が首を
傾
 かし

 げたところで、遠くから声が響いてきた。

「折紙さん、大丈夫ですか……!?
 」

「むん、成功したようじゃな」

　
巨
 きよ
 大
 だい

 なウサギ型の人形に乗った優しそうな少女と、
鍵
 かぎ

 型の
錫
 しやく
 杖
 じよう

 を手にした
髪
 かみ

 の長い少女が、空を
滑
 すべ

 るように折紙のもとにやってくる。

　
四
 よ
 糸
 し
 乃
 の

 と、
六
 む
 喰
 くろ

 。折紙とともに、アルテミシア対応班として戦っていた
精
 せい
 霊
 れい

 たちである。

　特に六喰は、文字通りこの作戦のキーパーソンとなった精霊であった。

　彼女の天使〈
封解主
 ミカエル

 〉は、あらゆるものを『閉じ』、『開ける』鍵の天使。それは目に見えぬもの──たとえば、封じられた
記
 き
 憶
 おく

 でさえも例外ではなかった。

　アルテミシアはＤＥＭに記憶を封じられ、操られたような状態にあった。折紙がアルテミシアに
隙
 すき

 を作った瞬間に、六喰が天使〈
封解主
 ミカエル

 〉をアルテミシアの頭に
突
 つ

 き
刺
 さ

 して、記憶の鍵を開ける。それが、今回の作戦の
概
 がい
 要
 よう

 だったのだ。

　折紙が簡単にそれを説明すると、燎子は驚いたように目を丸くした。

「はー……あんたらが？　っていうかそっか、精霊だもんね……」

　そして複雑そうな顔をしながら、四糸乃と六喰の顔をまじまじと見る。

　すると燎子の後方にいたＡＳＴ隊員たちも、興味深そうに二人を取り囲んだ。

「えっと、あなたが〈ハーミット〉で、あなたが〈ゾディアック〉？」

「うわ、マジか。マジか。こんなに近くで精霊見たの初めてかも」

「……つか、なんか
可愛
 かわい

 くない？」

　黒のＣＲ‐ユニットを纏った隊員たちが、まるで女子学生のような調子でわいわいと盛り上がり始める。

「むん？」

「あ、あの……えっと」

　六喰は平然とした様子だったが、四糸乃は少し恥ずかしそうに視線を
逸
 そ

 らした。

「ああ、ごめんごめん。なんか、ちょっと意外で。この
距
 きよ
 離
 り

 で見てみるとホント、
普
 ふ
 通
 つう

 の女の子なのね。対話も不可能な敵性生命体って話は一体何だったのよって感じ……」

　燎子があははと苦笑しながら頭をかく。

　人類の
仇
 きゆう
 敵
 てき

 とされていた精霊と、それを
狩
 か

 る任を帯びていた対精霊部隊の隊長が、こんな至近距離で話をしあう。……なんというか、
感
 かん
 慨
 がい

 深い光景ではあった。

　とはいえ、いつまでも世間話をしているわけにもいかない。アルテミシアという大きな戦力を無力化したとはいえ、
未
 いま

 だ
戦
 せん
 闘
 とう

 は続いているし、折紙たちも、まだ全ての目的を達したわけではなかったのである。

「隊長。巻き込みついでに悪いけれど、協力して。このままアルテミシアを、〈フラクシナス〉まで運んで欲しい」

「〈フラクシナス〉？」

「そう。この前話した、〈ラタトスク〉の空中
艦
 かん

 。
詳
 くわ

 しいことはあとで話すけれど、アルテミシアをそこに連れていけば、〈バンダースナッチ〉を無力化できるかもしれない」

「ふぅん……？」

　燎子は
訝
 いぶか

 しげに
眉
 まゆ

 を
歪
 ゆが

 めたが、すぐにニッと
唇
 くちびる

 の
端
 はし

 を上げた。

「何をするつもりか知らないけど、面白そうじゃない。ＤＥＭの連中には常々むかっ腹立ってたしね。
一
 ひと
 泡
 あわ

 
吹
 ふ

 かせてやれるってんなら協力するわよ」

「ありがとう。助かる」

　折紙が言うと、燎子はヒラヒラと手を振ってから、ＡＳＴ隊員たちに指示を発した。

「よし。私を中心に守備編隊。
随意領域
 テリトリー

 を防性に設定して、周囲からの
攻
 こう
 撃
 げき

 を防いでちょうだい。
反
 はん
 撃
 げき

 は必要最低限。アルテミシアの防護を最優先！」

『
了
 りよう
 解
 かい

 ！』

　美紀恵を始めとするＡＳＴ隊員たちが燎子の指示に従い、上下左右に展開する。集団戦に特化したチームだけあって、その動きは慣れたものだった。

「じゃあ行くわよ、折紙」

「お願い」

　と、折紙がこくりと頷きながら答えると、燎子が半眼を作ってきた。

「いや、お願い、じゃないわよ。あんたもよ。その傷放置しておくつもり？　〈フラクシナス〉ってのがどんな艦かは知らないけど、治療設備くらい──」

　が、燎子の言葉はそこで
途
 と
 絶
 だ

 えた。

　
否
 いな

 、正確に言うのなら、
突
 とつ
 然
 ぜん

 前方から
響
 ひび

 いた大きな声によって、かき消された。

「──折紙さん！」

　黒と
蒼
 あお

 でカラーリングされたＣＲ‐ユニットを纏った少女が、
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 じみた声で折紙の名を呼びながら、
猛
 もう

 スピードで飛来してきたのである。

　一つに結ばれた髪。左目の下の泣き
黒子
 ぼくろ

 。
間
 ま
 違
 ちが

 いない。四糸乃たちとともに周囲の敵を
掃
 そう
 討
 とう

 していた〈ラタトスク〉の
魔術師
 ウイザード

 ・
崇
 たか
 宮
 みや
 真
 ま
 那
 な

 だ。

　
焦
 しよう
 燥
 そう

 に染まった表情に、血走った目。
普
 ふ
 段
 だん

 の真那からはあまり考えられないような
剣
 けん
 幕
 まく

 で、何かを
叫
 さけ

 んでいる。

　と──

「…………ッ
 !?
 」

　そこでようやく、折紙たちも気づいた。

　自分たちの
遥
 はる

 か後方に、
凄
 すさ

 まじい力を帯びた『何か』が現れたことに。

「な──」

　
一
 いつ
 斉
 せい

 に振り返り、折紙たちは言葉を失った。

　──それは、球体だった。

　戦場の空に、大きな丸い物体が、
突
 とつ
 如
 じよ

 として現れていたのである。

　異様な
圧
 あつ
 迫
 ぱく
 感
 かん

 。死の予感。相当の距離があるというのに、『それ』を目にしているだけで、
致
 ち
 死
 し

 性の毒を
嗅
 か

 がされているかのような
錯
 さつ
 覚
 かく

 に
陥
 おちい

 る。

　が、それで終わりではなかった。

　まるで
蕾
 つぼみ

 が開花するかのように球体が
蠢
 うごめ

 いたかと思うと、その中から、
幾
 いく

 つもの光の
粒
 つぶ

 が空に振り
撒
 ま

 かれたのである。

　そしてそれは──折紙たちのところにも。

「……ッ！
 　
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 陣
 じん
 形
 けい

 ！」

『は……っ！
 』

　燎子の号令に、ＡＳＴ隊員たちが応え、折紙たちを守るように
随意領域
 テリトリー

 を広げる。

　だが──
駄
 だ
 目
 め

 だ。折紙は胃の底に冷たいものが広がるような感覚を覚え、
喉
 のど

 を
震
 ふる

 わせた。

「……！　いけない。
逃
 に

 げて！」

「大丈夫です……！　折紙さんたちは私たちが──」

　と。

　小さな光の粒が降ってきたかと思うと、強固に固められたはずの
随意領域
 テリトリー

 を通過して、折紙を守るように両手を開いた美紀恵の
身体
 からだ

 に
触
 ふ

 れた。

　するとその瞬間、美紀恵の身体からがくんと力が
抜
 ぬ

 け落ち、そのまま地上へと落下していった。

　否、美紀恵だけではない。光の粒に触れたと
思
 おぼ

 しき数名の隊員が、同様に空から落ちていく。

「……っ！
 」

「ちょ──」

　折紙や燎子たち、その場に残った
魔術師
 ウイザード

 たちは、
慌
 あわ

 てて
随意領域
 テリトリー

 を広げると、落下しつつあった隊員たちの身体を支えた。

「ちょっと！　
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 !?
 　何して──」

　燎子が
随意領域
 テリトリー

 で引き上げた隊員の
頰
 ほお

 を
叩
 たた

 き──言葉を止める。

「な、何よこれ、死んで……る……？」

「……!?
 」

　折紙は眉をひそめると、
随意領域
 テリトリー

 を操作して美紀恵の身体を手元に寄せ、その首元に触れた。

　脈と呼吸が、ない。

　完全に、生命活動を停止していた。

「────
 」

　理由は、わからない。

　原理も、わからない。

　確かなのは、あの巨大な球体から発された光に触れただけで、隊員たちが死んでしまったという事実と──

　あの球体が現れた場所は、
士
 し
 道
 どう

 や
十
 とお
 香
 か

 、
八
 や
 舞
 まい

 姉妹が〈ニベルコル〉を掃討しに行った方向である、ということだった。

「……ッ！
 　士道──！」

　折紙はギリと
拳
 こぶし

 を
握
 にぎ

 ると、燎子を
一
 いち
 瞥
 べつ

 した。

「──隊長。ミケたちをお願い。今なら〈フラクシナス〉の
医療用顕現装置
 メデイカル・リアライザ

 を使えば、
蘇
 そ
 生
 せい

 が可能かもしれない」

「え、ええ……！　って、あんたは──」

　燎子の言葉を最後まで聞かず、折紙は空を
蹴
 け

 った。





　　　　◇





　──出会いがあるから、別れがある。

　
陳
 ちん
 腐
 ぷ

 な表現ではあるけれど、それは一つの真理に
違
 ちが

 いなかった。

　
会
 かい
 遇
 ぐう

 と
別
 べつ
 離
 り

 は二つで一つ。どんなに親しい
間
 あいだ
 柄
 がら

 であれ、彼と我が同じ個体でない以上、『出会い』というプラスがあったなら、いつか必ず『別れ』というマイナスが生じる。

　いずれも結果はプラスマイナスゼロ。過程に何があろうと、最後に
帳
 ちよう
 尻
 じり

 が合わされる。

　しかし無論のこと、人の心はそう単純ではない。

　その者に対する好意が大きければ大きいほど、人は、別れに覚えるマイナスを大きく感じてしまうものである。

　それが、物心つく前から
側
 そば

 にいる者ならばなおのことだ。

　親、きょうだい──あるいは、
幼
 おさな
 馴
 な
 染
 じ

 み。

　出会いはあった。あったのだが、それを認識していなかった。

　いつの間にか出会って、気がついたら側にいて、ともにいるのが当たり前だった。

　──そんな人間が自分の
隣
 となり

 からいなくなってしまったなら、人はどんな感情を覚えるだろうか。

　プラスを認識しないまま、
突
 とつ
 然
 ぜん

 
突
 つ

 きつけられたマイナス。
抗
 あらが

 いようのない不条理。それは人の心に、深く
爪
 つめ
 痕
 あと

 を残す。

　とはいえそれが相手の
飛
 ひ
 躍
 やく

 によるものだったなら、人は
寂
 さび

 しさを覚えながらも、心に希望を
灯
 とも

 すことができるだろう。

　それが死別によるものだったなら、
途
 と
 方
 ほう

 もない
悲
 ひ
 哀
 あい

 に打ち
拉
 ひし

 がれながらも、心の奥には温かな思い出が残っただろう。

　しかし、その別れが、相手の裏切りによるものだったなら──

　その心に生じるのはきっと、エレン・メイザースがエリオット・ウッドマンに覚えているそれと、似たような感情であるに違いなかった。









「──あぁぁぁぁぁぁぁぁッ！
 」

　
咆
 ほう
 吼
 こう

 にも似た絶叫とともに、エレンはレイザーブレイド〈カレドヴルフ〉を
振
 ふ

 り下ろした。
濃
 のう
 密
 みつ

 な
魔
 ま
 力
 りよく

 によって編まれた刀身が光の
軌
 き
 跡
 せき

 を残し、眼下の相手──ウッドマンへと
炸
 さく
 裂
 れつ

 する。

　人類最強の
魔術師
 ウイザード

 が放つ、
渾
 こん
 身
 しん

 の
斬
 ざん
 撃
 げき

 。
精
 せい
 霊
 れい

 の
霊
 れい
 装
 そう

 さえ切り
裂
 さ

 くであろう必滅の
一
 いつ
 閃
 せん

 である。

「ふ──ッ」

　しかし対するウッドマンは、レイザーランスを振り上げると、その一撃を受け止めてみせた。

「は、
凄
 すご

 い魔力量だな。だが攻撃が直情的過ぎる。久しぶりの再会が
嬉
 うれ

 しいのはわかるが、もう少し落ち着けよ、エレン」

「
黙
 だま

 れ！」

　エレンは
忌
 いま
 々
 いま

 しげに喉を
引
 ひ

 き
絞
 しぼ

 ると、
剣
 けん

 の
柄
 つか

 を握る手に力を込め、再度斬撃を
見
 み
 舞
 ま

 った。

　二度。三度。四度──
幾
 いく
 度
 ど

 となく。

　魔力の剣閃が、花火のように辺りに
舞
 ま

 い散る。

　常人の目には、光が
煌
 きら

 めいているようにしか見えはしないだろう。もっとも、それを美しいと脳が認識したときにはもう、その身体は一〇以上の肉片に分割されているだろうが。

　だが、ウッドマンはその目にも止まらぬ剣撃を正確に
捉
 とら

 えると、
避
 さ

 け、受け止め、
或
 ある

 いは受け流してみせた。

　あまりに凄まじい反射速度。
恐
 おそ

 らくアルテミシアとて、ここまで見事にエレンの
攻
 こう
 撃
 げき

 を
捌
 さば

 けはするまい。

　とはいえそれもそのはず。

　今エレンの目の前にいるのは、ＤＥＭインダストリーの創設メンバー、エリオット・ボールドウィン・ウッドマン。

　数少ない
純正魔術師
 メイガス

 にして──この世界で最初の
人造魔術師
 ウイザード

 である。

　今でこそ世界最強の名を
恣
 ほしいまま

 にするエレンであるが、
顕現装置
 リアライザ

 の
扱
 あつか

 いを習ったのは、このウッドマンからであった。いわばエレンの
師
 し
 匠
 しよう

 といっても過言ではない。生成魔力の量でこそエレンが勝るものの、
顕現装置
 リアライザ

 の
制
 せい
 御
 ぎよ

 や
随意領域
 テリトリー

 の操作技術においては、
未
 いま

 だウッドマンの方が一枚上手のようだった。

　だが──いや、だからこそ、エレンの激情はさらに燃え上がった。

「なぜ……なぜ私たちを裏切った！　エリオット……ッ！
 」

　そう、それは。

　ウッドマンがエレンたちのもとを去ってからずっと、胸に
蟠
 わだかま

 り続けた思いだった。

　未だ脳裏に焼き付くあの日。エレンと、その妹カレン、ウェストコット、そしてウッドマンの四人は、
業
 ごう
 火
 か

 に
沈
 しず

 む故郷を見ながら、
誓
 ちか

 ったはずだったのだ。

　人間への報復を。人類への
復
 ふく
 讐
 しゆう

 を。世界への──
叛
 はん
 逆
 ぎやく

 を。

　
魔術師
 メイガス

 による新たな
秩
 ちつ
 序
 じよ

 の創造。旧世界の上書き。そんな夢物語を実現させるために、エレンたちは血の
滲
 にじ

 むような研究と
研
 けん
 鑽
 さん

 を続けてきたのだ。

　
顕現装置
 リアライザ

 。
人造魔術師
 ウイザード

 。空中
艦
 かん

 。自動人形。──ＤＥＭインダストリーを形作る
数多
 あまた

 の
超
 ちよう
 常
 じよう

 技術は、全てその副産物に過ぎなかった。

　全ては新しい世界のため。

　全ては、
同
 どう
 胞
 ほう

 たちの無念を晴らすため。

　それ、なのに。

「おまえは……私たちの誓いに背を向けた！　それどころかカレンを
誑
 たぶら

 かして研究成果を
簒
 さん
 奪
 だつ

 し、私たちの前に敵として現れた！　その罪、死を
以
 もつ

 ても
購
 あがな

 えないと知れ……ッ！
 」

　
憤
 ふん
 怒
 ぬ

 。
呪
 のろ

 い。
怨
 えん
 嗟
 さ

 。思いつく限りの負の感情を言葉に乗せ、エレンは
吼
 ほ

 えた。

　するとエレンの攻撃を正確に捌いていたウッドマンが、小さく息を
吐
 は

 く。

「おまえたちには悪かったと思ってるよ。……いや、まあ、カレンを誑かした覚えはないっていうか、気づいたら身支度整えて隣にいたんだが──ともあれ、俺は別に、おまえたちと敵対したかったわけじゃない。ただ、おまえらの道と俺の道が、変な具合にかち合っちまってただけだ」

「
戯
 ざ

 れ
言
 ごと

 を……！」

「
戯
 ざ

 れちゃあいない。村を焼き
払
 はら

 われた
恨
 うら

 みも、同胞を殺された
憎
 にく

 しみも、完全に消えたわけじゃあない。ただ──」

　と──ウッドマンがそこで不意に言葉を止める。

「…………っ
 」

　しかしエレンもまた、その理由に察しがついた。

　どくん、と世界が脈打つかのような感覚。自然ではあり得ないマナの流れ。それは
間
 ま
 違
 ちが

 いなく、三〇年前エレンたちが生み出した始原の精霊のものであった。

　恐らく──現れたのだ。あの女が。しかもここからそう遠くない、どこかに。

「…………
 」

　ウッドマンは、
感
 かん
 慨
 がい

 深げに目を細めながら続けてきた。

「……あの精霊を見たとき、俺は思っちまったんだよ。『……ああ、
綺
 き
 麗
 れい

 だ』って。それで、考えちまった。いくら復讐のためとはいえ、何も関係のないあんな子を
犠
 ぎ
 牲
 せい

 にしていいのかって。そんなの、俺たちの故郷を焼いた人間たちと何が違うんだ……ってな」

　言って、ジッとエレンの目を見つめてくる。その視線には、
微
 かす

 かな悲哀と
憐
 れん
 憫
 びん

 とが見て取れた。

「……ッ！
 」

　その言葉に、視線に。

　エレンは、心臓を火で
炙
 あぶ

 られるかのような
苛
 いら
 立
 だ

 ちを感じた。

　予想だにしなかった始原の精霊の出現。だが、今のエレンにとってそんなものはもうどうでもよかった。目の前にいる裏切り者を殺すことこそが、今のエレンの存在理由だったのだから。

「ふざ……けるなッ！」

　
叫
 さけ

 び、バッと
腕
 うで

 を振り上げ、脳内で
随意領域
 テリトリー

 を操作する。

「〈シャスティフォル〉！」

　するとＣＲ‐ユニットのバックパックに
搭
 とう
 載
 さい

 されていた無数のレイザーエッジが射出され、ウッドマン目がけて
手
 しゆ
 裏
 り
 剣
 けん

 の
如
 ごと

 く回転しながら飛んでいった。

「ち──」

　さすがにウッドマンとはいえ、この至近
距
 きよ
 離
 り

 で全ての攻撃を捌くことは
叶
 かな

 わなかったらしい。微かに目を細め、
随意領域
 テリトリー

 の強度を上げて
防
 ぼう
 御
 ぎよ

 姿勢を取る。

　が、その行動は予想のうちである。エレンはキッと視線を
鋭
 するど

 くすると、脳内で指令を発した。

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、レイザーエッジ〈シャスティフォル〉に搭載された
魔
 ま
 力
 りよく
 機
 き
 雷
 らい

 が発動。ウッドマン目がけて
凄
 すさ

 まじい
爆
 ばく
 風
 ふう

 を放った。

　補助兵装とはいえ、十分な
威
 い
 力
 りよく

 と数を持った機雷である。
凡
 ぼん
 百
 ぴやく

 の
魔術師
 ウイザード

 ならば、今の
爆
 ばく
 発
 はつ

 で終わっていただろう。

　しかし、相手はウッドマン。エレンとて、これで
致
 ち
 命
 めい
 傷
 しよう

 を負わせることができたなどとは思っていなかった。

　今の攻撃の真の目的は、
突
 とつ
 然
 ぜん

 の爆発によってウッドマンから
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 の時間を
奪
 うば

 うこと。そして、爆風とともに広がった
煙
 けむり

 によって、その視界を
遮
 さえぎ

 ることにあったのだ。

　エレンは
随意領域
 テリトリー

 を操作して〈カレドヴルフ〉を空中に放ると、背に負ったユニットを変形させ、
左
 ひだり
 脇
 わき

 から前方へと
伸
 の

 ばした。

　王の名を
冠
 かん

 せしＣＲ‐ユニット〈ペンドラゴン〉。その中でも最大最強出力を
誇
 ほこ

 る兵装。

　何も知らぬ者がそれを見たなら、きっと
巨
 きよ
 大
 だい

 な
砲
 ほう
 門
 もん

 と
見
 み
 紛
 まが

 うことだろう。

　されどそれは
砲
 ほう

 に
非
 あら

 ず。

　それは──

「
貫
 つらぬ

 け！　〈ロンゴミアント〉……!!
 」

　──ただただ長大な、光の
槍
 やり

 であった。

　エレンの号とともにユニットに光が灯り、凄まじい魔力の
塊
 かたまり

 が前方へと伸びていく。

　エレンの生成魔力を
研
 と

 ぎ
澄
 す

 まし、一点に集中して放つだけの、単純極まる兵装。

　しかし。
否
 いな

 。だからこそ──最強。

　槍に求められるのは複雑な機構ではない。

　ただ、敵を
刺
 さ

 し
貫
 つらぬ

 く力のみである。

　そして人類最強たるエレンの槍に貫けぬものなど、この世に存在するはずはなかった。

　だが。

「……ッ!?
 」

　エレンは、ぴくりと
眉
 まゆ

 を
揺
 ゆ

 らした。

〈ロンゴミアント〉が
直
 ちよく
 撃
 げき

 する寸前、晴れた煙の向こうから、ちらとウッドマンの姿が見えたのである。

　ウッドマンは
既
 すで

 に、防御姿勢を解いていた。

　そして──エレンと同様に、手にしたユニットを前方に向けていたのである。

　それが先ほどのレイザーランスであると理解するのに、一瞬だけ時間がかかる。

　とはいえそれも無理のないことではあった。彼のレイザーランスは各所が変形し、先ほどとはまるで
違
 ちが

 う形になっていたのだから。

　それは槍というよりも、まるで巨大な砲のようであった。

　そう。あたかも──エレンの〈ロンゴミアント〉のように。

「〈ゴン──グナー〉！」

　ウッドマンの声とともに、彼の持つユニットから魔力光が放たれる。

　それは空中でエレンの〈ロンゴミアント〉とぶつかり合うと──

　空を、
目
 ま
 映
 ばゆ

 い白に染め上げた。





　　　　◇





「……っ、……っ」

　十香は、
早
 はや
 鐘
 がね

 のように脈打つ
心
 しん
 拍
 ぱく

 を整えるように、深く呼吸を
繰
 く

 り返した。

　けれど、心臓は一向に落ち着きを取り
戻
 もど

 してはくれなかった。
喉
 のど

 が張り付く。
剣
 けん

 を
握
 にぎ

 る手が
震
 ふる

 える。
身体
 からだ

 の
細
 さい
 胞
 ぼう

 全てが、目の前の敵と戦うなと
警
 けい
 鐘
 しよう

 を鳴らしている。

　それはそうだ。
澪
 みお

 の
圧
 あつ
 倒
 とう

 的な力を目にしてなお、まるで
恐
 きよう
 怖
 ふ

 を
抱
 いだ

 かない者など、この地上にいはするまい。

　否──もっと正しく言うのであれば、そもそも今この場で生き残っているのが、澪を除けば十香と八舞姉妹しかいなかったのだが。

　天に座する巨大な花が放った光の
粒
 つぶ

 は、ほんの
数
 すう
 瞬
 しゆん

 の間に、周囲の〈ニベルコル〉や
魔術師
 ウイザード

 たちを
悉
 ことごと

 く
死
 し
 滅
 めつ

 させた。

　否、それだけではない。無機物であるはずの〈バンダースナッチ〉やＤＥＭの空中艦までも
粉
 ふん
 砕
 さい

 していったのである。

　まるで物体が持つ
寿
 じゆ
 命
 みよう

 を一瞬にして奪い取ってしまうかのような、
自
 し
 然
 ぜん

 の
摂
 せつ
 理
 り

 に背く異常な光景。

　まだ遠くの空では
戦
 せん
 闘
 とう

 が展開されているものの、この一帯だけが、まるで台風の目のように静まりかえっていた。

「…………
 」

　ごくり、と息を
吞
 の

 む。
渇
 かわ

 いていた喉が、小さく痛んだ。

　澪。崇宮澪。

　神の名を持つ
精
 せい
 霊
 れい

 。死を
撒
 ま

 く女。その視線で
撫
 な

 でられるだけで、
肌
 はだ

 に
裂
 れつ
 傷
 しよう

 が生じるかのような
錯
 さつ
 覚
 かく

 さえ覚える。

　だが、十香たちは
退
 ひ

 くわけにはいかなかった。

　十香は、士道が好きだ。

　士道がいたから、十香は救われた。士道がいたから、十香は変わることができた。士道がいたから──十香は、こんなにも愛おしい気持ちを知ることができた。

　もし十香たちが澪を止められなければ、それが、全てなかったことにされてしまう。

　
五
 いつ
 河
 か

 士道という人間が、何の
冗
 じよう
 談
 だん

 でもなく消去されてしまう。

　そんなことを絶対に許すわけにはいかない。

　だから十香たちは、身を震わす恐怖を
踏
 ふ

 みつけて、敵に剣を向けるのだ。

「
耶
 か
 俱
 ぐ
 矢
 や

 、
夕
 ゆ
 弦
 づる

 。……いけるか？」

　油断なく澪を
睨
 にら

 み付けながら十香がぽつりと言うと、左右にいた耶俱矢と夕弦が
肩
 かた

 を小さく揺らした。

「だ、
誰
 だれ

 に向かってもの言ってるんだし。全然問題ないし……！」

「同意。
如何
 いか

 に強大な敵であれ、八舞が退くことなどありえません」

「……うむ」

　十香は二人の
頼
 たの

 もしい言葉に小さくうなずくと、まっすぐ澪を
見
 み
 据
 す

 え、地を
蹴
 け

 った。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ────ッ！
 」

〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉を
振
 ふ

 り上げ、
渾
 こん
 身
 しん

 の力を込めて振り下ろす。剣の
軌
 き
 跡
 せき

 から
霊
 れい
 力
 りよく

 が
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 ほとばし

 り、質量ある
斬
 ざん
 撃
 げき

 となって澪へと
襲
 おそ

 いかかった。

「…………
 」

　しかし澪は、それを
避
 さ

 けようともしなかった。ただ落ち着いた様子で、十香の方を見上げてくる。

　すると、凄まじい威力を誇る〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉の斬撃が、澪の身体に
触
 ふ

 れる寸前で
弾
 はじ

 かれた。そう。まるで澪の周りに、見えない
壁
 かべ

 でもあるかのように。

「く……！」

　しかし、十香は
諦
 あきら

 めなかった。〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉を握る手にさらに力を込め、
幾
 いく
 度
 ど

 となく斬撃を繰り返していく。

「だりゃぁぁぁぁっ！
 」

　
裂
 れつ
 帛
 ぱく

 の気合い。十香は幾度目とも知れぬ斬撃を放った瞬間身を
翻
 ひるがえ

 すと、そのあとを追うように空を蹴り、澪に飛びかかった。

　そして〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉を
突
 つ

 きの形にし、斬撃とともに澪にその切っ先を
叩
 たた

 き込む。

　が──結果は同じだった。

「……悪いが、それでは私は
倒
 たお

 せないよ」

　澪が、喉の寸前で止まった〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉の
刃
 やいば

 を見下ろしながら、静かな声音を
零
 こぼ

 す。

「────
 」

　十香はその宣言を受けて、しかしニッと
唇
 くちびる

 の
端
 はし

 を上げた。

「ああ──そうだろうな」

「……何？」

　澪が不思議そうに目を細め──ぴくりと眉を揺らす。

　だがその反応も当然ではあった。

　なぜなら十香が連撃を
見
 み
 舞
 ま

 っている間に、八舞姉妹が澪の後方に
陣
 じん
 取
 ど

 り、二人がかりで巨大な弓を構えていたのだから。

　そう。八舞姉妹の〈
颶風騎士
 ラフアエル

 〉、最大の
一
 いち
 撃
 げき

 。

　耶俱矢の【
穿つ者
 エル・レエム

 】と夕弦の【
縛める者
 エル・ナハシユ

 】を合体させた、
一
 いつ
 対
 つい

 の弓と矢。

　その名も──

「──〈
颶風騎士
 ラフアエル

 〉！」

「呼応。──【
天を駆ける者
 エル・カナフ

 】！」

　耶俱矢と夕弦はその名を呼ぶと、矢を放った。

　凄まじい風圧を
纏
 まと

 った巨大な
円
 えん
 錐
 すい

 形の矢が、余波で周囲の
瓦
 が
 礫
 れき

 を
吹
 ふ

 き飛ばしながら澪に
迫
 せま

 る。

「…………
 」

　澪は小さく息を
吐
 は

 くと、初めて
攻
 こう
 撃
 げき

 を防ぐようにその手を
掲
 かか

 げた。

　──直撃。辺りに
滅
 め
 茶
 ちや
 苦
 く
 茶
 ちや

 な
衝
 しよう
 撃
 げき
 波
 は

 が撒き散らされ、まるでカーペットを持ち上げるかのように、
舗
 ほ
 装
 そう

 道路がべろんと
剝
 は

 がされる。周囲のあらゆる物質が
散
 さん
 弾
 だん

 のように
舞
 ま

 い散り、
互
 たが

 いに打ち合っては
砕
 くだ

 けていった。

　だが。それでも澪の障壁は破れない。大型ハリケーンもかくやという暴風の
直
 ただ
 中
 なか

 にあって、澪は
髪
 かみ

 の先すら
靡
 なび

 かせずにその一撃を防いでいた。

「……見事な
奇
 き
 襲
 しゆう

 だ。だが──」

　と、そこで澪が言葉を止める。

　
恐
 おそ

 らく、気づいたのだろう。

　十香の
執
 しつ
 拗
 よう

 な攻撃は、八舞姉妹の【
天を駆ける者
 エル・カナフ

 】から気を
逸
 そ

 らすための
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 おとり

 だった。

　けれどその【
天を駆ける者
 エル・カナフ

 】さえも、本命のための[image: 囮]
 であったということに。

「〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉──【
最後の剣
 ハルヴアンヘレヴ

 】ッ!!
 」

　十香は
叫
 さけ

 ぶようにその名を呼ぶと、あまりに
巨
 きよ
 大
 だい

 な剣を天に
屹
 きつ
 立
 りつ

 させた。

　そう。十香は澪が自分から視線を切った
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 の
隙
 すき

 に玉座を
召
 しよう
 喚
 かん

 し、〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉の刀身に
纏
 まと

 わせていたのである。

　打ち合わせなどは一切していない。

　事前に合図を決めていたわけでもなければ、特別な訓練を積んでいたわけでもない。

　けれど、十香には確信があった。

　ともに幾度も死線をくぐり
抜
 ぬ

 けた八舞姉妹であれば、きっとこの結論に辿り着くと……！

「おおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！
 」

　十香は喉よ
潰
 つぶ

 れよと言わんばかりに声を張り上げると、その巨大な剣を澪目がけて振り下ろした。

　空が裂け、

　地が震え、

　──世界が、
軋
 きし

 む。

　圧倒的な力を持つ
破
 は
 壊
 かい

 の剣が、風の矢を受け止める澪の背に
炸
 さく
 裂
 れつ

 した。

　確かに澪の
身体
 からだ

 を
覆
 おお

 う障壁は強固である。
生
 なま
 半
 はん
 可
 か

 な攻撃では傷一つ付かないだろう。

　だが、〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉と〈
颶風騎士
 ラフアエル

 〉、二つの天使の最大の攻撃を二方向から受けたなら、あるいは──！

「
墜
 お

 ち……ろぉぉぉぉぉぉッ！
 」

「
穿
 せん

 ──
通
 つう

 ……！　倒れなさい……！」

「はああああああああああああああああああああああッ！」

　耶俱矢、夕弦、十香の
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 が、
荒
 あ

 れ
狂
 くる

 う
颶
 ぐ
 風
 ふう

 の中に
轟
 とどろ

 き
渡
 わた

 った。









「────
 あぁぁ……ッ──
 」

　数秒後、渾身の力を込めて一撃を叩き込んだ十香は、そのまま地面に
突
 つ

 っ
伏
 ぷ

 した。

　巨大な【
最後の剣
 ハルヴアンヘレヴ

 】がバラバラに分解し、その
核
 かく

 となった〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉のみを残して空気に
溶
 と

 け消えていく。

「う、く……」

　攻撃の反動か、全身に痛みが走る。十香は
微
 かす

 かに手足を震わせながら、〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉を
杖
 つえ

 にするようにして身体を起こした。

　辺りに立ちこめていた
濃
 のう
 密
 みつ

 な
砂
 すな
 煙
 けむり

 が、少しずつ晴れていく。十香と八舞姉妹の
双
 そう
 方
 ほう
 向
 こう
 攻
 こう
 撃
 げき

 によってクレーター状に
抉
 えぐ

 り取られてしまった地面がその姿を
晒
 さら

 した。

　けれど──そこに、澪の姿はない。

「……！」

　十香は目を見開くと、油断なく辺りを見回した。

　
凡
 ぼん
 百
 ぴやく

 の
魔術師
 ウイザード

 が相手だったならば、
塵
 ちり

 一つ残らず消し飛んでしまったとしても不思議はない。

　しかし、相手は始原の精霊・崇宮澪。無論彼女の障壁を砕くつもりで放った一撃ではあるが、それで勝負が決すると思えるほど、十香は楽天家ではなかった。

　攻撃を避けたのか。それとも十香の
目
 もく
 論
 ろ

 み通り、障壁が砕けてしまったため姿を
隠
 かく

 したのか──

　と、次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 。

「…………ッ！
 」

　視界の端にそれ
 を
捉
 とら

 え、十香は息を
詰
 つ

 まらせた。

　そして、絶叫する。

「耶俱矢！　後ろだ！」

　そう。耶俱矢の数十メートルほど後方に、無傷の澪が立っていたのである。

「え──？」

　十香の声を聞いてか、耶俱矢が
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せる。

　が──
遅
 おそ

 い。

　耶俱矢が振り向こうとしたときにはもう、澪の
霊
 れい
 装
 そう

 から
伸
 の

 びた
触
 しよく
 手
 しゆ

 のようなものが、耶俱矢の胸を
貫
 つらぬ

 いていた。

「あ──ぇ……ッ──？
 」

　耶俱矢が
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 と目を見開き、自分の胸元に視線を落とす。

　衣服の一部としか思えない、
薄
 うす

 くしなやかな光の帯。その
頼
 たよ

 りなげな薄布が、耶俱矢の身体を
貫
 かん
 通
 つう

 し、その
先
 せん
 端
 たん

 を空気に晒している。

　
否
 いな

 ……正確に言うのなら、
刺
 さ

 し
貫
 つらぬ

 いたというよりも、通り抜けた、といった方が適当なのかもしれなかった。実際耶俱矢の胸からは、
一
 いつ
 滴
 てき

 の血も流れてはいない。

　けれど、その先端には。

　
橙
 だいだい
 色
 いろ

 の
淡
 あわ

 い
輝
 かがや

 きを放つ
結
 けつ
 晶
 しよう

 の
欠片
 かけら

 が、帯にくるまれるような格好で
浮
 ふ
 遊
 ゆう

 していた。

「な……」

　それを目にして、十香は顔を
戦
 せん
 慄
 りつ

 の色に染めた。

　──
霊結晶
 セフイラ

 。
精
 せい
 霊
 れい

 の力の源。

　
間
 ま
 違
 ちが

 いない。
琴
 こと
 里
 り

 や
美
 み
 九
 く

 たちから話に聞いていたそれが、耶俱矢の身体から一瞬にして抜き取られていたのである。

「…………
 」

　澪が、小さく手を掲げる。すると耶俱矢の胸を貫いていた帯が一瞬にして澪の元に
戻
 もど

 っていった。

　無論、その先端に保持した
霊結晶
 セフイラ

 と、ともに。

「か……ふ……っ」

　帯から解放された耶俱矢は、苦しげに息を吐くと、ぐらりと体勢を
崩
 くず

 してその場にくずおれた。それに合わせるようにして、彼女が纏っていた限定霊装が、光の
粒
 つぶ

 となって消えていく。

「……！　耶俱矢！」

　耶俱矢のすぐ
側
 そば

 にいた夕弦が、地面に
触
 ふ

 れる寸前に耶俱矢の身体を支える。

「ゆ──づ──」

　耶俱矢は、夕弦の手に
抱
 だ

 かれながら小さく唇を
震
 ふる

 わせたが──

　やがて身体から力が抜け落ち、それきり、何も言わなくなった。

「耶俱矢……？　耶俱矢！　どうしたのですか、耶俱矢……っ！
 」

　夕弦が必死に耶俱矢の
肩
 かた

 を
揺
 ゆ

 する。だが、耶俱矢は身体を
弛
 し
 緩
 かん

 させたまま何も反応を示さない。

　そして夕弦はまさか、という顔をしながら耶俱矢の胸元に耳を当て──小さく、本当に小さく、息を詰まらせた。

「耶俱、矢……」

　するとそれに合わせるようにして、澪が静かに告げる。

「……ここは
既
 すで

 に、〈
万象聖堂
 アイン・ソフ・オウル

 〉の支配下だ。
霊
 れい
 力
 りよく

 も
魔
 ま
 力
 りよく

 もなしに
耐
 た

 えられる空間ではないよ」

「────
 」

　それを、耳にして。

　夕弦の身体が、ゆらりと揺れた。

「……！」

　一瞬あと、十香は気づいた。

　夕弦はその場に
倒
 たお

 れたのでも、耶俱矢に
縋
 すが

 り付いたのでもなく──十香の目にも捉えられないような速度で
以
 もつ

 て、澪に飛びかかったのだと。

「──ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁ──ッ！
 」

　
普
 ふ
 段
 だん

 の夕弦からは考えられないような、
獣
 けもの

 の
咆
 ほう
 吼
 こう

 。

　夕弦は左手から伸びるペンデュラムに風を纏わせ、澪目がけて射出した。

「……！　
駄
 だ
 目
 め

 だ夕弦！　
逃
 に

 げ──」

　
一
 いつ
 拍
 ぱく

 
遅
 おく

 れて、十香は叫びを上げた。

　しかしそのときにはもう、澪から伸びた光の帯がペンデュラムを
螺
 ら
 旋
 せん

 状に
搦
 から

 め
捕
 と

 り──

「く──あ……ッ……
 !?
 」

　その先端を、夕弦の胸に
埋
 うず

 めていた。

「夕弦！」

　十香が名を呼ぶと、夕弦は一瞬だけちらと十香の方に視線を
寄
 よ
 越
 こ

 し、

「謝……罪……、すみ……ません、十……香……耶、俱……」

　弱々しくそう言って、その場に倒れ
伏
 ふ

 した。

　先ほどの耶俱矢と同じく、彼女の纏っていた霊装が光と消える。

「……さて」

　澪は光の帯を操ると、手元に、夕弦から
奪
 うば

 い
取
 と

 ったと
思
 おぼ

 しき
霊結晶
 セフイラ

 の欠片をたぐり寄せた。

　そして既に手元にあった耶俱矢のそれと重ね合わせ、一つの結晶にしたのち、それを自分の胸元に押し当てた。

　
霊結晶
 セフイラ

 が輝きを放ちながら澪の身体に飲み込まれていく。

　そしてその姿が完全に消えたかと思うと、澪が背に負った一〇の星の一つが、ぼんやりとした光を帯びた。

「……これで、二つ」

「っ──、澪、貴様……！」

　十香はギリと奥歯を
嚙
 か

 みしめると、全身を
襲
 おそ

 う痛みも、
凄
 すさ

 まじい
疲
 ひ
 労
 ろう

 も、一切無視して立ち上がった。

　あまりに
呆気
 あつけ

 なく──耶俱矢と夕弦が、殺された。

　現実感のない光景。二人の身体には傷一つなく、見ようによってはただ
眠
 ねむ

 っているだけのようにさえ思える。

　けれど、今の今まで二人から感じられていた霊力の波動は今、対する敵の身体から発せられていた。

「…………ッ
 」

　
途
 と
 方
 ほう

 もない
怒
 いか

 りが、悲しみが、絶望が、十香の心に
渦
 うず

 を巻く。

　しかし、駄目だ。十香は心の中で燃え上がる激情を
抑
 おさ

 え込むように細く息を
吐
 は

 いた。

　我を忘れて戦うだけで勝てる相手であるならば、十香はいくらでも己を手放そう。けれど、今必要なのは冷静さである。

　二人を殺された
憤
 ふん
 怒
 ぬ

 を忘れるのでも、無視するのでもなく、認めた上で
沈
 ちん
 着
 ちやく

 な思考を保つ。

　すると次の瞬間、十香の身体が段々と熱を帯びてきた。そう、それはまるで、完全な霊装が
顕
 けん
 現
 げん

 するときの──

「……駄目だよ、それは」

　が、澪がそう言って目を細めた瞬間、十香の身体を熱くさせていた霊力の流れが
緩
 ゆる

 やかになっていった。

「な……!?
 」

「……霊力を完全に逆流させてしまっては、またシンに
封
 ふう
 印
 いん

 する手間が増えてしまうからね。悪いが、一時的に
経路
 パス

 を
狭
 せば

 めさせてもらったよ」

　澪はそう言うと、ゆっくりと手を
掲
 かか

 げた。

「……君は少々
面
 めん
 倒
 どう

 だから、後回しにしておきたいところだったが──」

　するとその動作に合わせて、澪に
纏
 まと

 わり付いた光の帯が
幾
 いく

 つも
鎌
 かま
 首
 くび

 をもたげた。

「……終いだ」

　澪が言葉を
零
 こぼ

 した瞬間、光の帯が
一
 いつ
 斉
 せい

 に十香に襲いかかってくる。

「く──」

　十香は顔を
歪
 ゆが

 めると、〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉で光の帯を切り
払
 はら

 った。

　否──切り払おうとした。

　光の帯はその
儚
 はかな

 げな見た目とは裏腹に、凄まじい
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 じん
 性
 せい

 と強度を
誇
 ほこ

 っていた。〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉の
一
 いち
 撃
 げき

 を浴びても
僅
 わず

 かに進路を変えるのみで、再び十香に
迫
 せま

 ってくる。

「──！」

　十香は身を
捻
 ひね

 ると、再度光の帯を
振
 ふ

 り払おうとした。だが、
攻
 こう
 撃
 げき

 を放ったばかりで体勢が崩れていたため、その動きが
一
 いつ
 拍
 ぱく

 遅れてしまう。

　そして澪にとって、その一拍さえあれば十香を捉えるのは
容易
 たやす

 いことらしかった。光の帯が、一直線に十香の胸に向かってくる。

　が。

「な……っ!?
 」

　次の瞬間、十香は目を丸くした。

　しかしそれも当然だ。
突
 とつ
 然
 ぜん

 何者かにぐいと手を引かれるような感覚が生じるとともに視界が暗転したなら、十香ならずとも似たような反応を示しただろう。

　
数
 すう
 瞬
 しゆん

 あと、十香の目に再び光が差す。

「ぬ……？　こ、これは……」

　十香は
妙
 みよう

 な
違
 い
 和
 わ
 感
 かん

 に目を
瞬
 しばたた

 かせた。

　周囲に広がっているのは、先ほどと変わらぬ戦場だ。前方に澪。天に〈
万象聖堂
 アイン・ソフ・オウル

 〉。そして地に、耶俱矢と夕弦が伏している。

　だが、それら全てが、視界が暗転する前よりも
離
 はな

 れた位置にある気がした。実際、先ほどまで十香に
肉
 にく
 薄
 はく

 していた光の帯が、
随
 ずい
 分
 ぶん

 と遠くに認められる。

「むん……大事ないか、十香」

　と、後方からそんな声がして、十香は目を丸くした。

「！　六喰！」

　そう。いつの間に現れたのか、十香の側には、
鍵
 かぎ

 のような
錫
 しやく
 杖
 じよう

 を
握
 にぎ

 った六喰の姿があったのである。

　そして気づく。十香は光の帯に
貫
 つらぬ

 かれそうになった
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、六喰が空間に開けた『
孔
 あな

 』に引き込まれ、
窮
 きゆう
 地
 ち

 を
脱
 だつ

 していたのだと。

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ですか、十香さん……！」

　と、それに続くようにして、折紙と四糸乃、そして真那が、十香のもとに降り立った。

　どうやら異常を察知し、
駆
 か

 けつけてくれたらしい。

「──十香、耶俱矢と夕弦は」

　純白の衣に痛々しい
血
 けつ
 痕
 こん

 を
滲
 にじ

 ませた折紙が、倒れた二人を見ながら静かに問うてくる。

「…………
 」

　十香は奥歯を嚙みしめたのち、無言で首を横に振った。

「…………
 、そう」

　折紙の反応は簡素なものだった。短い言葉に、小さい
吐
 と
 息
 いき

 。表情にもほとんど変化は見受けられない。

　けれど──わかる。十香は折紙の横顔を
一
 いち
 瞥
 べつ

 して
唇
 くちびる

 を引き結んだ。

　長らく折紙と接し、
斬
 き

 り結ぶこともあった十香には、その冷静な顔の裏に燃える、
灼
 しやく
 熱
 ねつ

 の
如
 ごと

 き
怒
 ど
 気
 き

 がはっきりと感じられたのである。

　無論、それは折紙のみではない。四糸乃も、六喰も、そして真那も、それぞれ反応は
違
 ちが

 えど、対する澪に敵意を向けていた。

「あれが、始原の
精
 せい
 霊
 れい

 ってやつですか。ふん、
嫌
 いや

 な
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 でいやがりますね」

　真那が澪を
睨
 ね

 め付けながら、吐き捨てるように言う。

　すると澪が、真那に視線を返し、ぽつりと
呟
 つぶや

 いた。

「……ああ、久しぶりだね、真那」

「……何ですって？」

　真那が顔を歪めながら返す。が、澪は気にする様子もなく続けた。

「……私は今、
霊結晶
 セフイラ

 を回収せねばならないんだ。君まで死ぬことはない。少しの間、離れていたまえ」

　そしてそう言って、真那に
退
 たい
 避
 ひ

 を
促
 うなが

 す。

　けれど当然と言うべきか、真那が素直にそれに従うはずもなかった。むしろ敵に身を
気
 き
 遣
 づか

 われたことに
不
 ふ
 機
 き
 嫌
 げん

 そうに表情を歪める。

　それを見てか、澪が小さく息を吐いた。

「……直情的なところは昔と変わらないね。──仕方ない。あまりのんびりしているとシンが
戻
 もど

 ってきてしまう。手早く終わらせてもらうよ」

　そして澪はそう言うと──〈
万象聖堂
 アイン・ソフ・オウル

 〉を顕現させたときのように、手を高く掲げた。





　　　　◇





「間に──合ってくれ……ッ！
 」

　士道は全身に風を纏わせながら、
瓦
 が
 礫
 れき

 の山と化した
天
 てん
 宮
 ぐう

 市を
猛
 もう

 スピードで進んでいた。

　
未
 いま

 だ頭上では、〈ラタトスク〉とＤＥＭの空中
艦
 かん

 や
魔術師
 ウイザード

 たちが
戦
 せん
 闘
 とう

 を
継
 けい
 続
 ぞく

 している。なるべく目立たぬよう地上を進んでいるものの、時折
流
 なが

 れ
弾
 だま

 が降ってきては、士道の足元や進路を
爆
 ばく
 発
 はつ

 させていた。

　シェルターからの
脱
 だつ
 出
 しゆつ

 に使った〈
封解主
 ミカエル

 〉ならば、もっと早く
距
 きよ
 離
 り

 を縮められたのかもしれない。実際六喰は封印前、あの鍵によって空間に『孔』を開け、
長
 ちよう
 距
 きよ
 離
 り

 を一気に移動していた。

　しかしそれだけに、失敗したときのリスクが高い能力でもある。士道が六喰の霊力を封印したのはごく最近。〈
封解主
 ミカエル

 〉での長距離移動を実験したこともない。本当に望み通りの場所に出口を作れるか確信が持てなかったのだ。

　もしも全く関係のない場所に出てしまったなら、余計な時間を使ってしまうことになる。一刻を争う今、それは
致
 ち
 命
 めい
 的
 てき

 なロスになりかねなかった。

　ゆえに──士道が選んだのは〈
颶風騎士
 ラフアエル

 〉だった。

　確かに学校地下のシェルターと現場は遠く離れている。とはいえ、それは人間の足で考えたときのものである。

　風を操る最速の天使。その力を
以
 もつ

 て地を駆ける士道にとって、それはさしたる距離ではなかった──

「…………ッ
 !?
 」

　と。

　十香たちのもとへと
突
 つ

 き
進
 すす

 む道中、士道は不意に
身体
 からだ

 を襲った違和感に
眉
 まゆ

 をひそめた。
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 集中力が
途
 と
 切
 ぎ

 れ、スピードが
鈍
 にぶ

 ってしまう。

「なんだ……、一体……っ」

　顔をしかめながら胸元に手を置き、呼吸を整える。

　流れ弾が当たったわけではない。天使を使いすぎた反動とも違う。というか──身体に変調は表れていなかった。

　けれど、
間
 ま
 違
 ちが

 いなく何かが起こったのだ。そう、言うなればまるで、士道の身体を包んでいた〈
颶風騎士
 ラフアエル

 〉の風が、一瞬
震
 ふる

 えたかのような感覚だった。

「耶俱矢……夕弦……？」

　
不
 ふ
 吉
 きつ

 な予感に
喉
 のど

 を
絞
 しぼ

 る。士道は息を
詰
 つ

 まらせると、再び地を
蹴
 け

 り、瓦礫の街を駆けようとした。

　が──そのとき。

　士道の行く手を
遮
 さえぎ

 るように、前方に爆発が巻き起こった。

「ぐ……ッ!?
 」

　一瞬派手な流れ弾かとも思ったが──違う。それは明らかに、士道を
狙
 ねら

 っての攻撃であった。

　そして何より、士道ははっきりと見たのだ。その爆発が起こる寸前、何枚もの紙のようなものが上空から飛来してくるのを。

「──〈ニベルコル〉……！」

　その名を
叫
 さけ

 び、
警
 けい
 戒
 かい

 態勢を取る。

　すると
煙
 けむり

 を
裂
 さ

 くようにして辺りに紙が
舞
 ま

 い
踊
 おど

 り、その中から、同じ
貌
 かお

 をした幾人もの少女が姿を現した。

「見つけたわよ、五河士道」

「さっきはよくもやってくれたわねェ？」

　先ほどまでの
巫山戯
 ふざけ

 た様子ではなく、
憎
 にく
 々
 にく

 しげに士道を
睨
 にら

 み付けながら〈ニベルコル〉が言ってくる。

　とはいえそれも当然かもしれなかった。何しろ先刻〈ニベルコル〉は、士道のキスの
嵐
 あらし

 によってその個体数を
大
 おお
 幅
 はば

 に減らされていたのだから。

「く……」

　士道は心中で
歯
 は
 嚙
 が

 みした。今は一刻も早く十香たちのもとに戻らねばならない。最悪のタイミングで、嫌な相手に
遭
 そう
 遇
 ぐう

 してしまった。

　けれど、それを相手に
悟
 さと

 らせるのは悪手である。士道はフッと
頰
 ほお

 を緩めると、〈ニベルコル〉に
微笑
 ほほえ

 みかけてみせた。

「──そんなに俺に会いたかったのかい、
子
 こ
 猫
 ねこ

 ちゃん。いけない子だ」

『ひ──ッ』

　士道の言葉に、〈ニベルコル〉たちが
怯
 おび

 えたように息を詰まらせる。……至極予想通りというか、それを狙って放った言葉ではあるのだが、
可愛
 かわい

 らしい少女の姿をした〈ニベルコル〉にそんな反応をされると、なんというか……少しだけショックだった。

　とはいえ、言葉一つで相手の優位に立てたのは悪くない。このまま〈ニベルコル〉が士道を
恐
 おそ

 れて
逃
 に

 げてくれれば最良だが──

「──落ち着きたまえ、〈ニベルコル〉」

　が、そのとき。

　士道の思考を遮るように、そんな声が
響
 ひび

 いてきた。

「な……」

　士道は思わず
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せた。──その声に、聞き覚えがあったのである。

　確かあれは九月。ＤＥＭ日本支社で。

　そして一月。〈ラタトスク〉の基地で耳にした、声。

　士道の予感を裏付けるように、瓦礫の
陰
 かげ

 から、一人の男が歩み出てくる。

　くすんだアッシュブロンドに、
錆
 さ

 び付いた金属のような色を映す
双
 そう
 眸
 ぼう

 。その身に
纏
 まと

 う異様な雰囲気は、精霊と対したときとも、
魔術師
 ウイザード

 と対したときとも異なる
脅
 きよう
 威
 い

 を士道に覚えさせた。

　そう。ＤＥＭインダストリー
業務執行取締役
 マネージング・デイレクター

 にして、この戦いの起点。

　精霊を
巡
 めぐ

 る争いを始めた、最初の男。

「さて、イツカシドウ。ここで決めようじゃあないか。

　──精霊の力を手にするのが
相応
 ふさわ

 しいのが、どちらかを」

　アイザック・ウェストコットは、
悠
 ゆう
 然
 ぜん

 と両手を広げ、そう言った。
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「はぁ……」

　朝の教室で。

　
崇
 たか
 宮
 みや
 真
 しん
 士
 じ

 は机に
頰
 ほお
 杖
 づえ

 を突きながら、
幾
 いく
 度
 ど

 もため息を
吐
 つ

 いていた。

　空間がまるごと
抉
 えぐ

 り取られるかのような
謎
 なぞ

 の災害──
空
 くう
 間
 かん
 震
 しん

 がこの街を
襲
 おそ

 ってからおよそ二週間。真士たちの通う高校は
奇
 き
 跡
 せき

 的に
被
 ひ
 害
 がい

 を
免
 まぬか

 れていたため、数日前から授業を再開していたのだった。

　大規模な災害が起こった場合、
近
 きん
 隣
 りん

 の学校は
被
 ひ
 災
 さい
 者
 しや

 の
避
 ひ
 難
 なん

 場所になるケースも多いのだが、先の災害では被害に
遭
 あ

 った住民が、街とともに
消
 しよう
 滅
 めつ

 してしまったため、災害規模に比べて
驚
 おどろ

 くほど避難民が少なかったのである。

　とはいえ無論、教室の景色が災害前と同じということはない。仏花の
飾
 かざ

 られている机は一つや二つでは利かなかったし、被害を免れたものの、未だ精神的なショックが
拭
 ぬぐ

 えず
寝
 ね
 込
 こ

 んでいる生徒もいた。中には、空間震の再発を恐れて他県へ
引
 ひ

 っ
越
 こ

 してしまった者もいるらしい。

　真士のため息が、それらに全く関わりがないといえば
噓
 うそ

 になった。

　少し前まで
普
 ふ
 通
 つう

 に会話を交わしていたクラスメートが
突
 とつ
 然
 ぜん

 いなくなってしまったことには少なからず悲しみを覚えているし、当然ながら、これから自分たちは一体どうなるのだろうという不安もある。

　しかしながら、人間の適応力というのは
凄
 すさ

 まじいもので、真士をはじめ、残った生徒たちは今の
環
 かん
 境
 きよう

 に段々と慣れ始めていた。

　最初こそ友人の死に
涙
 なみだ

 する者も多かったが、失われていた学校での日々を
繰
 く

 り返すうち、その顔には次第に笑顔が戻りつつあったのである。

　不可思議で不定形で不確実な非日常の
残
 ざん
 滓
 し

 。その中でどうにか前に進むため、少年少女たちはバラバラに散らばった日常の
欠片
 かけら

 を拾い集めている。

「……はぁ」

　しかしそんな中吐き出される真士のため息には、
不
 ふ
 謹
 きん
 慎
 しん

 ながらもう一つの意味があったのである。

「
随
 ずい
 分
 ぶん

 ため息が多いね、崇宮くん」

「……ん？」

　と、真士が幾度目とも知れぬため息を吐いていると、不意にそんな声がかけられた。

　声の方向を見やると、そこに
眼鏡
 めがね

 をかけた温和そうな少年がいることがわかる。真士は「ああ」と短く答えて顔を上げた。

「おはよう、
五
 いつ
 河
 か

 」

「うん、おはよう」

　真士の友人・五河
竜
 たつ
 雄
 お

 は、にこりと笑いながらそう返すと、首を
傾
 かし

 げてきた。

「で、どうしたの？　何か心配ごと？」

「ん……ああ、まあ、そんなところだ」

　真士は
曖
 あい
 昧
 まい

 な調子で苦笑すると、言葉を
濁
 にご

 した。

「ふーん……」

　すると竜雄は、何やらじーっと真士の顔を見たのち、ぽつりと
呟
 つぶや

 くように言ってきた。

「……もしかして、好きな子でもできた？」

「──ぶふゥッ！」

　突然そんなことを言われ、思わず
咳
 せ

 き込む。驚いたクラスメートたちが、なんだなんだと視線を
寄
 よ
 越
 こ

 してきた。

「お、おまえな……何突然変なこと言い出すんだよ」

「あれ、まさか図星？　僕の
勘
 かん

 も捨てたもんじゃないな」

「…………
 」

　竜雄の声に、真士は頰を赤くしながら視線を
逸
 そ

 らした。

　……
恥
 は

 ずかしながら、その通りだったのである。昨日
澪
 みお

 をデートに
誘
 さそ

 ってからというもの、常に脳裏に澪の顔がちらつき、何も手に付かなかったのだ。

「へいへいへーい」

「なんか面白そうな話してるじゃなーい？」

「私たちもちょっと混ぜなさいよー」

　するとそこで、そんな二人の会話を耳ざとく聞きつけたのか、ザザッと三人の女子生徒がやってきた。真士のクラスの仲良し三人
娘
 むすめ

 、
亜
 あ
 子
 こ

 、
麻
 ま
 子
 こ

 、
美
 み
 子
 こ

 だ。

「な、なんだよおまえら。別になんでもないって」

「いんやー、しかと聞かせていただきやしたぜ
旦
 だん
 那
 な

 」

「まさかあの
人
 じん
 畜
 ちく
 無
 む
 害
 がい

 な崇宮くんに春が来るとはねー」

「で、相手はどんな子なのよ。言ったんさい言ったんさい」

「お、おまえらなぁ……」

　と。

「──シン」

　真士が三人に詰め寄られていると、教室の入り口の方からそんな
澄
 す

 んだ声が響いてきた。

「へ──？」

　真士はそちらに視線をやると、ポカンと目を見開いた。

　
否
 いな

 、真士だけではない。そこにいた少女を見たクラスメート全員が、
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 とした様子で目を
奪
 うば

 われていた。

　しかしそれも無理からぬことである。それくらいに美しい少女が、そこにはいたのだから。

「み、澪……？」

　真士は表情を
驚
 きよう
 愕
 がく

 の色に染めたまま、その少女の名を呼んだ。

　すると澪は
嬉
 うれ

 しそうに頰を
綻
 ほころ

 ばせると、自分が
皆
 みな

 からの視線を浴びていることに気づいていないのか、それとも気にしていないのか、
物
 もの
 怖
 お

 じしない軽やかな足取りで真士の元まで歩いてきた。

「な、なんでこんなところに……」

「はい、これ。忘れ物だよ」

　真士が頰に
汗
 あせ

 を垂らしながら問うと、澪は手にしていた
鞄
 かばん

 の中から弁当箱の包みを取り出し、机に置いてみせた。

「あ……」

　それを見て、自分の鞄の中を探る。……澪のことを考えて上の空だったものだから、出かけるときに入れたと思っていた弁当箱が、入っていなかった。

「ありがとう……助かったよ」

「ふふ……シンの役に立っちゃった」

　澪は心底嬉しそうにそう言うと、小さく手を
振
 ふ

 ってみせた。

「じゃあ、私は
戻
 もど

 るね」

「お、おう」

　真士がそう返すと、澪はこくりと
頷
 うなず

 いてから
踵
 きびす

 を返した。

　が、その
途
 と
 中
 ちゆう

 、思い出したようにこちらに振り向いてくる。

「──今度のデート、楽しみにしてるよ。シンも、楽しみにしてて？」

　そしてそう言って、ニコッと微笑む。

「……！」

　その様があまりに可愛らしかったものだから、真士は思わず息を
詰
 つ

 まらせてしまった。

「あ、ああ……わかった」

「うん。じゃあね、シン」

　真士がどうにか呼吸を整えてそう言うと、澪はもう一度手を振って去っていった。

『…………
 』

　しばしの間、教室に
沈
 ちん
 黙
 もく

 が流れる。

「……ええと」

　真士は数秒後に
吹
 ふ

 き
荒
 あ

 れるであろう
嵐
 あらし

 を予見して、皆が言葉を失っている間にそろそろと教室を出ようとした。

　が──
遅
 おそ

 い。真士がその場を
離
 はな

 れようとした
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、その
襟
 えり
 首
 くび

 がむんずと
摑
 つか

 まれ、半ば無理矢理もとの席に着席させられた。

「ちょっと！　今の美少女
誰
 だれ

 よ崇宮くん!?
 」

「もしかしてあれが
噂
 うわさ

 のカノジョ!?
 」

「聞いてないんですけど!?
 」

「はー、やるなあ、崇宮くん」

　……などと。

　朝のホームルームが始まるまで、真士はクラスメートたちにこってり
絞
 しぼ

 られることになったのだった。
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　アイザック・ウェストコットが自分と他の人間との
違
 ちが

 いに気づいたのは、物心ついて間もなくのことである。

　ウェストコットは
才
 さい
 気
 き
 溢
 あふ

 れる少年であった。神童、天才の
類
 たぐい

 と言っても誰も異を唱えないくらいには。

　
魔術師
 メイガス

 の血統を
継
 つ

 ぐ
隠
 かく

 れ
里
 ざと

 の中でも
抜
 ぬ

 きん出た才覚を発揮し、同年代の誰よりも──否、ときには大人よりも
精
 せい
 妙
 みよう

 にマナを
扱
 あつか

 うことができた。彼に
対
 たい
 抗
 こう

 できたのは、師や村の長老たち、あとは彼のライバルを
自
 じ
 称
 しよう

 するエリオットくらいのものだった。

　それだけではない。語学、算術、運動──万事において、ウェストコットは
非
 ひ
 凡
 ぼん

 な成績を残した。

　けれど、それはあくまで程度の問題である。

　物事の
骨
 こつ

 を摑むのに
長
 た

 けているか、そうでないか。

　ただ、それだけの話だ。少なくともウェストコットはその点において、自分が他の者と違うなどと思ったことはなかった。

　
如何
 いか

 に位置が離れていようと、同じ道の上にいるのなら、いつかは追いつかれることもあるだろうし、逆もあるだろう。

　けれどウェストコットは気づいてしまったのだ。自分が立っている場所が、他の皆と交わりようのない、ねじれの位置にあることに。

　最初のきっかけは何だったか──そう、ウェストコットの家で飼っていた犬が死んでしまったときだ。

　ウェストコットが生まれる以前から家にいたその犬は、彼にとって生まれたときから
側
 そば

 にいる友だちであった。

　もちろん、ウェストコットは悲しんだ。彼はまだ幼い
歳
 とし

 ではあったけれど、生物の死を理解できるくらいには早熟であった。

　けれどそれ以上に──ウェストコットは心中で、
奇
 き
 妙
 みよう

 な興奮を覚えていたのである。

　悲しむ父母の顔に。同情する友人たちの顔に。死んでしまった犬の
亡
 なき
 骸
 がら

 に。そして──自分自身の
悲
 ひ
 哀
 あい

 に。

　
恐
 おそ

 らく皆からは非道とか不道徳とかと
呼
 こ
 称
 しよう

 される
喜
 き
 悦
 えつ

 を、覚えてしまったのだ。

　生まれながらのものなのか、
環
 かん
 境
 きよう

 によって形作られたものなのかはわからない。しかし明らかな差異。生物としての
欠
 けつ
 陥
 かん

 。

　とはいえ無論、ウェストコットはそれを表には出さなかった。彼はそれが皆と異なる感情であるという判断が付くくらいには
聡
 そう
 明
 めい

 であり、それを知られることの不利益を理解できるくらいには
賢
 けん
 明
 めい

 であった。

　他者と異なることは美徳であることもあるが、基本的には
忌
 き
 避
 ひ

 すべき
事
 こと
 柄
 がら

 である。

　人間は自分と違う者を恐れる。未知を
恐
 きよう
 怖
 ふ

 する。そして恐怖は
狂
 きよう
 気
 き

 を生み、狂気は争いを生む。

　だからこそ
魔術師
 メイガス

 の
末
 まつ
 裔
 えい

 は、人目を
避
 さ

 けるようにして、このような山間の集落に隠れ住んでいるのだから。

　幼い
頃
 ころ

 よりそれを教え込まれていたウェストコットは、
魔術師
 メイガス

 が人間から隠れるように、皆から心の
裡
 うち

 を隠し続けることを決めた。

　そして幸か不幸か、ウェストコットは子供ながら、自分の感情を
偽
 いつわ

 る
術
 すべ

 に長けていた。

　だから、ウェストコットが愛犬の死後、新たな犬を飼おうと言ったときも、両親は快く賛成してくれた。

　まさか息子が、愛犬を失った
哀
 かな

 しみを
埋
 う

 めようとしているわけでも、新たな友だちを求めようとしているわけでもなく──また犬を飼えば、いずれその死に様が見られるのではないかと考えていたなど、夢にも思わなかったろう。









　そうしてウェストコットは誰に疑われることもなく日々を過ごした。

　厳格ながらも心優しい両親、尊敬できる師、そして
互
 たが

 いに己を高め合える友人たちに
恵
 めぐ

 まれ、少しずつ成長していった。

　そんな彼を不幸が
襲
 おそ

 ったのは、彼が一〇歳になったばかりの頃である。

　昔から
身体
 からだ

 の弱かった母が、肺病を
患
 わずら

 い死んでしまったのだ。

　
人
 じん
 智
 ち

 を
超
 こ

 えた
魔
 ま
 術
 じゆつ

 の里とはいえ、死んでしまった者を
甦
 よみがえ

 らせることなどできはしない。村人たちはウェストコットの母を
悼
 いた

 み、手厚く
弔
 とむら

 った。

　彼らは若くして
伴
 はん
 侶
 りよ

 を失ったウェストコットの父を気の毒に思っただろう。

　そして、父の側で
涙
 なみだ

 を
堪
 こら

 えて
俯
 うつむ

 くウェストコットの姿に、心を打たれただろう。

　実際、彼らの感想は
間
 ま
 違
 ちが

 っていたわけではない。

　己を生み、
育
 はぐく

 んでくれた母の死。それはウェストコットに、
途
 と
 方
 ほう

 もない悲しみと
喪
 そう
 失
 しつ
 感
 かん

 を
与
 あた

 えた。

　しかし。

　ウェストコットはそれよりも大きく、人生で一番の
恍
 こう
 惚
 こつ

 を覚えていた。

　悲しくて悲しくてたまらない。気を抜けば涙が流れてしまいそうになる。きっと父も村人たちもそう思っている。この場には、悲哀と絶望が満ちていた。

　
嗚呼
 ああ

 ──なんて、心地よい。

　ウェストコットは
埋
 まい
 葬
 そう

 される母を見ながら、生まれて初めての絶頂を覚えた。









　──だから、それからおよそ一年後。

　小高い
丘
 おか

 から
炎
 ほのお

 に巻かれる村を見ているときも、ウェストコットの中には、
隣
 となり

 の三人とは異なる感情が
渦
 うず

 を巻いていた。

　
憤
 ふん
 怒
 ぬ

 。悲哀。絶望。様々な負の感情に混じって、彼は一人、
悦
 よろこ

 びを覚えていたのである。

　否──それは、今までウェストコットが感じていた喜悦とも、また少し毛色の違うものだった。

　なぜなら、彼は知ってしまったのだ。

　──嗚呼、なるほど。こう
 、してもいいのか、と。

　ウェストコットは自分と他人が違うことを自覚していた。己の感覚が異常であると理解していた。

　だからこそその感情を
覆
 おお

 い隠し、共同体の中で
孤
 こ
 立
 りつ

 せぬように歩んできた。絶望に悦びを
見
 み
 出
 いだ

 す性分を持ちながらも、自ら何かを害そうとはしなかった。いつかの死を期待して犬を飼うことはあっても、それを自分の手で殺そうとは思わなかった。

　けれどこのとき、ウェストコットの世界は変わった。

　人間たちが
魔術師
 メイガス

 に
牙
 きば

 を
剝
 む

 いた。──恐らくは、その未知の力を恐れて。

　ならば──ウェストコットたちがこれ
 をしてはいけない道理はないだろう。

　エリオットが
怒
 いか

 りに
震
 ふる

 えている。

　エレンが泣いている。

　カレンが声を殺している。

　反応は違えど、
皆
 みな

 が、人間への
復
 ふく
 讐
 しゆう
 心
 しん

 を
露
 あら

 わにしている。

　それは一種のパラダイムシフトである。

　異常な男の異常な感覚は、
歪
 ゆが

 んだ世界において正常な復讐心となった。

　こうされたのだから、仕方ないだろう。今ならば、エリオットたちも協力してくれるだろう。

　絶望と怒りの中、ウェストコットは密かな
歓
 かん
 喜
 き

 を覚えていた。





　許さない。絶対に許さない。

　──僕に報復の機会を与えてくれてありがとう。

　よくも僕の村を。僕の仲間を。

　──僕に
殺
 さつ
 戮
 りく

 の大義を与えてくれてありがとう。

　復讐してやる。

　──僕に復讐の理由を与えてくれてありがとう。

　世界を、作り
替
 か

 えてやる。

　──僕を
被
 ひ
 害
 がい
 者
 しや

 にしてくれて、ありがとう。





　　　　◇





「…………
 」

　
頰
 ほお

 を伝った
汗
 あせ

 が
唇
 くちびる

 に
触
 ふ

 れ、塩の味がする。

　
士
 し
 道
 どう

 は油断なく
腰
 こし

 を落とすと、
眼
 がん
 窩
 か

 の中で眼球を
巡
 めぐ

 らせた。

　周囲には紙片を構えた無数の〈ニベルコル〉。

　そしてその
最
 さい
 奥
 おう

 には──
闇
 やみ

 を
擬
 ぎ
 人
 じん
 化
 か

 したような男が静かに
佇
 たたず

 んでいた。

　サー・アイザック・レイ・ペラム・ウェストコット。

　ＤＥＭインダストリーの
首
 しゆ
 魁
 かい

 であり、〈ラタトスク〉の
仇
 きゆう
 敵
 てき

 。そして──三〇年前ウッドマンやエレンたちとともに『
精
 せい
 霊
 れい

 』を生み出した、この戦いの
元
 げん
 凶
 きよう

 である。

　
否
 いな

 ──もう一つ。

　士道は
忌
 いま
 々
 いま

 しげな目で、ウェストコットの顔を
睨
 にら

 み付けた。

　今、『シン』の
記
 き
 憶
 おく

 を取り
戻
 もど

 した士道にとってその男は、自分を殺し、あまつさえ
真
 ま
 那
 な

 を
拐
 かどわ

 かした、明確な
憎
 ぞう
 悪
 お

 の対象となっていたのである。

「おや？」

　と、それを見てか、ウェストコットが
眉
 まゆ

 の
端
 はし

 を
揺
 ゆ

 らす。

「前と少し
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 が変わったようだね。視線に宿る敵意が険を帯びている。今にも
嚙
 か

 み付かれてしまいそうだ。もしや──私に殺されたことでも思い出してくれたかい？」

「てめぇ……ッ
 」

「ほう、〈デウス〉が姿を現しているところから推測しただけだったが、図星かね」

　ウェストコットが笑みを
浮
 う

 かべながら言うと、左右にいた〈ニベルコル〉が「さすがだわ、お父様！」ときゃいきゃい声を上げた。

「…………
 」

　ウェストコットの姿、声、一挙手一投足全てが、士道の神経を逆なでする。

　しかし、士道は奥歯を嚙みしめてそれに
耐
 た

 えた。

　ウェストコットを許すことは絶対にできない。だが、今や士道の命は士道だけのものではないのだ。士道を助けるために、精霊や〈ラタトスク〉の機関員たちは、文字通り命を張ってくれている。ここで怒りにまかせてウェストコットに飛びかかるような
愚
 ぐ

 は犯せなかった。

　心を落ち着けるよう深呼吸をして、一度自分の周囲を
俯
 ふ
 瞰
 かん

 で見るようにイメージする。

　──思えばそれは、異常極まる光景だった。

　
戦
 せん
 闘
 とう

 が始まる前、
琴
 こと
 里
 り

 は言っていた。これは、〈ラタトスク〉がウェストコットを討つか、ＤＥＭが士道を討つかの戦いであると。

　そんな大将同士が二人、戦場のど真ん中で
対
 たい
 峙
 じ

 しているのである。
驚
 おどろ

 くなという方が無理な話だった。

「──ふ」

　すると、士道の思考を察したように、ウェストコットが頰を
緩
 ゆる

 めた。

「〈デウス〉の天使に、
旗
 き
 艦
 かん

 ごと殺されてしまってね。いやはや、改めて思うよ。本当に──素晴らしい力だ」

　そして、
芝
 しば
 居
 い

 がかった調子で
大
 おお
 仰
 ぎよう

 に両手を広げながら、続けてくる。

「しかし困ったことになった。〈デウス〉が現れてくれたことは非常に喜ばしいが、今の私では彼女の力を取り込むことは不可能だろう。──そこで、イツカシドウ。彼女に至るために、君の保有している
霊
 れい
 力
 りよく

 を先にいただくことにしたよ」

「何だと……？」

　士道が眉をひそめると、ウェストコットはさらに笑みを
濃
 こ

 くし、片手を前方に向けてみせた。

　次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、彼の周囲の空間がぐにゃりと歪んだかと思うと、そこから、
巨
 きよ
 大
 だい

 な本のようなものが姿を現す。

　闇を思わせる
漆
 しつ
 黒
 こく

 の装丁。そこから
滲
 にじ

 み出る
威
 い
 圧
 あつ
 感
 かん

 は、目にしているだけで士道の心臓を
圧
 あつ
 迫
 ぱく

 してくるかのようだった。

「……っ、〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉……！」

　士道は表情を険しくしながら、
呻
 うめ

 くように言った。

　そう。
魔
 ま
 王
 おう

 〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉。ウェストコットが
二
 に
 亜
 あ

 から
奪
 うば

 った、天使〈
囁告篇帙
 ラジエル

 〉の反転した姿である。

　士道は
肌
 はだ

 がひりつくような感覚を覚えながら片足を引いた。

　──一刻も早く、
十
 とお
 香
 か

 たちのもとへ戻らねばならない。敵の首魁たるウェストコットと対面してなお、その考えは変わっていなかった。

　確かにウェストコットを討ち果たせば、この戦いは〈ラタトスク〉の勝利に終わる。けれど、今は戦闘が始まる前とは
状
 じよう
 況
 きよう

 がまるで異なっていた。

　
澪
 みお

 。始原の精霊。第三勢力である彼女が現れたことにより、戦場は混迷を極めていたのである。

「……ち」

　士道は敵に聞こえぬくらい小さく、舌打ちをした。

　──〈
颶風騎士
 ラフアエル

 〉で
駆
 か

 け
抜
 ぬ

 ける？

　否、〈ニベルコル〉はここだけにいるわけではない。進路を
塞
 ふさ

 がれ
挟
 きよう
 撃
 げき

 されるだろう。

　──〈
破軍歌姫
 ガブリエル

 〉で足を止めさせる？

　否、霊力を保有した相手に〈
破軍歌姫
 ガブリエル

 〉の洗脳は通用しない。

　──〈
封解主
 ミカエル

 〉で空間を
飛
 と

 び
越
 こ

 える？

　否、やはり確実性に欠けるし、空間に『
孔
 あな

 』を開けるのを、彼らが
見
 み
 逃
 のが

 すとも思えない。

　頭の中で
幾
 いく

 つも策を考えては、否定していく。

　そして、思考によって極限まで圧縮された数秒ののち。

「────
 」

　士道は細く息を
吐
 は

 くと、キッと視線を
鋭
 するど

 くしてウェストコットを睨み付けた。

　そして、唱える。

　その、天使の名を。

「──〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉」

　瞬間、士道の手の中に、
淡
 あわ

 い光を放つ
大
 たい
 剣
 けん

 が現れる。

〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉。全てを断つ
剣
 つるぎ

 。言わずと知れた十香の天使である。

　否──それだけではない。

「〈
氷結傀儡
 ザドキエル

 〉──〈
颶風騎士
 ラフアエル

 〉──〈
絶滅天使
 メタトロン

 〉──」

　次々と。

　天使の名を、
紡
 つむ

 いでいく。

　そのたび、士道の周囲には冷気の
壁
 かべ

 が渦を巻き、風が
舞
 ま

 い
踊
 おど

 り、光を放つ幾つもの『羽』が現れた。

　そう。幾つもの策の果てに士道が出した結論。

　それは最もシンプルで、最も頭が悪く──しかし最も確実な方法だった。

「……いいぜ。始めようか、
魔
 ま
 術
 じゆつ
 師
 し

 」

　士道は天使
顕
 けん
 現
 げん

 の反動で
軋
 きし

 みを上げる
身体
 からだ

 を
前
 ぜん
 屈
 くつ

 させながら、〈
破軍歌姫
 ガブリエル

 〉の力を
纏
 まと

 わせた声で告げた。

【──
速
 そつ
 攻
 こう

 で片を付けてやる。おまえには、
覚
 かく
 悟
 ご

 の間さえ
与
 あた

 えない】





　　　　◇





　──空が、青い。

　目を開いたエレンが最初に感じたのは、それだった。

　抜けるような青さを
誇
 ほこ

 る冬の空に、まばらに雲がたなびき、なんとも
和
 なご

 やかな景色を作り出している。……まあ、その
端
 はし
 々
 ばし

 に、空中
艦
 かん

 や
魔術師
 ウイザード

 たちのシルエットがなければの話ではあったけれど。

「ぁ……」

　
一
 いつ
 拍
 ぱく

 
遅
 おく

 れて、全身に痛みが走る。エレンは脳内で
顕現装置
 リアライザ

 に指令を発し、痛覚を
鈍
 どん
 化
 か

 させながら頭を上げた。

　自分の身体を見下ろす。──全身に
纏
 まと

 った白金のＣＲ‐ユニット〈ペンドラゴン〉が、見るも
無
 む
 惨
 ざん

 に
破
 は
 壊
 かい

 され、所々から生白い肌が
覗
 のぞ

 いていた。

　そこでようやく、ぼんやりとしていた脳が働き出す。

　状況を認識。記憶を精査。
混
 こん
 濁
 だく

 した意識を再生。

　そう。エレンはウッドマンに向けて最大出力の
攻
 こう
 撃
 げき

 を放ち──敗れたのだ。

「く……」

　エレンは顔をしかめると、忌々しげに
拳
 こぶし

 を
握
 にぎ

 りしめた。

　エレンの
顕現装置
 リアライザ

 操作に問題はなかった。ユニットは思い通りに
駆
 く
 動
 どう

 し、
随意領域
 テリトリー

 もまた、エレンの意のままに展開していた。ウッドマンを目にしたことによる
逸
 はや

 りはあったにせよ、それもエレンの実力の領分だろう。

　敵の
権
 けん
 謀
 ぼう
 術
 じゆつ
 策
 さく

 に
陥
 おとしい

 れられたわけでもなく、体調不全やマシントラブルもない。全力で最強の
一
 いち
 撃
 げき

 を放ち──そして負けた。言い訳しようのない大敗北だった。

　
悔
 くや

 しくて悔しくて、泣いてしまいそうになる。実際エレンの目には、うっすらと
涙
 なみだ

 の
膜
 まく

 が張っていた。ウッドマンが許せない。そして何より、それに勝つことのできない自分が、許せなかった。

　──けれど。
嗚呼
 ああ

 、けれど、なぜだろうか。

　エレンは頭の
片
 かた
 隅
 すみ

 で、この光景を想定してしまっていたような気がした。

　自ら人類最強を名乗りながらも。ウッドマンに剣を向けながらも。心のどこかで、彼には敵わないのではないかという予感があった気がしてならなかった。

　きっと二人に差があったとしたなら、そこなのだろう。

　
魔術師
 ウイザード

 とは
顕現装置
 リアライザ

 を
繰
 く

 り、
随意領域
 テリトリー

 を操る者。意志の力で
以
 もつ

 てそれらを
制
 せい
 御
 ぎよ

 せねばならない以上、その
潜
 せん
 在
 ざい

 意識の差は、
致
 ち
 命
 めい
 的
 てき

 なものとなり得た。

「──よう」

　と。

　エレンが悔し涙に
双
 そう
 眸
 ぼう

 を
濡
 ぬ

 らしていると、前方からそんな声が
響
 ひび

 き──
濃
 のう
 密
 みつ

 な
土
 つち
 煙
 けむり

 を
裂
 さ

 くようにして、ウッドマンが姿を現した。

　身体を
覆
 おお

 っていた金色のＣＲ‐ユニットは
半
 はん
 壊
 かい

 し、手にしていた武器は原型をとどめていない。束ねられていた
金
 きん
 髪
 ぱつ

 は血と
埃
 ほこり

 に
汚
 よご

 れ、風に
煽
 あお

 られるようになびいていた。エレンに勝るとも
劣
 おと

 らない
満
 まん
 身
 しん
 創
 そう
 痍
 い

 である。

　けれど、似たような傷を負いながらも、エレンは地に
倒
 たお

 れ、ウッドマンは二足で立っている。その事実こそが、この戦いの結果だった。

「俺の勝ち……ってことでいいかな、これは」

「…………
 」

　ウッドマンが気安い調子で笑いながら言ってくる。エレンは
眉
 み
 間
 けん

 に深い
皺
 しわ

 を刻みながらウッドマンを
睨
 にら

 み付け──やがて大きく息を吐き出した。

「──殺しなさい」

「……あん？」

　エレンがぽつりと
零
 こぼ

 すように言うと、ウッドマンは
眉
 まゆ

 を
歪
 ゆが

 めてそう返してきた。

　エレンはそんなウッドマンを見返しながら、続けた。

「その通り、あなたの勝ちです、エリオット。──これ以上
生
 い

 き
恥
 はじ

 を
晒
 さら

 すことはできません。早く、殺しなさい」

「…………
 」

　エレンの言葉に、ウッドマンは長く息を吐くと、
腰
 こし
 元
 もと

 から小型のレイザーブレイドを引き抜きながら、エレンのもとにゆっくりとした足取りで歩み寄ってきた。

　そしてレイザーブレイドの切っ先を真下に向け──

　そのまま一息にエレンの胸へと
突
 つ

 き
刺
 さ

 した。

「……っ──
 」

　
魔
 ま
 力
 りよく

 を固めた
刃
 やいば

 が
随意領域
 テリトリー

 を切り裂き、次いでバヂッという音が鳴り響く。

　次の瞬間、エレンの身体を覆っていた
随意領域
 テリトリー

 が
霧
 む
 散
 さん

 し、
眠
 ねむ

 らせていた痛覚が目を覚ました。

　──ああ、これが死か。

　なんと
呆気
 あつけ

 ない。エレンは不思議な
感
 かん
 慨
 がい

 とともに目を閉じた。

「……？」

　だが、いつまで
経
 た

 っても、全身が
鈍
 にぶ

 く痛むばかりで、意識が
途
 と
 切
 ぎ

 れない。

　エレンは
不
 ふ
 審
 しん

 に思い、うっすらと目を開けると、レイザーブレイドが突き刺さった自分の胸元に視線を落とした。

　そして──

「な……っ!?
 」

　それを見て、思わず声を裏返らせる。

　しかしそれも当然である。何しろ、ウッドマンのレイザーブレイドは、エレンの胸を
貫
 つらぬ

 いてはいなかったのだから。

　そう。魔力で編まれた
柔
 じゆう
 軟
 なん

 な刃は、エレンの胸に達する寸前でその方向を変え、エレンの身体を
舐
 な

 めるように背に回り込んでいたのである。

　
恐
 おそ

 らくは──ユニットの後背部に
搭
 とう
 載
 さい

 された
顕現装置
 リアライザ

 を破壊するために。

「……！　どういうつもりですか、エリオット……！」

　エレンは目を見開くと、ウッドマンに非難の声を上げた。そのたびヒビの入った
肋
 ろつ
 骨
 こつ

 が悲鳴を上げるが、構わずウッドマンを睨み付ける。

　するとウッドマンは、レイザーブレイドを抜くと、やれやれといった調子でそれを腰元に収納した。

「どういうつもりって、敵を無力化するのは当然のことだろうが。おまえに
顕現装置
 リアライザ

 を持たせておくのは危険過ぎる。その
怪
 け
 我
 が

 、装備の破損状況を
考
 こう
 慮
 りよ

 しても、通常の
魔術師
 ウイザード

 じゃあ相手にならんだろ」

「そういうことを言っているのではありません！　なぜ私を殺さないのですか！」

　エレンが悲鳴じみた
叫
 さけ

 びを上げると、ウッドマンは「は？」と
大
 おお
 仰
 ぎよう

 に
肩
 かた

 をすくめてみせた。

「敗者が勝者に命令すんな、バカ」

「…………っ！
 」

　その言葉に、エレンはカァッと顔が熱くなるのを感じた。

「ば……っ、バカとはなんですか、バカとは！　ふざけるのも
大
 たい
 概
 がい

 にしなさい……！」

「ふざけてなんかいねえよ。敗者は勝者に従う。当然のことだろうが。殺す殺さねえはこっちの自由だろ」

「それがふざけているというのです！　私を
馬
 ば
 鹿
 か

 にしているのですか!?
 」

「おう。だから言ってんだろ、バカって」

「そういうことではありません……ッ！
 」

　エレンは拳を地面に
叩
 たた

 き付けながら叫びを上げた。

　戦いに敗れたときとはまた別の
屈
 くつ
 辱
 じよく

 が
肺
 はい
 腑
 ふ

 を満たす。

　この男は、ウッドマンは、今し方
死
 し
 闘
 とう

 を演じた宿敵を前にしてなお、子供
扱
 あつか

 いを続けていたのである。

　そう。まるで──数十年前、まだエレンたちの故郷があった
頃
 ころ

 のように。

　エレンは、
辛
 かろ

 うじて眼球の周りにとどめていた涙が、
粒
 つぶ

 となって零れ落ちそうになるのを感じた。

「なぜ……なぜあなたはそうなのです、エリオット！　昔から私を馬鹿にして！　子供扱いをして！　こんな
状
 じよう
 況
 きよう

 になってなお手心を加えて！　無礼にもほどがあります！　なぜ私を敵として認めないのですか！　なぜ！」

「あーもううるさいうるさい。ちょっと
黙
 だま

 ってろ」

　ウッドマンが
鬱
 うつ
 陶
 とう

 しげに耳を
塞
 ふさ

 ぐような動作をする。

　すると次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、身体から痛みが引くような感覚とともに──
途
 と
 方
 ほう

 もない
眠
 ねむ
 気
 け

 が
襲
 おそ

 ってきた。

　恐らく、ウッドマンが
随意領域
 テリトリー

 で以てエレンの意識を断絶しようとしているのだろう。そして
顕現装置
 リアライザ

 を失ったエレンに、それに
抗
 あらが

 う
術
 すべ

 はなかった。

「なぜです！　なぜ──」

　目から、臨界状態に達した涙が
一
 ひと
 粒
 つぶ

 、零れ落ちる。

「──なぜ、私を連れていってくれなかったの、エリオット──」

　その言葉を最後に、エレンの意識は
闇
 やみ

 へと落ちていった。









「…………
 」

　エレンの
瞼
 まぶた

 がふっと閉じられ、それきり
寝
 ね
 息
 いき

 以外の音を立てなくなる。

　ウッドマンはそれを見ながら、半壊したレイザーランス〈ゴングナー〉を地面に落とし、大きく息を
吐
 は

 いた。

〈フラクシナス〉の
主
 しゆ
 砲
 ほう

 と原型を同じくするそれは、本来であれば個人で運用できるような装備ではない。全盛期の力を取り
戻
 もど

 したウッドマンでさえ、使用に際しては身体へのダメージを覚悟せねばならなかった。

「……やれやれ、骨が折れたな」

　言いながら、よろめくような格好で、眠るエレンの
隣
 となり

 に
腰
 こし

 を下ろす。

　
身体
 からだ

 中が
軋
 きし

 むように痛んだ。
随意領域
 テリトリー

 の補助がなければ、今の今まで立っていることもできなかっただろう。

　辛うじて負けを認めさせたものの、実際のところウッドマンも、〈ゴングナー〉の過負荷を差し引いたとしても、相打ちに近い傷を負っていたのである。

「……本当に、強くなったな、エレン」

　エレンの頭を
撫
 な

 でながら、感慨深げに言葉を
零
 こぼ

 す。

　里で一番の落ちこぼれで、マナの扱いもろくにできなかったあのエレンが、まさかここまでの開花を
遂
 と

 げるとは。

「最強……か」

　エレンが繰り返していたその言葉を、口の中で転がす。

　彼女は
偏
 へん
 執
 しゆう

 的なほどに、それに
拘
 こだわ

 っていた。ウッドマンもそれを知っていたからこそ、彼女を煽り立てるのにその言葉を用いたのだ。

　けれど今思えば、そもそもエレンが最強であることを
自
 じ
 称
 しよう

 し続けたのは、ウッドマンの存在が原因であったのかもしれない。

　かつてともに学び、技を
磨
 みが

 いた相手にして、
遥
 はる

 かな高みにいた友。

　しかしそれだけの力を持ちながら、自らを裏切った
憎
 にく

 むべき敵。

　それに負けぬよう、自ら最強を名乗り、己を
鼓
 こ
 舞
 ぶ

 し続けた。

　
或
 ある

 いは──ウッドマンに、真の最強を証明してみせろと
訴
 うつた

 え続けた。

　ウッドマンには、そう思えてならなかったのである。

　けれどもしその考えが正しかったとするなら……それは何とも
滑
 こつ
 稽
 けい

 なことに
違
 ちが

 いなかった。なぜなら──

「……人類最強の座なんてもんがあるなら、それはとっくにおまえのものだってのに」

　この戦いは、安定的に一〇〇の力を発揮できる者が、
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 だけ一〇一の力を出せる者に不意を
衝
 つ

 かれたというだけの話に過ぎない。人類最強の
魔術師
 ウイザード

 は
誰
 だれ

 かとウッドマンが問われたならば、
間
 ま
 違
 ちが

 いなくエレン・メイザースの名を挙げただろう。……まあ、それを問うた相手がエレンだったなら、話は別だったかもしれないけれど。

「ん……」

　ウッドマンはエレンの頭を撫でる手に、
違
 い
 和
 わ
 感
 かん

 を覚えた。

　
否
 いな

 、手だけではない。足、胸、頭──身体の至る
箇
 か
 所
 しよ

 から、怪我の痛みや
疲
 ひ
 労
 ろう

 とは別の何かが生じていく。

　限界を
超
 こ

 えて
酷
 こく
 使
 し

 された身体が、
崩
 ほう
 壊
 かい

 していくかのような感覚。次第に身体に力が入らなくなり、エレンにもたれ
掛
 か

 かるような格好でその場に
倒
 たお

 れ込んでしまう。

「……なんだ、わりと早かったな。エレンの
奴
 やつ

 を眠らせといて正解だったか」

　だが、ウッドマンは
狼狽
 うろた

 えなかった。もとより、こうなることは予想できていたのである。

　ウッドマンの他にエレンを押さえ込める人間がいない以上、仕方のない
措
 そ
 置
 ち

 ではあった。

　そう。全ては
精
 せい
 霊
 れい

 を守るため。

『あの少女』と同じ、少女たちを守るため。

　そしてウッドマンは、その目的を達した。精霊たちに届きうる人類最強の刃を、見事折ってみせたのだ。

　ならばどうして、ウッドマンに
悔
 く

 いなどが残ろうか。死神に手招きを受けながらも、ウッドマンの顔は晴れやかなものだった。

　けれど、あえて心残りを挙げるとするならば──

「…………
 ごめんな、カレン。──エレン」

　ウッドマンは誰も聞くことのないであろう言葉を零すと、
霞
 かす

 む視界で空を見上げた。

「さて……悪いが少年、俺はここまでのようだ。あとは──任せたぞ」

　──空には、
巨
 きよ
 大
 だい

 な球状の花が一輪、
咲
 さ

 いている。

　その
威
 い
 容
 よう

 から伝わる力は、かつてウッドマンが
焦
 こ

 がれた、始原の精霊の力そのものであった。

「ああ──────────
 、きれい、だ」

　ウッドマンは
穏
 おだ

 やかな笑みを
浮
 う

 かべると、静かに目を閉じた。





　　　　◇





「──〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉」





　澪が手を
掲
 かか

 げ、そう言った瞬間。

　ぞわ────
 、と。

　十香たちの背すじを、
凄
 すさ

 まじい悪寒が襲った。

　それは、澪が天使〈
万象聖堂
 アイン・ソフ・オウル

 〉を
顕
 けん
 現
 げん

 させたときと
酷
 こく
 似
 じ

 した感覚。生命を
維
 い
 持
 じ

 しようという本能が、身体に最大限の
警
 けい
 鐘
 しよう

 を鳴らす。

　──次の瞬間。大地が
震
 ふる

 え、澪の背後から、巨大な
尖
 せん
 塔
 とう

 が姿を現した。

　
硝子
 ガラス

 を思わせる無機的な表面。空を
仰
 あお

 ぐように広がった
幾
 いく

 つもの枝葉。そして幹の一部が縦に
裂
 さ

 け、そこから、
樹霊
 ドリユアス

 の
如
 ごと

 く少女の形をした何かが顔を
覗
 のぞ

 かせる。

　そう。その姿は──天を
貫
 つらぬ

 く大樹を思わせた。

　否、それだけではない。

「な……!?
 」

　十香は目を見開き、
喉
 のど

 を
絞
 しぼ

 った。

　十香だけではない。澪に対していた真那も、他の精霊たちも、同様に顔を
驚
 きよう
 愕
 がく

 の色に染めている。

　だがそれも無理からぬことではあった。何しろ、澪の背後に大樹が出現した次の瞬間、それを中心として、まるで樹が根を張るように、周囲の景色が様変わりしていったのだから。

　乱戦によって
破
 は
 壊
 かい

 された街並みが、
煙
 けむり

 を上げる
廃
 はい
 墟
 きよ

 が、地にバラ
撒
 ま

 かれた〈バンダースナッチ〉や空中
艦
 かん

 の
残
 ざん
 骸
 がい

 が──否、それどころか、雲のたなびく冬空までもが、別のものに
変
 へん
 貌
 ぼう

 していく。

「……ッ!?
 　これは……」

　得体の知れない現象に、十香は最大限の
警
 けい
 戒
 かい

 とともに辺りを見回した。

　白と黒とで構成された、モノクロの世界。方眼紙のように整然と区切られた地面に、ブロック状の段差が連なり、
漆
 しつ
 黒
 こく

 の空がそれを
睥
 へい
 睨
 げい

 している。

　情報量が極限まで
廃
 はい

 された、簡素な風景。

　まるで世界の外装が
剝
 は

 がされたかのような、途方もない違和感。

「…………
 」

　十香は、〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉を
握
 にぎ

 る手に力を込めた。

　
粘
 ねん
 度
 ど

 の高い
汗
 あせ

 が背中を
濡
 ぬ

 らす。
渇
 かわ

 ききった喉がちくちくと痛む。
動
 どう
 悸
 き

 が身体を支配し、その震えを全身へと広げていく。

　精霊たちも、
怯
 ひる

 まず澪に視線を向け続けているものの、やはり
狼
 ろう
 狽
 ばい

 は
隠
 かく

 しきれないようだった。背後から、声が
漏
 も

 れ聞こえてくる。

「むん……一体何なのじゃ、これは」

「
幻
 げん
 覚
 かく

 ……じゃない……ですよね」

「……、
随意領域
 テリトリー

 ？　でも、こんな──」

　と、
折
 おり
 紙
 がみ

 が言うと、それに答えるように澪が声を発してきた。

「……その感覚は間違いではないよ。ＤＥＭが『これ』をモデルに再現したのが、
随意領域
 テリトリー

 という空間だ」

　そしてそう言いながら、天に掲げていた手をゆっくりと下ろす。

「……私の
随意領域
 テリトリー

 は、常に展開され続けている。この世界から、
薄
 うす
 膜
 まく

 を一枚
隔
 へだ

 てた先に。そして今、私はその
核
 かく

 たる〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉の一部をここに
召
 しよう
 喚
 かん

 した。つまり今、私を中心としたこの一帯は──『
隣
 りん
 界
 かい

 』と化している」

「隣界──」

　澪の言葉に、十香は
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せた。

　その名には聞き覚えがあった。この世界の隣にある世界。精霊の
棲
 す

 まう場所。
記
 き
 憶
 おく

 こそないが、十香たちもその世界からこちらの世界へとやってきたという話である。

　それが何を意味するのかはわからない。けれど、十香たちにとって
愉
 ゆ
 快
 かい

 な事態でないことだけは確かだった。

「──むん」

　十香と同じことを考えたのだろう。
六
 む
 喰
 くろ

 が、手にした
錫
 しやく
 杖
 じよう

 の
先
 せん
 端
 たん

 を澪に向ける。

「〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉とやらが
如何
 いか

 な力を持つのかは知らぬ。じゃが──止めて
 しまえば関係はなかろう……！」

　声を上げると同時、六喰が錫杖を
繰
 く

 り出す。するとその前方の空間に『
孔
 あな

 』が生じ、錫杖の先端を飲み込んだ。

「〈
封解主
 ミカエル

 〉──【
閉
 セグヴア

 】！」

　そしてそう
叫
 さけ

 びながら、六喰が錫杖を
捻
 ひね

 った。

　
鍵
 かぎ

 の天使〈
封解主
 ミカエル

 〉。その力はまさに絶大の一言。形あるものから形なきものまで、封じられないものなど存在しない。──たとえそれが、始原の精霊が持つ天使〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉であったとしても。

　確かに得体の知れない敵に対する一手目としては、この上ない回答であるように思われた。だが──

「……！　
駄
 だ
 目
 め

 だ、六喰！」

　十香は、半ば無意識のうちに叫びを上げていた。

　自分でもなぜかはわからない。何か
根
 こん
 拠
 きよ

 があったわけでもない。

　けれど、十香の本能が、直感が、けたたましく警鐘を鳴らしていたのである。

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 ──

「あ……が……っ──？
 」

　六喰が驚愕に目を見開き、その
唇
 くちびる

 から
苦
 く
 悶
 もん

 がこぼれ落ちる。

「六喰……!?
 」

　十香は六喰に目をやり、そこで気づいた。

　六喰が繰り出した〈
封解主
 ミカエル

 〉が、空間に開いた『孔』を通って、六喰自身の首すじに
突
 つ

 き
刺
 さ

 さっていることに。

「な──」

「……駄目だよ」

　十香が息を
詰
 つ

 まらせると、澪がぽつりと
呟
 つぶや

 くように言った。

「……言っただろう？　『ここ』は、こちらの世界に
侵
 しん
 蝕
 しよく

 した隣界。──私の世界
 だ。全ての法則、全ての条理、全ての自然律が、君たちの知る世界とは異なる。この世界において、〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉を
攻
 こう
 撃
 げき

 することは、できないことになっている
 んだ。──人が水の中で生きられないように。木から
離
 はな

 れた
林
 りん
 檎
 ご

 が空に落ちないように」

　澪がそう言うと同時、自らの天使の
一
 いち
 撃
 げき

 を浴びた六喰の身体がぐらりと
揺
 ゆ

 れ、モノクロの地面に
伏
 ふ

 した。彼女の身体を
覆
 おお

 っていた霊装が光と消え、その背から、
淡
 あわ

 い
輝
 かがや

 きを放つ
霊結晶
 セフイラ

 が姿を現す。

「く……！」

　十香は地を
蹴
 け

 ると、その
霊結晶
 セフイラ

 を
摑
 つか

 もうと手を
伸
 の

 ばした。

　が──
遅
 おそ

 い。澪がクイと指を曲げると同時、六喰の
霊結晶
 セフイラ

 はまるで見えない手に
捕
 と

 らえられたかのように空中を移動し、澪の胸へと吸い込まれていった。

　──澪が背に負った星に、黄金の光が
灯
 とも

 る。

「……これで、三つ。さて、次は
誰
 だれ

 かな？」

　静かな声でそう言って、澪が
皆
 みな

 を
舐
 な

 めるように視線を
巡
 めぐ

 らす。

「……っ」

　
狂
 くる
 三
 み

 が、
耶
 か
 俱
 ぐ
 矢
 や

 が、
夕
 ゆ
 弦
 づる

 が、そして今六喰までもが──殺された。その事実が、十香の胸に
耐
 た

 えがたい情動となって押し寄せる。

　だが、

「
逃
 に

 げますよ！」

　その瞬間
鼓
 こ
 膜
 まく

 を震わせた声が、十香の理性を保たせた。

「真那──」

　視線のみを動かし、声の主──真那を見やる。

　その表情には警戒の色が
滲
 にじ

 んでいるものの、
怯
 おび

 えは見受けられない。

「……、うむ……！」

　十香は
瞬
 しゆん
 時
 じ

 に真那の意図を察すると、断腸の思いで六喰たちの
亡
 なき
 骸
 がら

 を残したまま地面を蹴った。

　折紙と
四
 よ
 糸
 し
 乃
 の

 もまた、同じ判断をしたのだろう。十香と同様に後方へと
退
 たい
 避
 ひ

 する。

　──天使〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉と、それを中心として展開された『隣界』。

　そこはまさに、澪の世界である。この空間にいながら澪と対するのは、もはや
蛮
 ばん
 勇
 ゆう

 ですらない、文字通りの自殺
行
 こう
 為
 い

 に他ならなかった。何をするにしても、まずはこの場所から
逃
 のが

 れなくては話にならない。

　するとそんな十香たちの行動を見てか、澪がふっと顔を上げる。

「……ん。さすが真那。いい判断だ」

　そしてそう言いながら、ゆっくりと手を上げる。

「……では、この世界にいるものは、外に出られないということにしよう
 」

　と──

　澪が言ったかと思うと、〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉がぼんやりとした輝きを帯びた。

「ぐ……っ!?
 」

　そして次の瞬間、凄まじいスピードで界外へと退避しようとしていた真那が、見えない
壁
 かべ

 に
阻
 はば

 まれたように、空にぶつかった
 。

「
法則
 ルール

 の追加──!?
 　ち……何でもアリでいやがりますね……！」

「……ああ、そうさ。この世界は、全て私の思うままだ」

　真那が
忌
 いま
 々
 いま

 しげに言うと、澪が優しく手招きをした。

　すると、まるで磁石のように、真那の身体が澪に引き寄せられていく。

「な──ッ!?
 」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 のことに、真那が驚愕の声を発する。

　真那の身体の周囲には、
随意領域
 テリトリー

 が展開されているはずである。だが澪は、一切の
抵
 てい
 抗
 こう

 を感じさせることなく、至極自然な仕草で真那を
抱
 だ

 き
留
 と

 めた。

「……真那。長らく苦労をかけたね」

「く、離──」

　と、その手から逃れようと身を
捩
 よじ

 っていた真那だったが、澪が子供をあやすように頭を
撫
 な

 でた瞬間、何かを思い出したようにハッと目を見開いた。

「……!?
 　ッ、み──お、さん……？」

　そして、
驚
 おどろ

 いたような顔をし、次いで頭痛を感じたように顔をしかめた。

「……ああ。少し待っていてくれるかい？　シンはきっと、君を必要とするはずだから」

「待っ──」

　真那が、叫ぶように喉を絞る。

　が、その声が最後まで発されることはなかった。先ほどの士道と同様に、真那の姿がその場から
搔
 か

 き消えたのである。

「真那！」

「真那さん……！」

　十香と四糸乃の叫びが重なる。

　すると次の瞬間、澪の身体が
目
 ま
 映
 ばゆ

 い光に包まれた。

「……!?
 」

　
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 、澪がまた新たな攻撃を
仕
 し
 掛
 か

 けてきたのかと思ったが──
違
 ちが

 う。

　澪の周囲にはいつの間にか、天使〈
絶滅天使
 メタトロン

 〉の『羽』が現れ、澪目がけて光線を放っていたのである。

　そう。澪が世界の法則を書き
換
 か

 え、真那を抱き留めている間に、折紙はこの展開を
見
 み
 越
 こ

 して、天使を放っていたようだった。

「ふ──ッ！
 」

　折紙の声とともに、
霊
 れい
 力
 りよく

 の
奔
 ほん
 流
 りゆう

 が勢いを増し、四方八方から
破
 は
 滅
 めつ

 の光を
炸
 さく
 裂
 れつ

 させる。様変わりした世界の地面が
抉
 えぐ

 られ、
巨
 きよ
 大
 だい

 なクレーターが形成されていった。

「折紙、油断するな……！」

　あまりに
凄
 すさ

 まじい
威
 い
 力
 りよく

 。だが、十香は
警
 けい
 戒
 かい

 を
緩
 ゆる

 めることはできなかった。

　澪はつい先ほど、
八
 や
 舞
 まい

 姉妹の【
天を駆ける者
 エル・カナフ

 】と、十香の【
最後の剣
 ハルヴアンヘレヴ

 】を同時に受けてなお、ダメージを負っていなかったのである。如何に不意を
衝
 つ

 いたとはいえ──

「……！」

　と、そのとき。

　折紙の
眉
 まゆ

 がピクリと揺れたかと思うと、澪を
襲
 おそ

 っていた攻撃が止んだ。

「折紙？」

「──気を付けて。私は、攻撃を止めていない」

「何……？」

　十香が眉根を寄せた瞬間、辺りに立ちこめていた
煙
 けむり

 が晴れ、澪の姿が見て取れるようになる。

　──〈
絶滅天使
 メタトロン

 〉を手なずけるように手を置いた、澪の姿が。

「な──」

「……〈
絶滅天使
 メタトロン

 〉」

　澪が、静かにその名を呼び、手を
掲
 かか

 げる。

　すると〈
絶滅天使
 メタトロン

 〉はその
先
 せん
 端
 たん

 を十香たちに向け、
幾
 いく
 条
 じよう

 もの光線を放ってきた。

「く……！」

「──〈
氷結傀儡
 ザドキエル

 〉！」

　と。十香たちに光線が炸裂しようとした瞬間、四糸乃の声が
響
 ひび

 いたかと思うと、前方に氷の壁が生じた。

　氷の壁は〈
絶滅天使
 メタトロン

 〉の凄まじい威力に
削
 けず

 られながらも、それ以上の速度でさらなる氷の層を生成し、その攻撃を防いでみせる。

　だが。

「……ふむ。ではそれも、禁止しよう」

「え──」

　澪が言った瞬間、〈
氷結傀儡
 ザドキエル

 〉が生成した氷の壁が
砕
 くだ

 け散り、〈
絶滅天使
 メタトロン

 〉の光線が、四糸乃の胸を
貫
 つらぬ

 いた。

「四糸乃！」

「十……香、さ──」

『わっ……はー……こりゃ……参った……ねぇ……』

　四糸乃の小さな
身体
 からだ

 が宙を
舞
 ま

 い、それと同時に、〈
氷結傀儡
 ザドキエル

 〉と
霊
 れい
 装
 そう

 が空気に
溶
 と

 け消えていく。

　地面に
倒
 たお

 れ込んだ四糸乃の胸から、青い
霊結晶
 セフイラ

 が
浮
 う

 かび上がり、六喰のときと同様に、澪の胸に吸い込まれていった。





　　　　◇





「た、隊長！　やっぱり無茶ですって……！」

「うるさい、泣き言言うんじゃないの！　やるしかないでしょ！　とにかく、あの〈フラクシナス〉とかいう
艦
 かん

 の
随意領域
 テリトリー

 まで
辿
 たど

 り着けば──」

　
燎
 りよう
 子
 こ

 の声を、凄まじい
爆
 ばく
 音
 おん

 と隊員たちの悲鳴がかき消す。燎子は顔をしかめながら脳内で指令を発し、
随意領域
 テリトリー

 の防性を高めた。

　燎子たち元ＡＳＴ隊員は今、折紙の
要
 よう
 請
 せい

 を受けて〈ラタトスク〉の
旗
 き
 艦
 かん

 〈フラクシナス〉へと向かっている最中であった。

　言葉にすればそれだけの行動。けれど、その〈フラクシナス〉がＤＥＭ艦と
戦
 せん
 闘
 とう

 を
繰
 く

 り広げている最中であり、なおかつ燎子たちが密集
陣
 じん
 形
 けい

 で、意識不明者および死者を
随意領域
 テリトリー

 で覆って運んでいるとなれば、話は変わってくるのだった。

　単独で空を駆けるのとは勝手が違う上に、辺りを引っ切りなしに
弾
 だん
 薬
 やく

 や光線が横切っていく。立場上
檄
 げき

 を飛ばした燎子ではあったが、正直泣き言を言いたい心境は痛いほど理解できた。

　だが、ここで逃げるわけにはいかない。燎子たちをかばって天使の攻撃を受けた仲間たちを
蘇
 そ
 生
 せい

 できる可能性があるのなら、それに
縋
 すが

 らずにはいられなかったのである。

「──隊長！」

「……ッ！
 」

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、隊員の声が響くのとほぼ同時に、全身を凄まじい
衝
 しよう
 撃
 げき

 が襲った。隊員たちから悲鳴が
漏
 も

 れる。

　どうやら、
流
 なが

 れ
弾
 だま

 に当たってしまったらしい。──
顕現装置
 リアライザ

 を
以
 もつ

 て放たれた
魔
 ま
 力
 りよく
 砲
 ほう

 を流れ『弾』というのであれば、だが。

　
随意領域
 テリトリー

 で以て身体を防護しているとはいえ、辺りに飛び交っているのは同じ
魔
 ま
 力
 りよく

 による
攻
 こう
 撃
 げき

 である。
直
 ちよく
 撃
 げき

 すれば、相応のダメージを負うのは必然であった。スラスターの一部が損傷してしまったらしい。〈フラクシナス〉を目前に
捉
 とら

 えながら、どんどん高度が落ちていく。

「く……！　
噓
 うそ

 でしょ、こんなところで──」

　燎子は顔をしかめながら、どうにか高度を保とうと
随意領域
 テリトリー

 を操作した。が──上手くいかない。燎子たちはそのまま、〈フラクシナス〉の下方へと落ちていってしまった。

　が、次の瞬間。

「──え？」

　全身を
奇
 き
 妙
 みよう

 な
浮
 ふ
 遊
 ゆう
 感
 かん

 が包んだかと思うと、燎子の視界に映っていた景色が一瞬にして様変わりした。

　
弾
 だん
 幕
 まく

 飛び交う戦場の空から、様々な機械で囲まれた
艦
 かん
 橋
 きよう

 のような空間へと。

「は……？　え……？」

「ここって……」

「え？　天国ってこんなに近代化してるの？」

　燎子や他の隊員たちがポカンとしながら辺りを見回していると、
栗鼠
 りす

 色の軍服を
纏
 まと

 った女性が声をかけてきた。

「
日下
 くさか
 部
 べ
 一
 いち
 尉
 い

 ですね。
鳶
 とび
 一
 いち

 さんから話は聞いています」

「あ、あなたは？」

「〈フラクシナス〉乗組員・
椎
 しい
 崎
 ざき
 雛
 ひな
 子
 こ

 です。転送装置であなたたちを
艦
 かん
 内
 ない

 に移動させていただきました。──さ、アルテミシアさんと隊員の
皆
 みな

 さんをこちらへ」

　言って、手を掲げる。するとそこには
既
 すで

 に、数台の
担
 たん
 架
 か

 と
医
 い
 療
 りよう

 スタッフと
思
 おぼ

 しき面々が
揃
 そろ

 っていた。

　その言葉で、理解する。燎子たちは今〈ラタトスク〉の旗艦、〈フラクシナス〉に辿り着いたのだと。

「え、ええ。──大切な仲間なの。どうか、よろしく」

「約束はできませんが、最善を
尽
 つ

 くします」

　医療スタッフたちは、意識を失ったアルテミシアと、心肺停止状態に
陥
 おちい

 った
美
 み
 紀
 き
 恵
 え

 たちを担架に乗せると、そのまま艦橋を出ていった。

　と、燎子たちがそれを見送っていると、艦橋の上段から、少女の声が響いてきた。

「──ようこそ、〈フラクシナス〉へ。司令の
五
 いつ
 河
 か

 琴里よ」

「……！　初めまして。元陸上自衛隊ＡＳＴ隊長・日下部燎子で──って」

　燎子はその声に
弾
 はじ

 かれるように敬礼をし──すぐに
驚
 きよう
 愕
 がく

 に目を見開いた。

　しかしそれも当然だろう。何しろ
艦
 かん
 長
 ちよう

 席と思しき
椅
 い
 子
 す

 に座っていたのは、
髪
 かみ

 を二つ結びにした、中学生くらいの女の子だったのだから。

「あ、あなたが……司令？」

　燎子が
困
 こん
 惑
 わく

 した様子で言うと、艦橋下段にいたクルーたちが小さな
呟
 つぶや

 きを漏らした。

「ああ……なんか
懐
 なつ

 かしい反応ですね」

「まあ、私たちは慣れちゃいましたけど、
普
 ふ
 通
 つう

 に考えればあり得ないですからね」

　こほん、と琴里がわざとらしく
咳
 せき
 払
 ばら

 いをする。クルーたちが
慌
 あわ

 てた様子で口を
噤
 つぐ

 んだ。

「……！」

　燎子もまた、ハッと
肩
 かた

 を
揺
 ゆ

 らし、姿勢を正す。

「失礼。一瞬とはいえ、
年
 ねん
 齢
 れい

 や容姿で能力を判断しようとした
愚
 ぐ

 をお許しください」

「いいえ。
柔
 じゆう
 軟
 なん

 な対応、感謝するわ。──でも、せっかく来てくれたところ悪いけれど、
歓
 かん
 迎
 げい
 会
 かい

 を開いている
余
 よ
 裕
 ゆう

 はなさそうなの」

「お気になさらず。
状
 じよう
 況
 きよう

 はわかっているつもりです」

　燎子が言うと、琴里はこくりと
頷
 うなず

 いたのち、艦長席の
隣
 となり

 に
控
 ひか

 えた男に指示を発した。

「──アルテミシアの回収は
完
 かん
 了
 りよう

 したわ。
神
 かん
 無
 な
 月
 づき

 、準備はできているでしょうね。
突
 つ

 っ切るわよ」

「ええ、お任せください、司令」

　そう言って、頭部にデバイスのようなものを着けた男が
首
 しゆ
 肯
 こう

 する。

　白い軍服を身につけた、長身の男である。すらりと
伸
 の

 びた手足に、背に
煙
 けぶ

 る髪。日本人
離
 ばな

 れした横顔は、どこか異国の貴公子を思わせ──

「……て、ええええええええええええええええええええええッ!?
 」

　その男の顔を認識した瞬間、中学生司令にも冷静に対応した燎子の
喉
 のど

 から、半ば無意識のうちに大声が漏れていた。〈フラクシナス〉クルーや、後方の隊員たちが、
驚
 おどろ

 いたように視線を送ってくる。

　しかし今の燎子に、それらに気を
遣
 つか

 っている余裕などなかった。ビッと男を指さし、再度声を張り上げる。

「か……ッ、神無月隊長！　何してるんですかこんなところで！」

「ああ、久しぶりですね日下部くん」

　などと、至極落ち着いた様子で、男──神無月
恭
 きよう
 平
 へい

 が言ってくる。

　すると燎子の
剣
 けん
 幕
 まく

 、そして発した言葉に、隊員やクルーが首を
傾
 かし

 げた。

「神無月……」

「隊長？」

「……ええ。私が配属されたばかりの
頃
 ころ

 の、ＡＳＴ隊長よ。押しも押されもしない、部隊のトップエースだったわ」

　燎子が言うと、隊員やクルーが驚いたように声を漏らした。

「へえ、あの人が……」

「ちょっと格好良くない？」

「神無月さん、昔そんなことしてたんですか……」

「てっきり
道
 みち
 端
 ばた

 に捨てられてるのを司令が拾ってきたのかと……」

　などと、ひそひそと会話が交わされる。

　しかし燎子は気に留めず、琴里に視線を向けた。

「五河司令、
離
 はな

 れてください！　その男は危険です！　中学生くらいの女の子にお
尻
 しり

 を
蹴
 け

 られることを夢見る変態です！　在任中、『女子中学生を守る会』を一人で発足させ、地元中学校の通学路を見守っていたら、
不
 ふ
 審
 しん
 者
 しや

 として通報されたような男です！　司令はちょうどストライクゾーンです！」

「なっ、失礼な。最近は足を
踵
 かかと

 で
踏
 ふ

 まれるのも好きですよ。地味ながらいぶし銀の良さがある」

「ほらぁ！」

　犯人が自供した。それみたことかと声を上げる。

　すると琴里は、はあと息を
吐
 は

 きながら艦長席から立ち上がったかと思うと、

「時間がないって言ってるでしょ。
無
 む
 駄
 だ
 口
 ぐち

 
叩
 たた

 いてるんじゃ──ないわよっ！」

　神無月の尻に見事な回し蹴りを放った。

「みゃふん！」

「!?
 」

　
珍
 ちん
 妙
 みよう

 な
叫
 さけ

 びを上げて、神無月が
床
 ゆか

 に
突
 つ

 っ
伏
 ぷ

 す。まさかの光景に、燎子はビクッと肩を
震
 ふる

 わせた。

「──マリア。前方のＤＥＭ艦を一刻も早く突破の上……澪に攻撃を
仕
 し
 掛
 か

 けるわ。
主
 しゆ
 砲
 ほう

 の用意をお願い」

『
了
 りよう
 解
 かい

 。
精
 せい
 霊
 れい
 霊
 れい
 力
 りよく
 砲
 ほう

 〈グングニル〉、起動承認』











　艦橋のスピーカーから少女の声が
響
 ひび

 き、メインモニタに兵器の
稼
 か
 働
 どう

 を示すアイコンが表示される。

　琴里はそれを見やりながら、
未
 いま

 だビクンビクンと
痙
 けい
 攣
 れん

 する神無月の背を踏みつけた。

「何を
吞気
 のんき

 に
寝
 ね

 てるのよ、神無月。〈ラタトスク〉はあなたの昼寝のために給料を
払
 はら

 っているわけではないのだけれど？」

　自分で蹴り
倒
 たお

 しておきながら、何という
理
 り
 不
 ふ
 尽
 じん

 。燎子は
頰
 ほお

 に
汗
 あせ

 が伝うのを感じた。

「ありがとうございます！」

　しかし神無月は興奮した様子でそう答えると、バネ仕掛けの人形のように
跳
 は

 ね起きて、キリッとした表情を作ってみせた。……まあ、倒れたときにぶつけたのか、極度の興奮によるものなのか、鼻から垂れた鼻血が、全てを台無しにしていたのだけれど。

「さあ行きますよマリア！　精霊たちのために！　そしてなにより司令からのご
褒
 ほう
 美
 び

 のために！」

「…………
 」

　……まさかあの、『歩く事案発生器』、『
腕
 うで

 は至宝・
性
 せい
 癖
 へき

 は通報』神無月恭平をここまで手なずけられる者がいるとは。

　自分の半分くらいの年齢にしか見えない五河琴里司令に、奇妙な
崇
 すう
 敬
 けい

 の念を
抱
 いだ

 かずにはいられない燎子であった。









「──〈
世界樹の葉
 ユグド・フオリウム

 〉、一番から一五番を射出。
機
 き
 雷
 らい
 化
 か

 して
罠
 わな

 を張りつつ前方の
敵
 てき
 艦
 かん

 を退けます。それを
抜
 ぬ

 けたなら主砲を用意しつつ精霊たちの
援
 えん
 護
 ご

 へ。──マリア、オーケイ？」

『オペレーションを行うのが神無月であるという不快感を除けば問題ありません』

「よろしい。オペレーターのモチベーションを上げるのが上手くなってきましたね、マリア」

　
辛
 しん
 辣
 らつ

 なマリアの言葉に、神無月が
嬉
 うれ

 しそうに頰を染めながら頷く。

　まあ、マリアは神無月を
鼓
 こ
 舞
 ぶ

 するためではなく、本心からそう言っている気がしないでもなかったが……いらぬことを言ってテンションを下げさせる必要もないだろう。

　メインモニタに表示された〈フラクシナス〉のシルエットから、
幾
 いく

 つものユニットが射出され、前方を
塞
 ふさ

 ぐ敵艦の後方へと回り込む。それに合わせて艦体を包むように展開していた
随意領域
 テリトリー

 の
範
 はん
 囲
 い

 が
狭
 せば

 まり、それと反比例するようにその強度が増した。

　相手は強力なＤＥＭ艦。だが、生まれ変わった〈フラクシナス・エクス・ケルシオル〉と神無月が、敵艦の横列を抜けることにのみ力を注げば、道を開くのはそう難しいことではないだろう。

　無論、ＤＥＭ艦を倒すことのみを考えるのであれば、この策は最善とは言い
難
 がた

 い。敵を全て倒し切らぬままその横列を突っ切れば、無防備な背を
晒
 さら

 すことになってしまいかねないからだ。

　けれど琴里たちは、そのリスクを負ってでも、一刻も早く精霊たちのもとへ
駆
 か

 けつけねばならなかったのである。

　──
突
 とつ
 如
 じよ

 として現れた
謎
 なぞ

 の球体。

　そして天を突く大樹とそれを中心に形成された異空間。

　それは
恐
 おそ

 らく、
令
 れい
 音
 ね

 ──澪が
顕
 けん
 現
 げん

 させた天使たちである。

　その異空間に
囚
 とら

 われてから、精霊たちとの通信は
途
 と
 絶
 だ

 えてしまっていた。中で何が起こっているかはわからなかったが、彼女らが危機に
瀕
 ひん

 していることだけは
間
 ま
 違
 ちが

 いないだろう。

「──うっわぁ」

　と。琴里がそんなことを考えていると、クルーの席に座った少女がそんな声を発した。

　ショートヘアの髪に
眼鏡
 めがね

 が
特
 とく
 徴
 ちよう

 的な精霊・二亜である。

　彼女は
霊結晶
 セフイラ

 の大部分をウェストコットに
奪
 うば

 われているため、
戦
 せん
 闘
 とう

 能力をほとんど有していない。が、自分も何か皆の役に立ちたいと
訴
 うつた

 え出たため、こうして見習いクルーとして艦橋に座っていたのである。

　しかも幸か不幸か、令音に付いて観測機器の使用法を重点的に習っていたため、令音なき今、未熟ではあるが
解
 かい
 析
 せき
 官
 かん

 の席に収まっていたのだ。

「どうしたのよ、二亜」

「どうしたもこうしたも、何あの……天使？　ヤバ過ぎとかいうレベル
超
 こ

 えてるでしょ」

　二亜は
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せてモニタを見つめながら続けてきた。

「空の丸っこい花みたいなやつ、あれから出た光を浴びた生物は例外なく死んで、物体は全部
壊
 こわ

 れてる。ダメージを負って……とかいう問題じゃないわこれ。なんていうの？　そのものが持ってる生命とか、
寿
 じゆ
 命
 みよう

 とか、
耐
 たい
 久
 きゆう

 限界とか？　そういうのを
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 でゼロにしてるっていうか……一言で言うと絶対死ぬビーム？　こんなん
漫
 まん
 画
 が

 に
描
 か

 いたら絶対ボツられるわ。どうやって倒すんだっつーの」

「何ですって……？」

「もう一つの方に関しては……なんかもう、あの一帯だけ完全に別の世界だよありゃ。数値
狂
 くる

 い過ぎてて意味わかんにゃい。内部を目視できる
距
 きよ
 離
 り

 まで近づけばもう少し何かわかるかもしんないけど……」

「…………
 」

　二亜の言葉に、琴里はごくりと息を
吞
 の

 んだ。

　するとそんな琴里の意図を察したように、スピーカーからマリアの声が響いてくる。

『──琴里。もうすぐ敵横列を抜けます。それに際して、先ほど収容した意識不明者
及
 およ

 び非戦闘員が乗る区画を切り離し、〈ウルムス〉へと射出するプランを具申します』

「マリア──」

『無論、負けるつもりは毛頭ありません。あくまでリスクの分散です。加えて、〈ウルムス〉にはカレン・メイザース女史が
搭
 とう
 乗
 じよう

 しています。アルテミシアの脳波解析も上手くやってくれるでしょう』

「…………
 」

　琴里はマリアの言葉に、
数
 すう
 瞬
 しゆん

 考えを
巡
 めぐ

 らせたのち、フッと
唇
 くちびる

 を
緩
 ゆる

 めた。

「……悪いわね、マリア。あなたに提案させちゃって」

『いえ。ＡＩの処理速度が人間より速いのは当然です』

　マリアが
冗
 じよう
 談
 だん

 めかすように言ってくる。なんとも人間くさい人工知能である。

　琴里は小さく息を吐くと、後方にいた元ＡＳＴ隊員たちに視線をやった。

「──日下部隊長。聞いての通りよ。たらい回しにして悪いのだけれど、射出する区画の警護をお願いできないかしら」

「それは──」

　燎子はピクリと
眉
 まゆ

 を動かしたが、言葉を飲み込むようにして敬礼してきた。

「いえ、了解しました。お任せを」

　それを見て、琴里は目を細める。

「隊長さん。あなた、素敵な人ね。
是
 ぜ
 非
 ひ

 とも部下に欲しくなったわ」

「それはどうも。ただ、私たちは少々高いですよ」

「あら
怖
 こわ

 い」

　琴里が笑うと、燎子もそれに返すように頰を緩めた。

「マリア。彼女たちの
網
 もう
 膜
 まく

 フィルターに、目的地までのルートを表示してあげて」

『了解』

　マリアが言うと、燎子たち元ＡＳＴ隊員がピクリと眉を
揺
 ゆ

 らした。きっと彼女らの視界には今、
艦
 かん
 内
 ない

 の道筋が示されているのだろう。

「──では。ご武運を」

「ええ」

　短い
挨
 あい
 拶
 さつ

 を交わして、元ＡＳＴ隊員たちが
艦
 かん
 橋
 きよう

 から出ていく。その背を見送ってから、琴里は艦橋下段にいるクルーたちに目を向けた。

「──さ、悪いけど、
地
 じ
 獄
 ごく

 に付き合ってもらうわよ。もし
逃
 に

 げ出したいなら、今すぐ彼女たちのあとを追いなさい」

　琴里が言うと、クルーたちや二亜が一瞬
驚
 おどろ

 いたような顔をしたのち、フフンと不敵な笑みを
浮
 う

 かべてきた。

「何言ってるんですか、司令」

「そうですよ。マリアがいるとはいえ司令と副司令を二人にするなんて危険過ぎます」

「わかる」

　などと、口々に言ってくる。

「あなたたちねぇ……」

　琴里は
渋
 じゆう
 面
 めん

 を作りながら頭をかいたが、クルーたちの
微
 かす

 かに震える手や、額に
滲
 にじ

 む汗を見て、ふうと息を吐いた。

「……わかったわ。いきましょう。──愛してるわよ、みんな」

『はッ！』

　クルーたちが声を
揃
 そろ

 えて答えてくる。するとその瞬間、艦体が激しく揺れた。

『──敵艦
随意領域
 テリトリー

 を
強
 きよう
 行
 こう
 突
 とつ
 破
 ぱ

 しました。琴里、主砲用意を』

　マリアの声がスピーカーから響き、艦橋の一部が変形する。

　精霊霊力砲〈グングニル〉のコア・ルーム。琴里はこくりと
頷
 うなず

 くとそこに足を踏み入れ、目を
伏
 ふ

 せて意識を集中させた。

　心臓の
最
 さい
 奥
 おう

 から熱を引き出し、それを
身体
 からだ

 に
纏
 まと

 わせるイメージ。

　──やがて琴里の身に、
炎
 ほのお

 を具象化したような限定
霊
 れい
 装
 そう

 と、
巨
 きよ
 大
 だい

 な
戦
 せん
 斧
 ぷ

 のような形をした天使が顕現していた。

　そして琴里は、その天使〈
灼爛殲鬼
 カマエル

 〉を変形させ、巨大な
砲
 ほう

 の形にすると、前方に
設
 しつら

 えられたユニットにそれを接続した。

　するとその瞬間、艦橋の方からクルーの声が聞こえてくる。

「……！　
当
 とう
 該
 がい

 空間の内部がカメラにて確認できました！　中央に令──いえ、
崇
 たか
 宮
 みや

 澪！　十香ちゃんと鳶一さんがそれに対しています！」

「！　他のみんなは？」

　琴里が問うと、クルーは一瞬言葉に
詰
 つ

 まるような様子をみせたのち、続けてきた。

「周囲に……四糸乃ちゃん、耶俱矢ちゃん、夕弦ちゃん、六喰ちゃんが倒れています！　く……せ、生命反応──ありません……ッ！
 」

「……っ」

　クルーの報告に、琴里は息を詰まらせた。

　
皆
 みな

 が危機に瀕していることはわかっていた。この報告も、まったく予想していなかったわけではない。

　けれど、改めてそれを耳にすると、心臓をぎゅうと
締
 し

 め
付
 つ

 けられるような感覚を覚えずにはいられなかった。

『──
精
 せい
 霊
 れい
 霊
 れい
 力
 りよく
 砲
 ほう

 〈グングニル〉。発射準備整いました。目標、異空間内の精霊・崇宮澪。──よろしいですね、琴里』

　マリアが、静かな、しかし念を押すような強い口調で言ってくる。

　マリアとてわかっているのだ。今自分が取っている行動の
矛
 む
 盾
 じゆん

 を。

〈ラタトスク〉は精霊を保護する組織。そして澪もまた精霊である以上、例外ではない。
否
 いな

 、それどころか、エリオット・ウッドマンが〈ラタトスク〉を創設した
経
 けい
 緯
 い

 を思えば、彼女を救ってこその〈ラタトスク〉と言っても過言ではあるまい。そんな彼女に砲門を向けるなど、論外中の論外だ。

　だが、彼女は今、
無
 む
 慈
 じ
 悲
 ひ

 な
牙
 きば

 を
以
 もつ

 て精霊たちを──琴里の大事な友だちを殺そうとしている。そんな
行
 こう
 為
 い

 を許容するわけにはいかなかった。

「……令音──」

　琴里は
誰
 だれ

 にも聞こえぬであろう大きさでその名を
呟
 つぶや

 くと、ギリと奥歯を
嚙
 か

 みしめて顔を上げた。

「──もちろんよ、マリア。全力全開でぶっ放すわよ」

『それでこそです』

　マリアが、短く答えてくる。

　琴里は画面に示された目標目がけて、霊力砲を放った。









「……おや、どうしたね、二人とも」

　澪が、十香と折紙に
順
 じゆん
 繰
 ぐ

 りに視線を向けながら、静かに呟く。

「…………
 」

「…………
 」

　十香と折紙は無言のまま、表情に
警
 けい
 戒
 かい

 を滲ませ、澪を
睨
 にら

 み続けた。

　──
状
 じよう
 況
 きよう

 は最悪に近い。

　頭上には、万物を
殺
 あや

 める死の天使〈
万象聖堂
 アイン・ソフ・オウル

 〉。

　眼前には、あらゆる条理をねじ曲げる法の天使〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉。

　まさしく最強の
矛
 ほこ

 と
盾
 たて

 を
併
 あわ

 せ持つ始原の精霊。十香は頭の中で、どう動き、どう
攻
 せ

 めるべきかを
幾
 いく
 度
 ど

 も思い
描
 えが

 いたが、自分が胸を
貫
 つらぬ

 かれる以外の想像に行き着くことはなかった。

　
恐
 おそ

 らく折紙も同様だろう。否──十香より頭の回る折紙のことだ。もしかしたら、さらに絶望的な状況を想定してしまっているやもしれなかった。

「……ふむ」

　そんな二人を見てか、澪があごに手を
触
 ふ

 れさせる。

「……来ないのなら、こちらからいかせてもらうよ」

　言って、澪が手を
掲
 かか

 げる。十香と折紙は
緊
 きん
 張
 ちよう

 と
戦
 せん
 慄
 りつ

 に
汗
 あせ

 を滲ませた。

「く……！」

　が──次の瞬間。

「……！」

　天がきらりと
輝
 かがや

 いたかと思うと、空から地上の澪に向けて一直線に、光の線が引かれた。

　それはまるで一条の流星の
如
 ごと

 く。

　されどその身に
破
 は
 滅
 めつ

 の力を備えた
一
 いち
 撃
 げき

 。

　そう。それは
紛
 まぎ

 れもなく、〈ラタトスク〉の
旗
 き
 艦
 かん

 〈フラクシナス〉が
誇
 ほこ

 る
主
 しゆ
 砲
 ほう

 〈グングニル〉であった。

　精霊の力を
増
 ぞう
 幅
 ふく

 して放たれるそれは、まさしく神の
雷
 いかずち

 。比類無き
威
 い
 力
 りよく

 を誇る、〈フラクシナス〉最強の
砲
 ほう
 撃
 げき

 である。どうやら琴里たちが
戦
 せん
 闘
 とう

 空域を
抜
 ぬ

 け、十香たちを
援
 えん
 護
 ご

 してくれたらしい。

「────
 」

　
膨
 ぼう
 大
 だい

 にして
濃
 のう
 密
 みつ

 な力の
奔
 ほん
 流
 りゆう

 が、澪を
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 で
吞
 の

 み込んだ。大地が
抉
 えぐ

 られ、周囲に
凄
 すさ

 まじい
衝
 しよう
 撃
 げき
 波
 は

 が
撒
 ま

 き散らされる。天より降り注ぎし破滅の意思が、地上の
仇
 きゆう
 敵
 てき

 を
跡
 あと
 形
 かた

 もなく
殲
 せん
 滅
 めつ

 せんと
猛
 もう
 威
 い

 を
振
 ふ

 るう。

「……折紙！」

「──わかっている」

　だが、そんな光の暴風雨の中、十香と折紙は
互
 たが

 いに視線を向け合った。

　そして一瞬で互いの意図を察し合うと、まったく同時に地面を
蹴
 け

 る。

〈グングニル〉の威力は強大の一言。それで澪を仕留め切れるかどうかはわからないが、これは好機に
違
 ちが

 いなかった。

「〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉！」

　十香が
叫
 さけ

 んだ瞬間、地面を
突
 つ

 き破って
金
 こん
 色
 じき

 の玉座が姿を現す。十香はそれを蹴り
倒
 たお

 すと、その形を流線型に変形させた。

「──〈エインヘリヤル〉」

　次いで折紙が〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉の上に乗り、手にした
槍
 やり

 型のユニットに力を集中させる。

〈エインヘリヤル〉。勇者の
魂
 たましい

 を意味するその槍は、周囲に満ちる
魔
 ま
 力
 りよく

 や
霊
 れい
 力
 りよく

 を収束させる機能を有している。

　そして今。この場所には、
数多
 あまた

 の精霊たちの必殺の一撃や、〈フラクシナス〉が放った主砲の余波、そして澪自身が撒き散らした膨大な霊力が
充
 み

 ち満ちていたのである。

「──おおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」

「────っ！
 」

　十香は
裂
 れつ
 帛
 ぱく

 の気合いとともに、変形した玉座を、澪目がけて
猛
 もう

 スピードで射出した。

　そしてその上には、周囲の霊力を一点に集中させた槍を構える折紙。

　言うなればそれは、強力に過ぎる
巨弓
 バリスタ

 。

　全てを結集した
渾
 こん
 身
 しん

 の一撃が、今、澪を貫いた。

　──かに、見えた。

「ぁ…………
 」

　小さな。

　聞き
逃
 のが

 してしまいそうなくらい小さな声が、折紙の
唇
 くちびる

 から
漏
 も

 れる。

「!?
 　折、紙──？」

　
一
 いつ
 拍
 ぱく

 おいて光が晴れ、十香は気づいた。

　折紙の構えた〈エインヘリヤル〉が澪に
阻
 はば

 まれ、逆に澪の手から
伸
 の

 びた光の槍に、折紙が貫かれていることに。

「……ん、君たちが私を倒そうとするなら、それを使ってくると思っていた。──だから、私も真似させてもらったよ」

　言って、折紙の身体を貫いていた光の槍を消す。支えを失った折紙の身体がぐらりと
揺
 ゆ

 れ、力なく地面に横たわった。その胸元から純白の
霊結晶
 セフイラ

 が現れ、澪に吸い込まれていく。

　そう。澪は十香たちの
奇
 き
 襲
 しゆう

 を予想した上で、自らも周囲に満ちた霊力を再収束し──折紙の
攻
 こう
 撃
 げき

 を止めてみせたのだ。

「────
 」

　絶望が、
肺
 はい
 腑
 ふ

 を満たす。

　思いつく限り全ての手を打った。

　考えつく限り全ての方法を試した。

　その結果が、眼前に広がった
地
 じ
 獄
 ごく

 であったのだ。

「ぐ──」

　だが、それでも十香は
諦
 あきら

 めなかった。ぎりと奥歯を嚙みしめ、一人澪に向かっていこうとする。

　しかし、次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 。

　ぞぷ──と。

　地面から伸びた光の帯が、十香の胸を貫いた。

「く、は……ッ!?
 」

　無意識のうちに、
喉
 のど

 から声が漏れる。手に力が入らなくなり、
握
 にぎ

 っていた〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉が地に落ちた。

　不思議と、痛みはなかった。ただ
猛
 もう
 烈
 れつ

 な
眠
 ねむ
 気
 け

 が
襲
 おそ

 ってきて、その場に立っていられなくなる。

　
膝
 ひざ

 が
崩
 くず

 れ、地面に
突
 つ

 っ
伏
 ぷ

 す。十香はどうにか意識を失わぬよう舌を嚙んだが──あまり効果はないようだった。

　
霞
 かす

 む視界の中、十香が見たのは、澪の天使〈
万象聖堂
 アイン・ソフ・オウル

 〉から放たれた光の
粒
 つぶ

 によって、ボロボロの
残
 ざん
 骸
 がい

 と成り果て、地に
墜
 お

 ちていく〈フラクシナス〉の姿だった。





　　　　◇





「あ……う……、……ッ」

　
途
 と
 方
 ほう

 もない痛みと
灼
 しやく
 熱
 ねつ

 感によって、琴里は目を覚ました。

　どうやら、少しの間意識を失ってしまっていたらしい。

　
記
 き
 憶
 おく

 を取り戻すまで、数秒。琴里はハッと目を見開くと、状況を確かめるために辺りを見回した。

　──地面に広がる、
見
 み
 渡
 わた

 す限りの残骸。それが
勇
 ゆう
 猛
 もう

 なる空の
覇
 は
 者
 しや

 〈フラクシナス〉の成れの果てであることは想像に
難
 かた

 くなかった。

　琴里の有様も
酷
 ひど

 いものである。大小様々な傷に、
夥
 おびただ

 しい血の
痕
 あと

 。天使の光を浴びてしまったらしい腹部や足はとうにその機能を失っていたが、琴里に宿る〈
灼爛殲鬼
 カマエル

 〉がそれを無理矢理
蘇
 そ
 生
 せい

 しようとしているものだから、
身体
 からだ

 の各所がごうごうと
炎
 ほのお

 に焼かれていた。まるで、
火
 か
 刑
 けい

 に処された
魔
 ま
 女
 じよ

 のような様相である。

　だが、琴里は悲鳴を上げることも、
涙
 なみだ

 を流すこともしなかった。

「な……」

　──視界の中に、あるものを見つけてしまったからだ。

　
幻
 げん
 想
 そう

 的な
霊
 れい
 装
 そう

 を
纏
 まと

 った精霊──澪が、
悠
 ゆう
 然
 ぜん

 とその場に立っている。

　
否
 いな

 、それだけではない。その足元にはぐったりとした二亜の身体が横たわっており、澪の手には、彼女から
奪
 うば

 い取ったと
思
 おぼ

 しき小さな
霊結晶
 セフイラ

 の
欠片
 かけら

 が輝いていた。

　力の大部分をアイザック・ウェストコットに奪われた二亜であるが、その身体には
僅
 わず

 かながら霊力が残されていた。きっと澪は、それを回収しにきたのだろう。

　無論──この場にもう一つある
霊結晶
 セフイラ

 も、同様に。

「…………
 」

　と、そこで、澪が琴里に気づいたように視線を
寄
 よ
 越
 こ

 してくる。

　琴里はその目を
見
 み
 据
 す

 えながら、
掠
 かす

 れる声を発した。

「……ハイ、令音。いえ、澪って呼んだ方がよかったかしら？」

「……どちらでも構わないさ」

　琴里が軽口を
叩
 たた

 くと、澪は軽く目を細めながらそう返してきた。

　その反応を見て、琴里は
自
 じ
 嘲
 ちよう

 気味に笑った。

「……見るに
堪
 た

 えないかしら？　ごめんなさいね。どこかの
誰
 だれ

 かさんに手ひどくやられちゃったものだから」

　言いながら、ふうと息を
吐
 は

 く。

「…………
 」

　澪はそんな琴里を、
黙
 だま

 って見ているだけだった。

「……令音」

　全身を襲う痛み。灼熱の炎。襲い来る
破
 は
 壊
 かい
 衝
 しよう
 動
 どう

 ──それら全てに
耐
 た

 えながら、琴里は言葉を続けた。

「全部、
噓
 うそ

 だったの？　私を助けてくれたことも。私を支え続けていてくれたことも。──私を、親友だと言ってくれたことも。全部、全部噓だったの？」

　澪は
数
 すう
 瞬
 しゆん

 琴里を見つめたのち、唇を開いた。

「……噓ではないよ。私の言葉に、気持ちに、噓は一切なかった。私は
精
 せい
 霊
 れい

 たちを大切に思っているし──今でも、君を無二の親友と思っている」

　ただ、と澪が続ける。

「……シンを取り戻すためならば、私は親友でも
喰
 く

 らう。それだけだ」

　澪がそう言うと同時、琴里は胸に
鋭
 するど

 い痛みを感じた。

「────
 」

　モノクロの地面から光の帯が伸び、琴里の胸を
貫
 つらぬ

 いている。それを認識すると同時、琴里は地面に倒れ込んだ。

　霊装が消え、炎が消え、やがて痛みさえも消えていく。

　けれど琴里に、それに対する
恐
 きよう
 怖
 ふ

 はなかった。

　それよりも大きく、言いようのない感情が心を支配していたのである。

　そう。長年苦楽をともにした友だからこそ、わかってしまったのだ。

　──令音が、一切噓を
吐
 つ

 いていないことが。

　彼女は、このような
悪
 あく
 魔
 ま

 の所行を行いながら、本当に精霊たちを
慈
 いつく

 しんでいる。

　本当に、琴里のことを親友と思っている。

　
嗚呼
 ああ

 、なんて──
歪
 いびつ

 。

「……ふざ、けるな。何よ、それ……」

　琴里は消えゆく意識の中で、友に
遺
 のこ

 すには
酷
 こく
 薄
 はく

 に過ぎる最後の言葉を
零
 こぼ

 した。
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　──日曜日。デートの当日。

　
崇
 たか
 宮
 みや
 真
 しん
 士
 じ

 は一人、駅の前で
澪
 みお

 を待っていた。

　同じ家に住んでいるのだから、二人で家を出ればよいと思っていた真士であったが、妹の
真
 ま
 那
 な

 に「
馬
 ば
 鹿
 か

 ですか兄様。いえ
間
 ま
 違
 ちが

 えました。兄様は馬鹿です。女の子にはいろいろと支度が必要なんですよ。適当にその辺で時間でも
潰
 つぶ

 しやがっててください」とにべもなく言われ、予定時刻より
随
 ずい
 分
 ぶん

 早く家を追い出されていたのである。

「…………
 」

　ちらと駅前広場の大時計に目をやる。待ち合わせの時間まであと五分に
迫
 せま

 っていた。

　それを自覚すると同時、落ち着きかけていた心臓が再び激しく脈動しはじめる。

　だがそれも当然といえば当然だった。

　何しろ真士はこれから、人生初めてのデートに
挑
 いど

 もうというのである。

　しかも──
初
 はつ
 恋
 こい

 の相手と。

「も、もう一度確認しとくか……」

　などと言いながら、
鞄
 かばん

 から時刻表のメモや地図を取り出す。昨日の夜入念に頭に叩き込んだものの、念のため鞄に
忍
 しの

 ばせていたのである。

　とはいえ、やはり少々かさばるのは難点だった。あと何十年かしたら、こういったものを全て確認できる小型の装置のようなものができないだろうか。ついでに音楽が
聴
 き

 けたり写真が
撮
 と

 れたりするとなおいい。あとは電話機能なんかがついていたりしたら最高だが……まあ、それは高望みが過ぎるというものだろう。

「──シン！」

　と、真士がそんなことを考えていると、不意に前方から澪の声が
響
 ひび

 いてきた。

　どきん、と心臓が
跳
 は

 ねる。真士はバッと顔を上げると、愛しの君の姿を見やった。

「────
 」

　そして
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 、時が止まる。

　無論、本当に時間が停止したわけではないだろう。だが真士の目には、確かに周囲の景色が止まって見えた。

　その静止した世界の中、澪が、小走りになって真士のもとにやってくる。

　その動作に合わせ、彼女の纏った白いワンピースの
裾
 すそ

 と、
綺
 き
 麗
 れい

 に編み込まれた
髪
 かみ

 の先が、ふわふわと
揺
 ゆ

 れていた。

　しばし、言葉を失う。

　もとより、神に愛されたとしか思えないほどに美しい少女ではあった。けれど、
普
 ふ
 段
 だん

 は真那の衣服を模したボーイッシュな格好をしていたため、この女の子然とした姿はあまりに
衝
 しよう
 撃
 げき

 的だったのである。

「……シン？　どうしたの、
怖
 こわ

 い顔をして」

「は……っ」

　澪に顔を
覗
 のぞ

 き込まれ、真士はハッと
肩
 かた

 を揺らした。

「す、すまん。そんな顔してたか？」

「うん。まるでこれから戦争にでも行くみたい」

　澪の
物
 ぶつ
 騒
 そう

 な言葉に、思わず苦笑してしまう。そんなにも
剣
 けん
 吞
 のん

 な顔をしていたのだろうか。

　とはいえその表現も、あながち間違いではないのかもしれない。それこそ今の真士の心境は、
初
 うい
 陣
 じん

 に臨む新兵のそれと重なる点が多いように思われた。

「
戦争
 デート

 ……か。はは……」

「え？」

「い、いや。ちょっとボーッとしてたんだ。その……澪が、あまりに、か、か……」

　真士は顔がかぁっと熱くなるのを感じながらも、必死の思いでその言葉を発した。

「……
可愛
 かわい

 、くて」

　澪は真士の言葉に一瞬キョトンとしたのち、
仄
 ほの

 かに
頰
 ほお

 を染めて
微笑
 ほほえ

 んできた。

「本当？　ふふ、
嬉
 うれ

 しいな」

「────
 」

　その様が、表情が、声が、言葉が、あまりに愛おしすぎて思わず
抱
 だ

 きしめたくなってしまう。

　が、さすがに出会いざまにそんなことをしては変質者一直線である。真士は自分を
抑
 おさ

 え込むように大きく深呼吸をした。

「それで、シン。今日はどこへ行くのかな？」

「あ、ああ……ちょっと、澪に見せたいものがあってさ」

「見せたいもの？」

　真士の言葉に、澪が小首を
傾
 かし

 げる。

　真士はそんな細かな動作の一つ一つにいちいち心臓を
撃
 う

 ち
抜
 ぬ

 かれながらも、どうにか
首
 しゆ
 肯
 こう

 した。

「それは見てのお楽しみだ。さ、行こう」

「うん、そうだね」

　と、真士が先を
促
 うなが

 すようにくるりと
身体
 からだ

 の向きを変えると、澪はその
側
 そば

 に寄り
添
 そ

 うように歩み寄ってきた。

「……ッ!?
 」

　そして次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、真士は全身に電気を流されたかのように、身体をビクッと
震
 ふる

 わせることとなった。

　理由は単純。真士の
隣
 となり

 に立った澪が、至極自然な所作で、真士の手を
握
 にぎ

 ってきたのだ。

　しかもただの
手
 て
 繫
 つな

 ぎではない。
互
 たが

 いの指と指を
絡
 から

 ませた、いわゆる
恋
 こい
 人
 びと

 繫ぎである。

「み……ッ、澪、サン……？　どうかいたしましたでしょうかはい……」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 のことに脳の処理が追いつかず、
妙
 みよう

 な敬語になってしまう。鏡がないため自分の顔は確認できなかったけれど、トマトのように赤くなっているであろうことは想像に
難
 かた

 くなかった。

　すると澪は、真士の反応を不思議に思ったように
眉
 まゆ

 を
歪
 ゆが

 めてきた。

「……間違ってたかな？　やっぱり知識と
実
 じつ
 践
 せん

 は勝手が
違
 ちが

 うね。デートのときはこうするものって真那に聞いたんだけれど」

「！　あ……いや、違わないと、思います、です……」

　澪の言葉に全てを察し、真士は目を見開きながらそう言った。

　そう。今朝の一件からもわかるとおり、真那は真士と澪のデートをいろいろとバックアップしてくれていたのである。……それだけでもありがたいというのに、ここにきてまさかのこれとは。あとで頰ずりの一つでもしてやらねばと思う真士だった。

「本当？　ふふ、それは……よかった。もし間違っていたなら、やり方を変えないといけなかったから」

「え？」

「──この
行
 こう
 為
 い

 は、なんと言えばいいんだろう、非常に……好ましい。シンと手を繫いでいると、安心感がある。けど、心が休まるだけじゃない。
微
 かす

 かな興奮……
高
 こう
 揚
 よう

 ？　
心
 しん
 拍
 ぱく

 が少し
上
 じよう
 昇
 しよう

 している感覚を覚えるんだ。きっとシンは、不思議な力を持っているんだね」

「…………っ
 」

　あまりにストレートで明け
透
 す

 けな澪の表現に、真士は
目眩
 めまい

 を覚えるほど身体を熱くしてしまった。

「シン？　どうしたの、少し
辛
 つら

 そうだけれど」

「い、いや……何でも……」

　真士は適当にお茶を
濁
 にご

 そうとし──言葉を止めた。

　澪は覚えたばかりの言葉で、
一
 いつ
 生
 しよう
 懸
 けん
 命
 めい

 に自分の思ったことを真士に伝えようとしてくれている。それなのに真士が言葉を飲み込んでしまうのは、とても
卑
 ひ
 怯
 きよう

 な行いであるような気がしてならなかったのである。

　真士は脳が
茹
 う

 だるのを
覚
 かく
 悟
 ご

 で、澪に顔を向けた。

「お、俺も……同じだよ。澪と手を繫げるのは……嬉しい。こうしてるだけでドキドキして……なんかもう、生まれてきてよかったって感じだよ」

「ふふ、大げさだよ」

　澪はそう言うと、手をくいと引っ張ってきた。

「──さ、じゃあ始めようか。私たちの、
戦争
 デート

 を」

「へ？」

　どうやら先ほどの
呟
 つぶや

 きもしっかり聞かれていたらしい。真士は一瞬きょとんとしたのち、澪と顔を見合わせて笑うと、二人並んで駅へと歩いていった。
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「────
 」

　──意識を、
研
 と

 ぎ
澄
 す

 ます。

　
士
 し
 道
 どう

 は、気を抜いたならば全身が
弾
 はじ

 け飛びかねない
霊
 れい
 力
 りよく

 をギリギリの線で
制
 せい
 御
 ぎよ

 しながら、細く息を
吐
 は

 いた。

　眼前には
仇
 きゆう
 敵
 てき

 、アイザック・ウェストコット。

　周囲にはその
眷
 けん
 属
 ぞく

 、〈ニベルコル〉。

　相手にとって不足なし──どころか、間違いなく士道の手には余る
布
 ふ
 陣
 じん

 である。

　けれど泣き言を言っている
暇
 ひま

 はなかった。こうしている間にも、
精
 せい
 霊
 れい

 たちは危機に
瀕
 ひん

 しているのである。一刻も早くウェストコットを打ち
倒
 たお

 し、
皆
 みな

 の元へ
戻
 もど

 らねばならない。

「──ふ────ッ
 」

　戦いの口火を切ったのは士道だった。

〈
破軍歌姫
 ガブリエル

 〉で強化された
脚
 きやく
 力
 りよく

 で
以
 もつ

 て地面を
蹴
 け

 り、〈
颶風騎士
 ラフアエル

 〉で巻き起こした風に乗りながら、〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉を
振
 ふ

 りかぶる。

　天使の並行
顕
 けん
 現
 げん

 。人の身で
扱
 あつか

 うには一つでさえ強大に過ぎる天使を、複数同時に使用するという、
常
 じよう
 軌
 き

 を
逸
 いつ

 した行動。

　実際、まだ敵に
攻
 こう
 撃
 げき

 を当ててもいないというのに、士道の身体には
強
 きよう
 烈
 れつ

 な負荷がかかっていた。筋骨が悲鳴を上げ、それを無理矢理修復するために、〈
灼爛殲鬼
 カマエル

 〉の
炎
 ほのお

 が血流のように全身を
駆
 か

 け
巡
 めぐ

 る。

〈
破軍歌姫
 ガブリエル

 〉で痛覚を
鈍
 にぶ

 らせていなければ
発
 はつ
 狂
 きよう

 してしまいかねない激痛と
灼
 しやく
 熱
 ねつ

 感の中、士道は
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 とともに〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉を振り抜いた。

「うおおおおおおおおおおおおッ！」

　
剣
 けん
 閃
 せん

 が
凄
 すさ

 まじい
衝
 しよう
 撃
 げき
 波
 は

 となり、一直線にウェストコットへと
伸
 の

 びていく。

「ふ──」

　しかしウェストコットは口元を
緩
 ゆる

 めると、トンと後方に
跳
 と

 びながら
漆
 しつ
 黒
 こく

 の本──
魔
 ま
 王
 おう

 〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉を
掲
 かか

 げた。

　次の瞬間、〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉の中から
幾
 いく
 枚
 まい

 ものページが
舞
 ま

 い
踊
 おど

 り、それが層となって〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉の
一
 いち
 撃
 げき

 を受ける。勢いの弱まった剣閃が、先ほどまでウェストコットのいた地面を浅く
抉
 えぐ

 った。

「ふむ。やはり攻撃特化の天使と正面からかち合うのは
分
 ぶ

 が悪いかな。──〈ニベルコル〉」

「はーいっ！」

「任せて、お父様！」

「絶対
五
 いつ
 河
 か

 士道なんかに負けたりしない！」

　ウェストコットの言葉に応え、〈ニベルコル〉たちが士道に
襲
 おそ

 いかかってくる。

　だが、彼女らが飛びかかってきた瞬間、士道は流れるような動作で
唇
 くちびる

 に指を置くと──

「ん──ちゅっ」

　と、投げキッスを放った。

「きゃ──」

　瞬間、〈ニベルコル〉たちがビクンと身体を震わせて
腰
 こし
 砕
 くだ

 けになる。

　士道はその
隙
 すき

 に
距
 きよ
 離
 り

 を
詰
 つ

 めると、目にも止まらぬ速さで〈ニベルコル〉の唇を
奪
 うば

 った。

「はにゃ……っ
 !?
 」

「やぁ……お父様の前で……っ」

「やっぱり五河士道には勝てなかったよ……」

　甘い声を上げて、キスをされた〈ニベルコル〉、
及
 およ

 びそれを見た個体が
消
 しよう
 滅
 めつ

 していく。

　そう。
二
 に
 亜
 あ

 の因子を元に作られた〈ニベルコル〉は、いわば最初から士道にデレている状態であり、こうしてキスをすることによって、その個体、及び「自分がキスをされた」と認識した個体を
封
 ふう
 印
 いん

 してしまうことが可能だったのである。

　しかし不死の
尖
 せん
 兵
 ぺい

 が消し去られたというのに、ウェストコットは至極落ち着いた様子であごに手を当てるのみだった。

「──ふむ、なるほど。急に〈ニベルコル〉の数が減ったのは確認していたが、これは
盲
 もう
 点
 てん

 だったな。興味深い現象だ」

　その
余
 よ
 裕
 ゆう

 ぶった態度が、無性に
癪
 しやく

 に障る。士道は眉を歪めながら
叫
 さけ

 びを上げた。

「残念だったな、ご
自
 じ
 慢
 まん

 の〈ニベルコル〉は俺には通じない……！」

「ほう？　そう思うかね」

　ウェストコットは
薄
 うす

 い笑みを
浮
 う

 かべると、手を高く掲げ、パチンと指を鳴らした。

『……！』

　すると士道の周囲を取り囲んでいた〈ニベルコル〉がピクリと眉を
揺
 ゆ

 らしたかと思うと、整然と隊列を組むように整列し、数名単位の一団となって順に士道に飛びかかってきた。

「
無
 む
 駄
 だ

 ──だっ！」

　士道は視線を
鋭
 するど

 くすると、〈ニベルコル〉目がけて投げキッスを放った。

　が──〈ニベルコル〉たちの進行が止まらない。

「何……？」

　と、そこで士道は気づいた。

　飛びかかってくる〈ニベルコル〉たちの目に〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉のページが張り付き、その視界を
封
 ふう

 じていることに。

「ち──」

　それが意味することに気づき、士道は後方へと飛び
退
 の

 いた。

〈ニベルコル〉が士道の投げキッスで
怯
 ひる

 むのは、士道の投げキッスから衝撃波や光線が発されているわけではなく、あくまで「自分が投げキッスをされた」という認識が、〈ニベルコル〉を
動
 どう
 揺
 よう

 させるからだ。

　ならばその目さえ封じてしまえば、怯むことはなくなる。至極単純な道理ではあった。

　けれど、言うは易し、行うは難し。

　これだけの人数の〈ニベルコル〉が全て
目
 め
 隠
 かく

 しをしながら、一糸乱れぬ動きで以て士道を攻撃するなど、そう簡単にできるはずがない。

〈ニベルコル〉は群体生命。『目』役の〈ニベルコル〉がどこかにいて、視界を共有しながら戦う──というのであればそれも可能かもしれなかったが、逆に言えばそれは、『目』役は投げキッスを認識してしまうということにもなる。下手をすれば
一
 いち
 網
 もう
 打
 だ
 尽
 じん

 になってしまうだろう。

「……く」

　そこまで考えたところで、士道は気づいた。

　この場には、〈ニベルコル〉に情報を共有しながら、士道の投げキッスを見ても怯まない最高の『目』が一人、いることに。

「──どうかな？　単純だが、悪くない手だろう」

　言って、〈ニベルコル〉の『目』──ウェストコットが、唇の
端
 はし

 を
歪
 ゆが

 める。

　それと同時、目隠しをした〈ニベルコル〉たちが、再度攻撃をしかけてきた。

「きゃはははは！」

「今までよくもやりたい放題してくれたわねぇぇ！」

「責任取ってもらうんだからぁ！」

　次々に飛びかかり、鋭い形に変形させた〈
神蝕篇帙・頁
 ベルゼバブ・イエレツド

 〉を放ってくる。

「く……！」

　士道は顔を歪めると、それをすんでのところで
回
 かい
 避
 ひ

 し、〈
絶滅天使
 メタトロン

 〉を操って周囲に光線を放った。

　無差別に放たれる
砲
 ほう
 撃
 げき

 に、〈ニベルコル〉たちが
吹
 ふ

 き飛んでいく。

　けれどすぐに、辺りに舞い散った〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉のページから、無傷の〈ニベルコル〉たちが
這
 は

 い出てきた。

「いったぁい！」

「やったわねぇ！」

「きゃはは、でもそんな攻撃じゃ死なないわよぉ！」

　そんな乱戦を見ながら、ウェストコットがニィと笑う。

「──なるほど、君は確かに〈ニベルコル〉の天敵とも言うべき存在だろう。けれど、それだけで勝敗が決するとは思わないことだ。君は先ほどまでの
戦
 せん
 闘
 とう

 で〈ニベルコル〉に勝利したと思っているようだが──それは指揮者のいない楽団の演奏を
稚
 ち
 拙
 せつ

 と笑うに等しい
愚
 ぐ
 行
 こう

 だよ」

　言って、ウェストコットがまさに指揮者の
如
 ごと

 く
大
 おお
 仰
 ぎよう

 に手を振ってみせる。するとそれに合わせて、〈ニベルコル〉たちが踊るように空を舞った。

「ぐ──ッ！
 　この……！」

　士道はなんとかその攻撃を
避
 さ

 け、
或
 ある

 いは〈
氷結傀儡
 ザドキエル

 〉の
障
 しよう
 壁
 へき

 で防ぎながら顔をしかめた。

　投げキッスが効かないだけではない。ウェストコットという指揮者を得た〈ニベルコル〉は、先ほどまでの彼女らとはまったく別の存在になったと言っていいほどの動きを見せていたのである。

　物量に任せて雑然と力を振るっていただけの集団が、完全に統率された軍隊になったかのような感覚。その
執
 しつ
 拗
 よう

 かつ
慎
 しん
 重
 ちよう

 な連続攻撃に、士道は段々と追い詰められていった。

「…………
 」

　だが──士道の目に
諦
 あきら

 めの色は浮かんでいなかった。

　確かに
劣
 れつ
 勢
 せい

 。確かに絶体絶命。

　けれどウェストコットの存在は、
脅
 きよう
 威
 い

 であると同時に
致
 ち
 命
 めい
 的
 てき

 な欠点ともなっていたのである。

　単純な理由。〈ニベルコル〉はウェストコットの持つ〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉から生じた疑似精霊。ならば、その元を断ってしまえば、
如何
 いか

 に不死とて関係ないはずだった。

「──〈
絶滅天使
 メタトロン

 〉……！」

　士道は意を決すると、無数の〈
絶滅天使
 メタトロン

 〉を空に舞わせ──

〈ニベルコル〉の密集地点目がけて、自分もろとも
一
 いつ
 斉
 せい
 射
 しや
 撃
 げき

 を放った。









「きゃ……！
 」

「な、何よもう、いきなり」

　天から無数の光線が放たれ、辺りが
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 
目
 ま
 映
 ばゆ

 い光に包まれる。

〈ニベルコル〉たちの悲鳴の中、ウェストコットは軽く目を細め、その
閃
 せん
 光
 こう

 と、辺りに立ちこめる
煙
 けむり

 が消えるのを待った。

「──ふむ？」

　そして、光線が
炸
 さく
 裂
 れつ

 した場所を見て、小さく首を
傾
 かし

 げる。

　だがそれも当然だ。何しろ先ほどまでそこにいた五河士道の姿が、どこにも見えなくなっていたのだから。

「え？　何、自分の攻撃で消し飛んだの？」

「あたしたちに敵わないと思って
自
 じ
 爆
 ばく

 ぅー？」

「いやいや、
逃
 に

 げたんじゃないの？」

「きゃはは、どっちにしろダッサぁ」

〈ニベルコル〉たちが、きゃははと笑い合う。

　だが、ウェストコットは
警
 けい
 戒
 かい

 を解かなかった。如何に劣勢とはいえ、あの少年が意味も無く自死を選ぶとは
到
 とう
 底
 てい

 思えなかったし、
撤
 てつ
 退
 たい

 を選んだとしたなら、周囲の〈ニベルコル〉が感知していてもいいはずだ。

「ねぇねぇお父様ぁ、どうする？」

　と、近くにいた〈ニベルコル〉が、可愛らしく小首を傾げながら問うてくる。

「ふむ、そうだね──」

　ウェストコットはそれに答えるように〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉のページを
繰
 く

 り──バッとその場から飛び退いた。

　次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、ウェストコットがいた場所に、
鍵
 かぎ

 のような
錫
 しやく
 杖
 じよう

 の
先
 せん
 端
 たん

 が
突
 つ

 き出される。

　今し方ウェストコットに話しかけてきていた〈ニベルコル〉が、
突
 とつ
 然
 ぜん

 
攻
 こう
 撃
 げき

 を
仕
 し
 掛
 か

 けてきたのである。

「く──」

〈ニベルコル〉が
忌
 いま
 々
 いま

 しげに息を
吐
 は

 き、表情を歪める。

　それを見てか、他の〈ニベルコル〉たちが
驚
 きよう
 愕
 がく

 に目を見開いた。

「何、お父様に
攻
 こう
 撃
 げき

 するなんて、どうしたのよあたし！」

「
反
 はん
 抗
 こう

 期!?
 　反抗期なの!?
 」

「いえ──ちょっと待って。あれ、あたしじゃない
 ！」

〈ニベルコル〉たちが口々に叫ぶと、ウェストコットに攻撃を仕掛けた個体は〈ニベルコル〉たちから距離を取るように飛び退き、その姿を別のものへと変質させた。

　そう──つい先ほど姿を消した、五河士道の姿へと。









「ち……失敗か」

〈ニベルコル〉から姿を
戻
 もど

 し、士道は舌打ちをした。すると本物の〈ニベルコル〉たちが、
驚
 おどろ

 いたような顔をしながら士道を指さしてくる。

「あ！　あんた！」

「あたしの姿でお父様を
襲
 おそ

 うなんて……！」

〈ニベルコル〉が
憤
 ふん
 然
 ぜん

 と気を吐く。しかしウェストコットはさして
怒
 いか

 る様子もなく、むしろ
上
 じよう
 機
 き
 嫌
 げん

 に笑ってみせた。

「──〈
絶滅天使
 メタトロン

 〉の砲撃で
目
 め
 眩
 くら

 ましをし、〈
贋造魔女
 ハニエル

 〉で〈ニベルコル〉に
紛
 まぎ

 れ込む。そして一瞬の
隙
 すき

 を
衝
 つ

 いて〈
封解主
 ミカエル

 〉で〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉の力を封印する……か。なるほど、非常にスマートなやり方だ。──それだけに、予想も容易だったがね」

「……っ、てめぇ──」

　士道の行動を正確に解説したウェストコットを
睨
 にら

 み付ける。

　するとウェストコットは、何を今さらと言うように
肩
 かた

 をすくめてみせた。

「私の
魔
 ま
 王
 おう

 を忘れたかい？　全知の〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉だよ。
精
 せい
 霊
 れい

 が持つ天使の力を
識
 し

 ろうとするのは、至極当然のことだと思うがね」

「…………
 」

　ウェストコットの言葉に、士道は顔をしかめた。

　
奇
 き
 襲
 しゆう

 を
容易
 たやす

 く見破られたから、というのもある。子供に
講
 こう
 釈
 しやく

 をするような口調に腹が立った、というのもなくはない。

　けれど、一番気に入らなかったのは──

「
訂
 てい
 正
 せい

 しろ。それはおまえの魔王じゃない。二亜の天使だ」

　士道は視線を
鋭
 するど

 くすると、再度
身体
 からだ

 に
霊
 れい
 力
 りよく

 を
漲
 みなぎ

 らせ、複数の天使を
顕
 けん
 現
 げん

 させた。

「──ふ。させてみたまえ」

　それに対するように、ウェストコットが不敵に
微笑
 ほほえ

 む。〈ニベルコル〉たちが、臨戦態勢を取るように姿勢を低く身構えた。

　そして、
数
 すう
 瞬
 しゆん

 の
沈
 ちん
 黙
 もく

 のあと、士道と〈ニベルコル〉はほぼ同時に地を
蹴
 け

 った。

　が。

「──え……？」

　その瞬間。士道を
途
 と
 方
 ほう

 もない
違
 い
 和
 わ
 感
 かん

 が襲った。

　士道が手にしていた〈
封解主
 ミカエル

 〉。それが一瞬、手の平の中から消えてしまうかのような感覚。

　それは、先ほど〈
颶風騎士
 ラフアエル

 〉で地を
駆
 か

 けているときに感じたものとよく似ていた。

　言いようのない不安が士道を襲う。まるで、〈
封解主
 ミカエル

 〉の持ち主たる
六
 む
 喰
 くろ

 に何かがあったかのような──

「ぐあ……ッ!?
 」

　次の瞬間、士道は
鳩尾
 みぞおち

 に鋭い痛みを感じ、
苦
 く
 悶
 もん

 の声を上げた。

　士道の集中が乱れた一瞬。その隙に
肉
 にく
 薄
 はく

 していた〈ニベルコル〉が、士道の腹に
爪
 つま
 先
 さき

 を深々とめり込ませていたのである。

「きゃはははは！　何ボーッとしてるのよ！」

「ぐ……！」

　士道は顔を苦痛に歪めながらも、〈ニベルコル〉に
反
 はん
 撃
 げき

 を試みた。

　だが、一対多の戦いの中、一度呼吸を乱してしまうのは致命的な失点となった。
雪崩
 なだれ

 に飲まれるように
追
 つい
 撃
 げき

 を受け、やがて両手両足を〈ニベルコル〉に押さえ込まれてしまう。

「か──は……っ」

　
咳
 せき

 に血が混じる。士道は全身を襲う痛みの中奥歯を
嚙
 か

 みしめると、〈ニベルコル〉を引き
剝
 は

 がそうと手足に力を入れた。

　だが、〈
破軍歌姫
 ガブリエル

 〉の強化を
以
 もつ

 てしても、がっしりと組み付いた疑似精霊を退けることは困難だった。

「おや、存外早く終わってしまったね。それとも、これも何かの作戦かな？」

　ウェストコットが〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉のページを繰りながら、士道のもとに歩いてくる。

「この……！」

　士道は頭の中で念を発すると、空中に〈
絶滅天使
 メタトロン

 〉を顕現させた。が、その瞬間〈ニベルコル〉が〈
絶滅天使
 メタトロン

 〉を押さえ込み、
砲
 ほう
 門
 もん

 の向きをずらしてしまう。

「ふむ、それで終わりかな。なら、幕を引くとしよう。もう少し君と
戯
 たわむ

 れていたいところだが、〈デウス〉と
遭
 そう
 遇
 ぐう

 する前に、残る霊力を手に入れておかねばならないのでね」

　言って、ウェストコットが士道の眼前に立つ。

　士道は
憎
 にく
 々
 にく

 しげに、その顔を睨み付けた。

「……おまえは」

「ん？」

「おまえは、一体何なんだ。一体何のために、精霊の力を求めるんだ。一体何のために──たくさんの人を傷つけるんだ……ッ！
 」

　その言葉は時間
稼
 かせ

 ぎに他ならなかったけれど、問いの中に込められた思いは紛れもなく本物だった。吐き捨てるように
叫
 さけ

 び、ギリと奥歯を嚙みしめる。

　するとウェストコットは、ふむ、と
一
 いつ
 拍
 ぱく

 置いたあと、返してきた。

「新しい世界を創るためさ」

「新しい……世界？」

「ああ。エリオットから聞いているかもしれないが、私たちは
人造魔術師
 ウイザード

 とは
違
 ちが

 う、
純正魔術師
 メイガス

 と呼ばれる者たちの
末
 まつ
 裔
 えい

 でね。あるときその力を
恐
 おそ

 れた人間たちによって集落を焼かれ、仲間を
皆
 みな
 殺
 ごろ

 しにされたのさ」

「な──」

「だから私は始原の精霊〈デウス〉の
隣
 りん
 界
 かい

 を以て、世界を上書きする。私たちの家族を殺した人類に
復
 ふく
 讐
 しゆう

 するために──」

　と、ウェストコットは、どこか
芝
 しば
 居
 い

 がかった調子で言ったあと、フッと
唇
 くちびる

 の
端
 はし

 を
歪
 ゆが

 めた。

「──という理由なら、君にも納得してもらいやすいかな？」

「…………
 、何だと？」

　士道は
困
 こん
 惑
 わく

 するように
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せた。するとウェストコットは、気安い調子で言葉を続けてきた。

「一説によると、人間が最初に得る感情は、『快』と『不快』の二種らしい。成長していくに従い、
喜
 き
 怒
 ど
 哀
 あい
 楽
 らく

 などの様々な感情に分化していくわけだが……どんな感情も基本的には『快』か『不快』に属し、人は『快』を好み『不快』を
嫌
 きら

 う」

「何を……言っている」

「実のところ、そう大層な理由ではないんだ。たとえば社会的地位を得ることを『快』とする者が仕事に精を出すように。人に愛されることを『快』とする者が
誰
 だれ

 かに
施
 ほどこ

 しを
与
 あた

 えるように」

　ウェストコットは、
大
 おお
 仰
 ぎよう

 に両手を広げながら続けた。

「私の場合は、それが少し人とずれていた。それだけなんだ。あとは何も変わらない。自分の目標と
好
 こう
 奇
 き
 心
 しん

 のために、できる限りの努力をしているだけさ。──イツカシドウ。君は、
玩
 がん
 具
 ぐ

 を買うためにお金を
貯
 た

 めたことはないかね？　
恋
 こい
 人
 びと

 が欲しくて身だしなみを整えたことはないかね？　それと特に変わりはないよ。──そういった意味では、私は極めて
平
 へい
 凡
 ぼん

 な人間だ」

「────っ
 」

　ウェストコットの言葉に、士道は息を
詰
 つ

 まらせた。
戦
 せん
 慄
 りつ

 が
肺
 はい
 腑
 ふ

 を満たす。本能的な
拒
 きよ
 絶
 ぜつ

 感。

　
嗚呼
 ああ

 、士道は今になってようやく、ウェストコットに覚えていた違和感の
一
 いつ
 端
 たん

 がわかった気がした。

　彼は異常なのではない。
狂
 くる

 っているのでもない。むしろこの上ないほどに、極めてまっとうな人間であったのだ。──ただし、士道とは別の
倫
 りん
 理
 り

 観において、人間とは相容れない死生観において。

「──さて、話が長くなってしまったね」

　ウェストコットはそう言うと、〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉のページを
円
 えん
 錐
 すい

 状に手に
纏
 まと

 わせ、士道の胸元に向けてきた。

「さらばだ、イツカシドウ。そしてタカミヤシンジ」

「ぐ……！」

　言って、ウェストコットが士道の胸を突き
刺
 さ

 ──

　そうとした、その
瞬
 しゆん
 間
 かん

 。






「──わっ！」






　天から
巨
 きよ
 大
 だい

 な声が
響
 ひび

 き
渡
 わた

 り、
地
 じ
 震
 しん

 のように辺りの空気をビリビリと
震
 ふる

 わせた。

『……ッ!?
 』

　
否
 いな

 、もはやそれは声というよりも
振
 しん
 動
 どう

 兵器に近かった。士道の手足を押さえていた〈ニベルコル〉たちの身体がビクッと
痙
 けい
 攣
 れん

 したかと思うと、
途
 と
 端
 たん

 に
拘
 こう
 束
 そく

 力が弱まる。士道の胸に〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉を突き刺そうとしていたウェストコットも、
突
 とつ
 然
 ぜん

 の
衝
 しよう
 撃
 げき

 に一瞬動けなくなっているようだった。

「……！」

　願ってもない好機。が……振動を浴びているのは士道も同じだった。なんとかその場から
逃
 のが

 れようとするも、身体が思うように動いてくれない。

　しかし次の瞬間、士道は何者かに首根っこを
摑
 つか

 まれたかと思うと、そのままぐいと上方へと引っ張り上げられた。

「おわ……ッ!?
 」

　突然のことに
驚
 きよう
 愕
 がく

 の声を上げる。

　が、士道はすぐにそれが誰の仕業であるのかに気づいた。

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ですか、だーりん！」

「……あぶな。
間
 かん
 一
 いつ
 髪
 ぱつ

 ね」

「──
美
 み
 九
 く

 、
七
 な
 罪
 つみ

 ！」

　士道は目を見開くと、その精霊たちの名を呼んだ。

　そう。後方で
皆
 みな

 のサポートを担当していた美九と七罪が、そこにいたのである。

　どうやら美九が音の天使〈
破軍歌姫
 ガブリエル

 〉で以て〈ニベルコル〉たちを
怯
 ひる

 ませ、その
隙
 すき

 に七罪が士道を助けてくれたらしい。

「すまん、助かった。それに、無事で何よりだ……！」

「ええ、それはいいんですけどぉ、一体今戦いはどうなってるんですかー？　皆さんと通信が
途
 と
 絶
 だ

 えてしまって……」

「……ていうかあれ、敵の大将なんじゃないの？　なんでこんな最前線に
出
 で
 張
 ば

 ってきてるの？　いやまあ、それ言ったら士道もそうなんだけど」

　美九と七罪が不安そうに言ってくる。士道はぐっと
拳
 こぶし

 を
握
 にぎ

 ると、声を張り上げた。

「
詳
 くわ

 しくはあとだ！　始原の
精
 せい
 霊
 れい

 が現れた！　一刻も早くこいつを
倒
 たお

 してみんなのところへ行かなきゃならない！　力を貸してくれ！」

「……！」

「な……」

　美九と七罪は士道の言葉に驚愕の表情をしたが──すぐにその意を理解してか、キッと視線を鋭くした。

「それは急がないといけませんねー。だーりんと皆さんのために上げていきますよー！」

「……また
面
 めん
 倒
 どう

 なことになってるわね。仕方ない、付き合ってあげるわよ、もう……！」

　言って、美九が光り
輝
 かがや

 く
鍵
 けん
 盤
 ばん

 を、七罪が
箒
 ほうき

 型の天使を構える。

　するとそれを見てか、ウェストコットが
薄
 うす

 い笑みを
浮
 う

 かべた。

「ほう。〈ディーヴァ〉に〈ウィッチ〉か。──
嬉
 うれ

 しいね。イツカシドウの
霊
 れい
 力
 りよく

 と
併
 あわ

 せて手に入れれば、完全な状態の
霊結晶
 セフイラ

 を二つも得ることができる」

　ウェストコットと〈ニベルコル〉を足止めできたのは一瞬。
既
 すで

 に彼らは視線をこちらに向け、臨戦態勢を取っていた。

　それを
警
 けい
 戒
 かい

 するように、美九と七罪が視線を
鋭
 するど

 くする。

「とにかく、あの男の人を倒せばいいんですねー？」

「……でも、あの〈ニベルコル〉っての、士道が倒さないと無限
湧
 わ

 きするんでしょ？　士道が周りのやっつけてる間に私たちが親玉
叩
 たた

 くって感じ？　それとも〈
贋造魔女
 ハニエル

 〉で隙を
衝
 つ

 いて後ろからブスリ？」

「──いや」

　二人の言葉に、士道はしかし首を横に
振
 ふ

 った。

　戦力が増えたのは非常にありがたいが、頭数では〈ニベルコル〉に敵うはずもない。

　加え、ウェストコットには〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉によって得た天使の知識がある。美九の〈
破軍歌姫
 ガブリエル

 〉と七罪の〈
贋造魔女
 ハニエル

 〉は確かに強力な天使であるが、それを用いた
奇
 き
 襲
 しゆう

 が通じないのは、先ほど士道自身が実証してしまっていた。

　全知の
魔
 ま
 王
 おう

 〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉。それは持ち主が求めれば、
森
 しん
 羅
 ら
 万
 ばん
 象
 しよう

 全てを『
識
 し

 る』ことができる魔王である。下手な
搦
 から

 め
手
 て

 に
頼
 たよ

 っては、逆に士道たちが
窮
 きゆう
 地
 ち

 に立たされる可能性があった。

　もしもそれを打ち破ろうとしたなら──やり方は恐らく、二つしかない。

　一つは、ウェストコットが想像さえしない方法で
攻
 こう
 撃
 げき

 を
仕
 し
 掛
 か

 けること。

〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉は確かにこの世にあるもの全ての情報を集めることができる魔王であるが、使用者が求めない限り、その権能が発揮されることはない。つまり、ウェストコットが識ろうとさえしなかった方法でなら、彼の隙を衝ける可能性はあった。

　そして、もう一つは──

「……美九、〈
破軍歌姫
 ガブリエル

 〉を演奏してくれないか。とびきり
勇
 ゆう
 猛
 もう

 で──俺の身体を限界まで強化してくれるようなやつがいい」

「！　だーりん、それって……」

「七罪も、〈
贋造魔女
 ハニエル

 〉を〈
破軍歌姫
 ガブリエル

 〉に変化させて、同じように
頼
 たの

 む」

「……士道、あんた」

　士道が言うと、美九と七罪は一瞬目を丸くしたのち、士道の意図を察したようにごくりと息を
吞
 の

 んでから天使を演奏し始めた。

　右から、左から、勇ましい音楽が鳴り響く。

「……ッ！
 」

　その演奏を浴びて、士道は思わず息を詰まらせた。

　どくん、と心臓が高鳴り、全身に熱い血潮を
巡
 めぐ

 らせる感覚。
普
 ふ
 段
 だん

 は数多くの味方に向けられる【
行進曲
 マーチ

 】を二重奏で、たった一人に集中させているのである。効果のほどは推して知るべしだった。

「──〈ニベルコル〉」

　だが、それを
黙
 だま

 って見ていてくれるほど、敵も優しくはなかった。ウェストコットの号令に従い、一〇〇人近い〈ニベルコル〉たちが
一
 いつ
 斉
 せい

 に
襲
 おそ

 いかかってくる。

「何をしようが
無
 む
 駄
 だ

 よ！」

「三人纏めてお父様に
跪
 ひざまず

 かせてあげる……ッ！
 」

　
叫
 さけ

 び、〈ニベルコル〉が〈
神蝕篇帙・頁
 ベルゼバブ・イエレツド

 〉を円錐状に変形させ、矢の
如
 ごと

 く放ってくる。士道はキッとそれを
睨
 にら

 むと、
喉
 のど

 を震わせた。

「──〈
氷結傀儡
 ザドキエル

 〉！」

　瞬間、三人を
覆
 おお

 うように氷の
障
 しよう
 壁
 へき

 が形成される。無数の〈
神蝕篇帙・頁
 ベルゼバブ・イエレツド

 〉が、士道たちに
触
 ふ

 れる前に
阻
 はば

 まれた。

　しかし〈ニベルコル〉の
恐
 おそ

 ろしさは、絶対的な力を持つ
一
 いち
 撃
 げき

 ではなく、その
圧
 あつ
 倒
 とう

 的な『数』の力である。
一
 いち
 撃
 げき

 一撃は小さくとも、絶え間なく攻撃が
繰
 く

 り返されるうち、氷の表面に
蜘蛛
 くも

 の
巣
 す

 のような
亀
 き
 裂
 れつ

 が走っていった。

　だが──それでいい。士道とて、〈ニベルコル〉の攻撃を全て防げるなどとは考えていない。二つの〈
破軍歌姫
 ガブリエル

 〉によって十分な力が
溜
 た

 まるまで、二人の演奏者を守れればよかったのである。

「ふ────ッ
 」

〈ニベルコル〉の
執
 しつ
 拗
 よう

 な攻撃によって、〈
氷結傀儡
 ザドキエル

 〉の障壁が
砕
 くだ

 け
散
 ち

 る。

　それと同時、士道は意を決するように息を
吐
 は

 くと、右手に
大
 たい
 剣
 けん

 〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉を
顕
 けん
 現
 げん

 させ、地面を
蹴
 け

 って前方へと走っていった。

「はっ、出てきたわね！」

「死になさい……ッ！
 」

　士道の姿を認めた〈ニベルコル〉たちが、〈
神蝕篇帙・頁
 ベルゼバブ・イエレツド

 〉を放ってくる。

　が、士道は〈
氷結傀儡
 ザドキエル

 〉の障壁を顕現させなかった。
避
 よ

 けきれなかった数発の矢が、
腕
 うで

 に、背に突き刺さる。

「ぐ……っ！
 」

　しかし、士道は足を止めなかった。
防
 ぼう
 御
 ぎよ

 も
鎮
 ちん
 痛
 つう

 も一切行わず──
身体
 からだ

 を自動的に
治
 ち
 癒
 ゆ

 させようとする〈
灼爛殲鬼
 カマエル

 〉の
炎
 ほのお

 さえ可能な限り押しとどめて、ただウェストコットに向かって走る。

　当然、全身に気絶してしまいかねない激痛が走るが──これでいい。

　他の天使
 を顕現させている
余
 よ
 裕
 ゆう

 など、今の士道にはなかったのだから。

「〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉……ッ！
 」

　士道は、
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 するようにその名を呼ぶと、
踵
 かかと

 を地面に叩き付けた。

　すると、その声に応ずるように大地が
揺
 ゆ

 れ──

　巨大な
金
 こん
 色
 じき

 の玉座が、そこに現れた。

　大剣〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉の
鞘
 さや

 たる、王の座。士道はそれを、初めて顕現させたのである。

「何……？」

　ウェストコットが
微
 かす

 かに
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せる。

　──士道は叫んだ。

　その大いなる剣の、貴き名を。

「──【
最後の剣
 ハルヴアンヘレヴ

 】──！」

　瞬間。士道の
召
 しよう
 喚
 かん

 した玉座に
幾
 いく

 つもの亀裂が入ったかと思うと、幾つものパーツに分解し、士道の握る剣に
纏
 まと

 わり付いていった。

　そして、人が握るにはあまりに長大に過ぎる剣を形作る。

　士道は、限界を
超
 こ

 えた痛みで脳が焼き切れそうになる感覚の中、それをウェストコット目がけて振り下ろした。

「──うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！
 」

　そう。これこそが、ウェストコットを
打
 だ
 倒
 とう

 しうる、もう一つの方法。

　──知っていようと受け止めようのない、
渾
 こん
 身
 しん

 の一撃を叩き込む。

　そして士道が知る最強の一撃といえば、
十
 とお
 香
 か

 の持つこの【
最後の剣
 ハルヴアンヘレヴ

 】をおいて他になかったのである……！

　
目
 ま
 映
 ばゆ

 い霊力の光が、ウェストコットを吞み込まんと、大地を割っていった。









「ふ──はは、ははははははははは……ッ！
 」

　
迫
 せま

 り来る絶大なる力の波を前にして、ウェストコットは
哄
 こう
 笑
 しよう

 を上げた。

　視界を
埋
 う

 める
凄
 すさ

 まじい霊力の
塊
 かたまり

 。人間の身でありながら精霊の力を振るう五河士道の、恐らくは最大最強の一撃。

　
霊結晶
 セフイラ

 を
奪
 うば

 いさえすれば、この力が己のものになるという
高
 こう
 揚
 よう

 と、己の身に今死が迫っているという興奮とで、ウェストコットの脳内には快楽物質が
溢
 あふ

 れかえっていた。

　なるほど、士道の考えはあながち
間
 ま
 違
 ちが

 っていない。天使の権能を知り
尽
 つ

 くしたウェストコットに奇襲は無意味。ならば力任せの一撃にて防御ごと
屠
 ほふ

 り去るのは、シンプルながら最適解と言えるだろう。事実、ウェストコットの手札に、この一撃を防ぎ
得
 う

 るものは存在しなかった。

　だが──

「──『識っている』ということの意味を、君はまだ甘く見ているのではないかな」

　ウェストコットがそう
呟
 つぶや

 いた
瞬
 しゆん
 間
 かん

 ──

「お父様ぁぁぁぁぁッ！
 」

　周囲にいた何体もの〈ニベルコル〉たちが、ウェストコットを守るために集ってきた。

　無論、疑似精霊に過ぎない〈ニベルコル〉が、天使最強の一撃に
耐
 た

 え得るはずはない。【
最後の剣
 ハルヴアンヘレヴ

 】に触れた〈ニベルコル〉たちは、
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 にして光と消えていった。

　しかし、〈ニベルコル〉の力は『数』。そして〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉がある限り、死してなお復活することにある。
膨
 ぼう
 大
 だい

 な数の〈ニベルコル〉たちが、ウェストコットの前に
幾
 いく
 重
 え

 にも
壁
 かべ

 を作る。

　そして──ウェストコットは『識って』いた。

〈プリンセス〉がこの一撃を放ったときのことを。

　この絶大なる一撃の
掃
 そう
 討
 とう
 範
 はん
 囲
 い

 を。

　最高
威
 い
 力
 りよく

 を
維
 い
 持
 じ

 する持続時間を。

「ふ──ッ」

　ウェストコットは〈ニベルコル〉が剣撃を
逸
 そ

 らしている間に、別の〈ニベルコル〉たちの手によって、左方に
逃
 のが

 れた。

　無論、完全にノーダメージとはいかない。膨大な霊力は、
回
 かい
 避
 ひ

 をしてなおウェストコットの手を、足を
灼
 や

 いた。

　けれど──ウェストコットは生き延びた。

　そしてその手には、〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉が残っていた。

　──やがて、
猛
 もう
 威
 い

 を振るった霊力の
奔
 ほん
 流
 りゆう

 が消え去っていく。

「ふ……はは、ははははははは！」

　ウェストコットは笑った。

　五河士道には、もうウェストコットに
抗
 あらが

 う
術
 すべ

 は残っていまい。

　
精
 せい
 霊
 れい

 の力を
賭
 か

 けたこの勝負、ウェストコットの勝利は疑いようがなかった。

　だが──

「………………
 ああ、避けると思ってたよ、あんたなら」

「──？」

　
土
 つち
 煙
 けむり

 の向こうから士道の声が
響
 ひび

 いてきて、ウェストコットは微かに
眉
 まゆ

 を動かした。

「──確かに〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉を手に入れたなら、天使の力なんて、真っ先に調べていて当然だ。それを本来の持ち主でもない俺が使うんだから、威力だって落ちる。──でもな」

　風が
吹
 ふ

 き、立ちこめていた土煙が晴れる。

　そこには、両手を合わせ、
腰
 こし
 元
 もと

 に構えた士道の姿があった。

「これ
 は『識って』いたか？　調べていたか？　なあ、全知のウェストコット……！」

　そしてそう叫び、ウェストコットを
見
 み
 据
 す

 えながら言葉を
紡
 つむ

 ぐ。

「──
瞬
 しゆん

 ──
閃
 せん

 ──」

「何……？」

　その文言に、ウェストコットは小さく、しかし確かに、眉をひそめた。

　聞き覚えのない言葉。天使の名ではない。
呪
 じゆ
 文
 もん

 ？　
魔
 ま
 術
 じゆつ

 ？　まじない？　それとも──

「──
轟
 ごう

 ──
爆
 ばく

 ──」

　一瞬の
困
 こん
 惑
 わく

 。

　それは、考え得る敵の力を全て調べ尽くし、識り尽くしていたウェストコットだからこそ生まれ得た、
刹
 せつ
 那
 な

 の
空
 くう
 隙
 げき

 であった。

　士道が、カッと目を見開き、両手を前に
突
 つ

 き出す。

「──
破
 は

 ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ──────ッ
 !!
 」

　次の瞬間。

「な──」

　凄まじい
霊
 れい
 力
 りよく

 の奔流が。

　全く未知の
攻
 こう
 撃
 げき

 が──【
最後の剣
 ハルヴアンヘレヴ

 】で
疲
 ひ
 弊
 へい

 しきったウェストコットを
吞
 の

 み込んだ。









「────────
 」

　ぷつん、と糸が切れたように身体から力が
抜
 ぬ

 け落ち、士道はその場にくずおれた。











「だーりん！」

「し、士道……！」

　後方から、士道の名を呼ぶ声が聞こえてくる。次いで、士道の身体が優しく
抱
 だ

 き起こされた。

「ああ……美九、七罪。悪いな……ちょっと……
頑
 がん
 張
 ば

 りすぎたかもしれない」

【ちょっとどころじゃないですぅ！　ボロボロじゃないですかー！】

　美九が
涙
 なみだ
 目
 め

 になりながら言ってくる。その声に〈
破軍歌姫
 ガブリエル

 〉の霊力が込められていたのだろう。全身を
苛
 さいな

 む痛みが段々と
緩
 かん
 和
 わ

 していった。

「ありがとう……もう
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 だ」

「あっ、だーりん！」

「ちょ……大丈夫なの？」

　士道は美九と七罪の手を借りながら立ち上がると、ふらつく足取りで、
破
 は
 壊
 かい

 され尽くした地面を歩いていった。

　やがて──およそ三分の一が欠損した〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉と、
瓦
 が
 礫
 れき

 に背を預けるように横たわるウェストコットの姿を発見する。纏っていた
漆
 しつ
 黒
 こく

 のスーツはボロボロになり、全身の至る所から血が
滲
 にじ

 んでいる。まさに
満
 まん
 身
 しん
 創
 そう
 痍
 い

 といった様子だった。

「……おや」

　しかしウェストコットは、痛みをまるで感じていないかのような調子でぱちりと
瞬
 まばた

 きをすると、士道の方に視線を
寄
 よ
 越
 こ

 してきた。

「やられてしまったようだね。これが終着点か。ふむ……存外
呆気
 あつけ

 ないものだ」

「……おまえ──」

　その姿を目にして、士道は先ほどまで忘れていた感情に火が
点
 つ

 くのを感じた。

　もはやウェストコットに、
抵
 てい
 抗
 こう

 する力はない。士道が天使を突き立てたなら、今すぐに息の根を止めることだって可能だろう。

　それを自覚した瞬間、士道の中にある
崇
 たか
 宮
 みや
 真
 しん
 士
 じ

 の
怒
 いか

 りが
疼
 うず

 き出したのである。

　思い人を傷つけられた
恨
 うら

 み。妹を奪われた
怨
 うら

 み。──己を殺された、
憾
 うら

 み。

　士道の中に
甦
 よみがえ

 った崇宮真士の
記
 き
 憶
 おく

 が、目の前の男に、最大限の殺意を向けていたのだ。

「…………
 」

　士道はもう一人の自分に突き動かされるように、右手をゆっくりと
振
 ふ

 り上げた。

　そして言葉もなく、その手に天使が
顕
 けん
 現
 げん

 する。

「！　だーりん！」

「士道……！」

　士道の様子に気づいたのだろう、美九と七罪が声を上げてくる。

　だが──
遅
 おそ

 い。士道の手は、速やかに振り下ろされた。

　──ウェストコットの
傍
 かたわ

 らにあった、〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉へと。

「……〈
封解主
 ミカエル

 〉──【
閉
 セグヴア

 】」

　そして手にした天使──〈
封解主
 ミカエル

 〉を、かちりと回す。

　次の瞬間、〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉から発されていた霊力が
鎮
 しず

 まっていき、辺りに散らばっていた無数のページが光の
粒
 つぶ

 となって消えていった。

　これで、一時的とはいえ〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉の力は
封
 ふう
 印
 いん

 された。ウェストコットを無力化したと言っていいだろう。

　それを見てか、美九と七罪がほうと
安
 あん
 堵
 ど

 の息を
吐
 は

 く。

「もう……びっくりしましたよぉ」

「……うん、ぶっちゃけ殺すと思った」

　二人の声を聞いて、士道は細く息を吐いた。

「……ああ、殺してやりたいさ。実際、最後の攻撃は死んでも仕方ないと思って
撃
 う

 った」

「最後の……」

「ああ、あの
瞬
 しゆん
 閃
 せん

 なんとかって……」

　コホンと
咳
 せき
 払
 ばら

 いをしながら、士道は続けた。

「なんて言ったらいいのかわからないけど……これはきっと、
駄
 だ
 目
 め

 なんだ。俺は、こいつらと同じにはなりたくない。シンには悪いけど……な」

「だーりん……」

「……まあ、いいんじゃないの、それで」

　二人の言葉に、士道が
頷
 うなず

 く。

　するとウェストコットが、ふうと息を吐くのが聞こえてきた。

「いいのかね。こんな好機は二度とないと思うが」

「うるさい。負けたやつがとやかく言うな」

「はは、まるでエリオットのようなことを言う。……残念だな。死の感覚というのにも興味があったのだが──」

　──と。

　そこで、ウェストコットが言葉を止めた。

　
否
 いな

 ──言葉を発せなくなった、と言った方が正しいだろうか。

　ほんの瞬きほどの間に、世界がモノクロに様変わりし──ウェストコットの胸元から、灰色の光を放つ
結
 けつ
 晶
 しよう

 が
浮
 う

 かび上がったのである。

「な……!?
 」

　士道は
驚
 きよう
 愕
 がく

 に目を見開くと、周囲に視線を
巡
 めぐ

 らせた。

　明らかに、異常な光景。つい一瞬前まで辺りに広がっていた
廃
 はい
 墟
 きよ

 が、白と黒で構成された
幾
 き
 何
 か
 学
 がく

 的な空間に
変
 へん
 貌
 ぼう

 していたのである。

「え……っ？
 」

「あ──」

　次いで後方から、美九と七罪のそんな声が響く。

　一瞬、彼女らも、
突
 とつ
 然
 ぜん

 様変わりした世界に
驚
 おどろ

 いているのだと思ったが──
違
 ちが

 う。

　
一
 いつ
 拍
 ぱく

 置いて士道は気づいた。

　地面から光の帯のようなものが
伸
 の

 び、美九と七罪の胸を一直線に
貫
 つらぬ

 いていることに。

「……ッ!?
 　み、美九、七罪……!?
 」

　士道が
狼
 ろう
 狽
 ばい

 の声を上げていると、彼女らの胸からも光り
輝
 かがや

 く
霊結晶
 セフイラ

 が現出し──ウェストコットのそれと
一
 いつ
 緒
 しよ

 に宙に
舞
 ま

 うと、空へと飛んでいってしまった。

　すると美九と七罪が、糸の切れた人形のようにがくりとその場に
倒
 たお

 れ込む。

「お、おい！　どうした二人と……も……」

　二人の
身体
 からだ

 を
揺
 ゆ

 すった士道は、
途
 と
 中
 ちゆう

 で言葉を失った。

　理由は単純。つい数秒前まで話していた二人が──物言わぬ
屍
 しかばね

 となっていたのである。

「な……何だよ、これは……ッ！
 」

「────
 シン」

　と。

　士道の困惑に応えるように。

　
闇
 やみ

 の中から、その少女は姿を現した。

「……！　み、お──」

　そう。
荘
 そう
 厳
 ごん

 な
霊
 れい
 装
 そう

 を
纏
 まと

 った精霊・崇宮
澪
 みお

 が、いつの間にかそこに現れていたのである。

　もっと正確に言うのなら、先ほどまでの姿とは、装いが
微
 び
 妙
 みよう

 に異なっていた。

　彼女が背に負っている一〇の星。先ほどまで一つしか光が
灯
 とも

 っていなかったそれが、今は
目
 ま
 映
 ばゆ

 いばかりの輝きを放っていたのである。

「…………っ
 」

　最悪の想像が頭を
掠
 かす

 める。けれど問わずにはいられなかった。
嘔
 おう
 吐
 と

 感を
抑
 おさ

 えるようにしながら、言葉をこぼす。

「み、みんなは……」

「…………
 」

　士道の言葉を受け、澪がゆっくりと手を前に
掲
 かか

 げる。

　すると、彼女の背に輝く一〇の星から、それぞれ美しい
霊結晶
 セフイラ

 が姿を現した。

「な──」

　悲しいかな、美九と七罪の姿を目にした士道には、それが何を意味するのか、理解できてしまった。

　
即
 すなわ

 ち、
精
 せい
 霊
 れい

 全員の──死。

「あ、あ……」

　──間に、合わなかった。

　士道は、半ば無意識のうちに自分の
喉
 のど

 から
震
 ふる

 える声がこぼれるのを感じた。

　
状
 じよう
 況
 きよう

 を理解してしまった脳から順に、絶望が身体を
侵
 しん
 蝕
 しよく

 していく感覚。視界が滲む。指先が震える。全身から力が抜け、身を起こしていることさえ困難になる。

「──準備は整った」

　けれど澪は、そんな士道とは対照的に、静かな声で告げた。

「これでずっと一緒だよ。──シン」





　　　　◇





「……一体何なのですか、この異空間は」

　戦場と化した
天
 てん
 宮
 ぐう

 市上空に
浮
 ふ
 遊
 ゆう

 する〈ラタトスク〉空中
艦
 かん

 、〈ウルムス〉。

　その
艦
 かん
 橋
 きよう

 で、
円卓会議
 ラウンズ

 議長代理カレン・メイザースは、落ち着いた、しかしどこか
苛
 いら
 立
 だ

 たしげな声を上げた。

　だがそれも無理からぬことではあった。ただでさえ
滅
 め
 茶
 ちや
 苦
 く
 茶
 ちや

 な
戦
 せん
 闘
 とう

 の中、突然観測機が始原の精霊のものと
思
 おぼ

 しき霊波反応を感知したというのである。

　そして、それに次いで現れた
謎
 なぞ

 の天使と、これまた謎の異空間。それらが発生した周囲からは、敵味方問わず全ての
魔術師
 ウイザード

 、自動人形、さらには空中艦の反応が消え、その中には敵
旗
 き
 艦
 かん

 〈レメゲトン〉までもが
含
 ふく

 まれていた。

　それだけを見れば、イレギュラーとはいえ〈ラタトスク〉の勝利である。

　しかし、事態はそう単純ではない。

　そう。〈ラタトスク〉の
要
 かなめ

 たる五河士道の反応も消えている上、こちらの旗艦〈フラクシナス〉までもが、天使の前に
沈
 しず

 んでいたのだ。

　それによって形成された異常な戦場。いわば
王
 キング

 が不在のチェス
盤
 ばん

 である。

　もはやＤＥＭ側も、何をすればよいのかわかっていない状況だろう。まあ、ウェストコットが討ち取られたことを知っての
弔
 とむら

 い
合
 がつ
 戦
 せん

 をしているという可能性もないではなかったが──それよりは、敵が目の前にいるから戦わねばならないというシンプルな行動原理に従うことで、
恐
 きよう
 慌
 こう

 状態を
避
 さ

 けようとしているという方が適当なように思われた。カレンに言わせれば、どちらにしろ恐慌に違いなかったのだけれど。

　そんなことを続けていては、ただ
双
 そう
 方
 ほう

 
徒
 いたずら

 に
疲
 ひ
 弊
 へい

 していくだけである。カレンはどうにか現状を
把
 は
 握
 あく

 すべく、
惰
 だ
 性
 せい

 で続けられる戦闘の傍ら、自ら異空間の
解
 かい
 析
 せき

 を試みていたのだった。

　だが、調べれば調べるほどに、意味がわからなくなる。

　天使を
核
 かく

 にして形成された結界のような空間であることはわかるのだが、それを組成する霊子の属性が少しずつ様変わりしていき、
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 気を
抜
 ぬ

 くと先ほどまでとはまったく別のものに変貌していたのである。

　象と
蟻
 あり

 ほどに規模が違うが、言うなれば、まるで
魔術師
 ウイザード

 の
扱
 あつか

 う
随意領域
 テリトリー

 に似た──

「──まさか、『隣界』──？」

　と、カレンがぽつりと言った
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、近くの席に着いていたクルーが不意に声を上げた。

「これは──」

「どうかしましたか」

「は、はい。〈フラクシナス〉が射出していた自律カメラの回線を拾い、異空間内の映像を外部から調べていたのですが……そこに、精霊の死体と思しきものが……！」

「何ですって？」

　カレンは
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せると、クルーのパーソナルモニタを
覗
 のぞ

 き込んだ。

　確かに彼の言うとおり、精霊たちが何人も地に
伏
 ふ

 している。その中には、〈フラクシナス〉
艦
 かん
 長
 ちよう

 ・五河
琴
 こと
 里
 り

 の姿も見受けられた。

「く」

　と、小さく息を
漏
 も

 らす。

　
時
 とき
 崎
 さき
 狂
 くる
 三
 み

 
及
 およ

 び、
八
 や
 舞
 まい
 耶
 か
 俱
 ぐ
 矢
 や

 ・
夕
 ゆ
 弦
 づる

 姉妹が、始原の精霊によって殺害されたことは確認していた。だが、まさかこの短時間にこれほどの──

「……ちょっと待ってください。映像はこれで全てですか？」

「は、はい。少なくとも今あるものは……」

「…………
 」

　クルーの声を受けて、カレンはあごに手を当てた。

　ただの
見
 み
 逃
 のが

 しかもしれない。
或
 ある

 いは、まだ始原の精霊と
遭
 そう
 遇
 ぐう

 していないだけかもしれない。

　けれど確かに──映像にある死体の数は、異空間内に入った精霊の数よりも、一つ少なかった
 のである。





　　　　◇





　──ゆらり、ゆらりとゆれて。

　──くるり、くるりとまわる。

　どちらが上でどちらが下かもわからない、所在ない空間。ぬるま湯の中を泳ぐかのような心地よさと、闇に吸い込まれるような不安感とが、不思議な共存状態を築いていた。

　否──所在ないのは、空間のみではなかった。

　自分の身体が、自分の身体でないような感覚。気を抜いたなら手が、足が、世界に
溶
 と

 けていってしまうかのような
違
 い
 和
 わ
 感
 かん

 。

　それは
恐
 きよう
 怖
 ふ

 であり、甘い
誘
 ゆう
 惑
 わく

 でもあった。すとんと
眠
 ねむ

 りに落ちる寸前のような、
抗
 あらが

 いがたい快感。
意識
 じぶん

 を失うことはわかっていても、思わず身を任せたくなってしまう。

（……ぅ、ぁ……）

　けれど。十香の頭の奥底に
疼
 うず

 く何かが、それを
拒
 こば

 んだ。

　──
駄
 だ
 目
 め

 だ。駄目だ。それは、駄目だ。

　それに身を任せたなら、きっと全てが終わってしまう。もう二度と、目覚めることはなくなってしまう。

　だが、それを自覚してなお、
眠
 ねむ
 気
 け

 にも似た感覚は十香の意識を
捕
 と

 らえて
離
 はな

 さなかった。優しい
悪
 あく
 魔
 ま

 の手招きが、
徐
 じよ
 々
 じよ

 に十香の自我を侵蝕し──





（──落ちるか。まあ、それもいいだろう）





　瞬間。

　どこからかそんな声が
響
 ひび

 いてきて、十香はハッと目を見開いた。

（……っ──
 ）

　一瞬前までの眠気が
噓
 うそ

 のように、意識がはっきりとする。今の今まで空間に溶け入りそうになっていた手足に、感覚が
戻
 もど

 っていく。

　けれどそれは逆に、この空間の
奇
 き
 妙
 みよう

 さを際立たせる結果となった。

　
見
 み
 渡
 わた

 せども、ここがどこなのか──
否
 いな

 、『何』なのか、わからない。

　何も見えないようでいて、
遥
 はる

 か遠くまでを見通せるかのような不思議な空間。あえて言うならばそれは、かつて
空
 くう
 間
 かん
 震
 しん

 を
伴
 ともな

 ってこちらの世界で目覚める直前の感覚に近いような気がした。

　──だが一つ、この場には確たる情報がある。十香はふわふわと揺らめく
身体
 からだ

 をどうにか
制
 せい
 御
 ぎよ

 しながら、声のした方向に目をやった。

（な……）

　そしてそこにいた少女を見て、
驚
 きよう
 愕
 がく

 に目を見開く。

　辺りにたゆたうは夜色の
髪
 かみ

 。

　静かに
此方
 こちら

 を
見
 み
 据
 す

 えるは
水
 すい
 晶
 しよう

 の
双
 そう
 眸
 ぼう

 。

　そう。その少女は──十香と
瓜
 うり
 二
 ふた

 つの顔をしていたのである。

（お、おまえは、一体……）

　十香が
訝
 いぶか

 しげに問うと、少女はフンと鼻を鳴らしながら返してきた。

（名か。そんなものはない。──あえて言うならば、私は
 、おまえだ
 ）

（私……？）

　少女の返答に、十香はさらに表情を
困
 こん
 惑
 わく

 の色に染めた。

　だが、少女の言葉を
冗
 じよう
 談
 だん

 と笑い飛ばせないのもまた、事実であった。他人というには、少女はあまりにも十香に似すぎている。これならば、まだ八舞姉妹の方が
相
 そう
 違
 い
 点
 てん

 を探しやすいだろう。

（一体何がどうなっているのだ……これは夢なのか？）

（夢、か。ふん、まあ当たらずとも遠からずというところだろう。おまえの頭の中か、あの女の中かという
違
 ちが

 いはあるがな）

（あの女──？）

　言われて、十香は小さく
肩
 かた

 を
揺
 ゆ

 らした。

　その一言を起点として、
芋
 いも

 づる
式
 しき

 に
記
 き
 憶
 おく

 が
掘
 ほ

 り起こされる。

　そうだ。十香は
精
 せい
 霊
 れい

 たちとともに澪と戦い──そして、敗れたのだ。

（
皆
 みな

 は……皆はどこだ!?
 　私がいるということは、皆もここにいるのか!?
 ）

　十香は再度周囲を見回しながら言った。他の精霊たちも十香と同じように、
霊結晶
 セフイラ

 を澪に吸収されていたはずだ。十香が──少なくともその意識が──ここにいるならば、他の皆がいてもおかしくはないはずだった。

　と、そこで十香は、問いに言葉が足らないことに気づいた。十香と同じ
貌
 かお

 をして、十香の知らないことを知っているものだから、つい全ての話が通じると思ってしまったのだ。

（あ、皆というのはだな──）

（他の精霊のことか？）

（！　知っているのか!?
 ）

　十香が目を丸くすると、少女は小さく息を
吐
 は

 きながら続けてきた。

（──前の目覚めより、時折おまえの目を借りて、世界を
眺
 なが

 めていた）

（む……？　目を……？）

　少女の言葉が何を意味しているのかよくわからない。十香は首を
傾
 かし

 げた。

　しかし少女は、無理に理解せずともいい、というように首を
振
 ふ

 ってから、先の問いに答えてきた。

（ここにいるのはおまえだけだ。他の者たちは、あの女に
霊結晶
 セフイラ

 を
奪
 うば

 われ、人間として死んだ。女の中にあるのは、あくまでその
霊結晶
 セフイラ

 のみだ）

（……っ）

　少女の言葉に、十香は息を
詰
 つ

 まらせた。

　皆の死を知らなかったわけではない。十香はこの目で見たのだ。皆が澪の手によって、冷たい地に伏していくその光景を。

　だが改めてその事実を告げられると、十香は心臓が
握
 にぎ

 り
潰
 つぶ

 されるかのような痛みを覚えてしまうのだった。

　けれどすぐに、少女の言葉に違和感を覚える。十香は
眉
 まゆ

 をひそめながら返した。

（人間として……？　どういうことだ。確かに
折
 おり
 紙
 がみ

 や琴里たちは元人間だが……
四
 よ
 糸
 し
 乃
 の

 や耶俱矢、夕弦、七罪は、私と同じ精霊だろう？）

（いいや。あの女以外の精霊と呼ばれる存在は、あの女によって
霊結晶
 セフイラ

 を
与
 あた

 えられた人間に過ぎん。──一つの例外を除いてな。今おまえが挙げた者たちは、数十年前に精霊にされ、人間であった
頃
 ころ

 の記憶を失っているだけだ）

（な──）

　十香は思わず目を見開いた。

　精霊が──全て人間。

　確かに以前、二亜が似たようなことを言っていた気もするが──その
真
 しん
 偽
 ぎ

 のほどは定かではなかったはずだ。何より十香自身、自分が人間であった頃のことなど何も覚えていなかったため、実感が
湧
 わ

 いていなかったのだ。

　だが、もし少女の言葉が真実であるとするならば、おかしな点が一つ、あった。

（ならば……私はなぜ生きているのだ？　私も、そのうちの一人ではないか！）

　そう。十香も皆と同様、澪に胸を
貫
 つらぬ

 かれた。

　ならば十香も、皆と同じように人間として死んでいなければおかしいはずである。

（それは──）

　すると少女は、すっと目を細めながら
唇
 くちびる

 を開き、簡潔に言葉を述べてきた。

（────！
 ）

　それを聞いて、思わず目を見開く。

　だが──十香はすぐに、きゅっと唇を引き結び、
拳
 こぶし

 を握った。

（……ふん？）

　少女が、眉をぴくりと動かしてくる。

（困惑するかと思いきや、存外飲み込みが早かったな）

（……うむ。いや、困惑は、している。だが……もしもそれが本当だとするならば、今は、その事実に感謝したい）

（ほう……？）

　少女が興味深そうに目を細める。十香は双眸に決意の光を宿し、顔を上げた。

（──私は、こうして生きている。そして生きているのなら──まだ、戦える）

　十香が言うと、少女が小さく鼻を鳴らした。

（なるほど。──だが敵は我らが母。仮に戦えたとして、まず敵いはするまい。できることといえば、せいぜい数分の時間を
稼
 かせ

 ぐ程度だろう。再び死の苦痛を味わうだけだぞ。いや……今度こそあの女は
過
 あやま

 つまい。次は意識の断片さえ残さず消し去られるだろう）

　少女が、
脅
 おど

 かすような口調で言ってくる。

　だが十香は、
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 の
逡
 しゆん
 巡
 じゆん

 さえなく首を横に振った。

（──構わん。数分のときがあれば、シドーは
逃
 に

 げることができるかもしれない。何かこの
状
 じよう
 況
 きよう

 を打開する方法を思いついてくれるかもしれない。──私の命を
賭
 か

 けるに値する、十分な希望だ）

（ほう。しかしおまえが死ぬということは、私もまた
滅
 ほろ

 びるということだ。私はおまえなのだからな）

（な……そ、そうなのか？　それは……むう……、すまん。……だがおまえも、私が戦うことを望んでいるのではないのか？）

（ほう？　なぜそう思う）

　少女が十香の目を
覗
 のぞ

 き込むように首を傾げてくる。十香はそれを真っ直ぐ見返しながら答えた。

（──だっておまえは、私に声をかけてくれたではないか）

（────
 ）

　十香が言うと、少女は眉を揺らし──やがて
堪
 こら

 えきれないといった様子で破顔した。

（ふ、はは。そうか。……ああ、そうだな）

　なぜだろうか、十香はその顔に、ああ、この少女も笑うのだ──と不思議な
感
 かん
 慨
 がい

 を覚えてしまった。

　少女はくつくつと笑ったあと、両手を広げ、十香の肩を
抱
 だ

 いてきた。

（──ならば行くがよい、私よ。気の済むまで、暴れてこい）

（……うむ。ありがとうだ、私）

　少女は小さく
微笑
 ほほえ

 むと、十香から身体を離し、その背をポンと押した。





　　　　◇





「噓……だ……」

　唇からそんな言葉を
漏
 も

 らしながらも、士道はがくりとその場に
膝
 ひざ

 を
突
 つ

 くことしかできなかった。

「……ぁ、あ……」

　力ない声が、半ば無意識のうちに
喉
 のど

 から
零
 こぼ

 れる。

　すると士道が見つめる地面に、ふっと
影
 かげ

 が落ちた。

　──いつの間にやら、澪が士道の目前までやってきていたのである。

「……シン」

　澪は、愛おしむような、悲しむような声音でそう言うと、士道の
頰
 ほお

 を優しく
撫
 な

 でてきた。

「……ごめんね。君を悲しませるのは、私も望んでいなかったのだけれど」











　でも、と澪が続ける。

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 だよ。すぐに──その悲しみは消えるから。だってシンは、私以外の精霊を初めから知らないのだもの。この罪は、私だけのもの。だから、シンがこれ以上自分を責めることはないんだ」

「俺、は……」

　士道は
蚊
 か

 の鳴くような声を発しながら、澪の顔を見返した。

　──あまりに
神
 こう
 々
 ごう

 しい
輝
 かがや

 きを
纏
 まと

 う、女神の
如
 ごと

 き少女。

　一時前まで、彼女を止めねばならないと思っていた。『士道』としての記憶を、今まで生きてきた人生を消されるのなんて
御
 ご
 免
 めん

 だと思っていた。皆と
一
 いつ
 緒
 しよ

 に生き残るのだと、強く心に決めていた。

　けれど今は、何もかもが、どうでもよくなってしまっていた。

　仮に澪から逃げ
伸
 の

 びたとして、一体何になるというのだろうか。

　士道の帰りを待ってくれる精霊たちは、もう一人もいないというのに。

「…………
 」

　──この身を
裂
 さ

 くような絶望から解放されるというならば、もう、澪に身を任せてしまった方が楽なのではないか──

　自分でも、最悪な考えだというのはわかっている。だが、心中に
甦
 よみがえ

 ったシンの記憶の
影
 えい
 響
 きよう

 もあってか、その思考を止めることができなかった。

「……シン」

　澪の手が、士道の頭に
触
 ふ

 れる。

「あ……」

　士道は、その手を振り
払
 はら

 うことが……できなかった。

　
身体
 からだ

 もとうに限界を
迎
 むか

 えていたが、それ以上に心がもう、
抵
 てい
 抗
 こう

 する気力を失っていたのである。

「ん──」

　澪が目を細め、手に力を込める。

（────
 ）

　すると、じわりじわりと、士道の意識がぼやけていった。

（──ドー──）

　痛みはない。むしろ、春の陽気に
微睡
 まどろ

 むような、心地よい感覚。

（──シドー──）

　ああ、それはなんと優しい死で──





『シドー!!
 』





　──と。

「……ッ!?
 」

　不意にどこからからそんな呼び声が聞こえた気がして──士道は、ハッと目を見開いた。

　一瞬、
幻
 げん
 聴
 ちよう

 を疑う。

　けれど、次いで目に飛び込んできたものが、それを否定していた。

「な──」

「……何？」

　士道が息を
詰
 つ

 まらせると同時、澪もまた、
微
 かす

 かに眉を
歪
 ゆが

 める。

　しかしそれも無理からぬことだろう。何しろ、澪の
霊
 れい
 装
 そう

 に輝いていた一〇の星のうちの一つに、
亀
 き
 裂
 れつ

 が入っていたのだから。

『──────ぉぉぉ
 おおおおおッ！』

　次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 。

　澪の霊装の一部が、内部から切り裂かれるように
弾
 はじ

 け
飛
 と

 んだかと思うと──その中から、〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉を握った十香が飛び出してきた。

　十香は士道の首根っこを
摑
 つか

 むと、そのまま澪の手を
剝
 は

 がし、大きく
跳
 ちよう
 躍
 やく

 して澪と
距
 きよ
 離
 り

 を取った。

　そして士道を守るように立ちはだかりながら、声を上げてくる。

「シドー！　無事か！」

「十香……!?
 」

「まだ何も終わってはいないぞ。──さあ、立つのだ、シドー！」

　士道が
驚
 きよう
 愕
 がく

 の色に染まった声で
以
 もつ

 て返すと、十香は力強く
頷
 うなず

 いてみせた。






断章／五　Ocean











「……もういいかな？」

「まだまだ。もうちょっとだ」

　
暗
 くら
 闇
 やみ

 の中、
澪
 みお

 は
真
 しん
 士
 じ

 に手を引かれて歩いていた。

　とはいえ、別に澪たちは光の届かぬ
洞
 どう
 窟
 くつ

 に
踏
 ふ

 み入ったわけでもなければ、街灯のない夜の道を歩いているわけでもなかった。単純に澪が、少しの間目を閉じていてくれと真士にお願いされただけである。

　視覚を閉ざされたまま歩みを進めるというのは何とも
心
 こころ
 許
 もと

 ないものであったけれど、澪に不安感や
恐
 きよう
 怖
 ふ
 感
 かん

 はなかった。──きっと澪の手を、真士がしっかりと
握
 にぎ

 ってくれているからだろう。

　本当に──不思議な感覚である。

　その指に、手のひらに、真士の存在を感じられるだけで、当然あるべき
懸
 け
 念
 ねん

 や
危
 き
 惧
 ぐ

 が、一気に
吹
 ふ

 き飛んでしまうのだ。

　なんとも
奇
 き
 妙
 みよう

 な、
根
 こん
 拠
 きよ

 のない万能感。けれどそれが、たまらなく心地いい。それがまた、澪には不思議でならなかった。

「──さ、もういいぞ、澪」

　と。

　真士が足を止め、そう言ってくる。

「ん──」

　澪は小さく頷くと、閉じていた
瞼
 まぶた

 をゆっくりと開いていった。

　すると次の瞬間、
目
 ま
 映
 ばゆ

 い光が、暗闇に慣れていた澪の両の目を
刺
 し
 激
 げき

 する。

　そして次第に、真っ白だった世界がじわりじわりと実像を帯びていき──

　それが、視界いっぱいに広がった。

「──わぁ──」

　思わず、
感
 かん
 嘆
 たん

 が漏れる。

　まず目に入ったのは、視界に収まりきらぬほどの、青。

　空と、それに負けないくらいに広い、ゆらゆらと
揺
 ゆ

 らめく青の平原。

　照り返す
陽
 ひ

 の光。寄せては返す波の音。
鼻
 び
 腔
 こう

 を刺激する強い
香
 かお

 り。

　そう。それは──

「──海」

　目の前に示された様々な要素から、澪はその光景を脳内の情報と結びつけ、言った。

　すると真士がこくりと頷き、微笑んでくる。

「ああ。確か、一度見てみたいって言ってたろ？」

「あ……」

　言われて、澪は思い出した。確かに真士に拾われて間もない
頃
 ころ

 、書物や映像から知識を吸収していた澪は、地球の七割を
占
 し

 めるというこの
特
 とく
 徴
 ちよう

 的
環
 かん
 境
 きよう

 に、強く興味を示したことがあったのだ。

　しかし、まさか真士がそれを覚えてくれていたとは。澪は胸元がきゅうと
締
 し

 め付けられるような感覚を覚えた。

「──
嬉
 うれ

 しい。ありがとう、シン」

「あ、ああ……喜んでもらえたなら何よりだ」

　澪が言うと、真士は照れるように頰を染めながら笑ってみせた。

　澪はそれに返すようににこりと
微笑
 ほほえ

 むと、
砂
 すな
 浜
 はま

 へと
駆
 か

 けていった。

「あ、澪！」

「ふふ」

　真士の声を背に浴びながら
靴
 くつ

 を
脱
 ぬ

 ぎ、ぱしゃんと音を立てて海に足を踏み入れる。

　知識としては
比
 ひ
 較
 かく
 的
 てき

 早い段階で保有していた情報。きっと『海』というものについて質問をされたなら、
普
 ふ
 通
 つう

 の人よりも
詳
 しよう
 細
 さい

 に説明をすることが可能だったろう。

　けれど、頭の中にあったそれと、今五感を以て感じているものとは、存在感が、ディティールが、まるで異なっていた。

　冷たい水の
感
 かん
 触
 しよく

 。
沈
 しず

 み込む砂。定期的に
蠢
 うごめ

 く波は、
途
 と
 轍
 てつ

 もなく大きな力の
一
 いつ
 端
 たん

 をありありと澪に感じさせた。

「ああ──」

　──なんて、心地よい。

　後半は、言葉にならなかった。伸びをするように両手を大きく上げ、身体を反らす。

　生まれて間もない澪にとっては、全てが初めての経験だった。目に、耳に、鼻に、舌に、
肌
 はだ

 に感じる刺激が、全てえも言われぬ快感となって澪を包み込んだ。

　否──きっと、それだけではない。

　澪は、満面の笑みを
浮
 う

 かべたままくるりと身体の向きを変えると、
浜
 はま
 辺
 べ

 にいる真士に向かって両手を広げた。

「シン！」

　その言葉と仕草で澪の意図を察したのだろう、真士が
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 
驚
 おどろ

 いたように目を丸くしたのち、小さく苦笑してから、澪と同様靴を脱いで波打ち際に歩いてきた。

「ふふ──」

　澪は真士が自分のもとにやってくるなり、一歩足を踏み出し、広げていた両手で以て真士の両手を握った。

「わっ、澪……？」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 のことに、真士が
慌
 あわ

 てたように目を丸くする。

　しかし澪は意に
介
 かい

 さず、真士の手を取ったまま、ダンスでも
踊
 おど

 るかのようにくるくると動き回り、ぱしゃぱしゃと水音を
響
 ひび

 かせ続けた。

「──ああ、ああ、なんて素敵なんだろう」

　そう。確かに初めて体感する海は感動的と呼ぶに
相応
 ふさわ

 しいものだった。
未
 いま

 だ澪の身体は、興奮に打ち
震
 ふる

 えている。

　けれどそれと同じくらい──否、それ以上に、真士が澪のことを想ってくれていたという事実が、嬉しくてたまらなかったのである。

　五感の感動を
超
 こ

 える、内なる
衝
 しよう
 動
 どう

 。

　
嗚呼
 ああ

 ──そうだ。

　ただ海を見ることができたのが嬉しかったのではない。

　真士が自分の言葉を覚えていてくれたことが。

　真士がここに連れてきてくれたことが。

　──真士が
一
 いつ
 緒
 しよ

 にいてくれることが。

　とても大切で、得がたいことのように思えて仕方がなかったのだ。

「わ……わわっ！」

「──！」

　と、澪が興奮と感動のまま踊っていたものだから、真士と澪は不意にバランスを
崩
 くず

 してその場に
倒
 たお

 れ込んでしまった。

　ばしゃんと大きな音がして、辺りに水しぶきが
舞
 ま

 い散る。真士が
咄
 とつ
 嗟
 さ

 に澪をかばってくれたため、身体に痛みはなかったが、二人
揃
 そろ

 ってびしょ
濡
 ぬ

 れになってしまった。

「だ、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 か、澪」

「うん。ごめんね、シン。少しはしゃぎすぎたよ」

　二人はそう言い合うと、しばしの間水を
被
 かぶ

 って濡れ
鼠
 ねずみ

 になった
互
 たが

 いの顔を見つめた。

「……ふ」

「……ふふっ」

　そして、どちらからともなく笑みがこぼれる。

　澪はたまらず、両手を広げて真士の
身体
 からだ

 をぎゅうと
抱
 だ

 き締めた。

「わ……っ！
 　み、澪……？」

「ああ……『好き』。私、シンのことが大好き。どうしたらいいのかわからないくらい、あなたが愛しい。シンのためなら、なんだってできる気がする」

　澪は
矢
 や
 継
 つ

 ぎ
早
 ばや

 に、心の中に生まれた感情を言葉に
変
 へん
 換
 かん

 した。

　けれど、覚えたばかりの言語だからだろうか、そもそも言葉という表現形態の限界だからだろうか、澪は今自分が覚えている
狂
 くる

 おしいほどの愛情を、表現しきれていないような気がしてならなかった。

「──！」

　
否
 いな

 、澪はすぐに理解した。だからこそ、澪は今、真士を抱き締めているのだ。

　意識しての行動ではない。
耐
 た

 えがたい衝動が形になったような感覚。けれど確かにそれは、相手への親愛を示す行動に他ならなかった。

　きっとそれは言葉より先に、人間が得た愛情表現なのだろう。冷たい水の中感じる真士の体温が、
鼓
 こ
 動
 どう

 が、
吐
 と
 息
 いき

 が、澪に
蕩
 とろ

 けるような多幸感をもたらした。

　嗚呼──でもまだだ。まだ足りない。言いようのない
渇
 かつ
 望
 ぼう

 。先ほどまでよりずっと近くにいるというのに、まだ真士が遠い。二人を
隔
 へだ

 てる衣服の
僅
 わず

 かな
距
 きよ
 離
 り

 が
鬱
 うつ
 陶
 とう

 しく思える。体表を
覆
 おお

 う肌が不要に感じる。

　──もっと真士の近くにいきたい。真士と、一つになりたい。

　その衝動が胸を
焦
 こ

 がしたとき、澪は無意識のうちに真士の目を見つめていた。

　そしてゆっくりと目を
伏
 ふ

 せ、自分の
唇
 くちびる

 を真士の唇に近づけていく。

「……!?
 　っ──」

　澪の意図を察したのだろう、真士の身体が小さく震える。

　けれど
頰
 ほお

 を赤くしながらも、すぐに意を決したように、真士もまた、澪に顔を近づけてきた。

　揺らめく
水面
 みなも

 に映る二人の
影
 かげ

 が、やがて一つに交わ──ろうとした
瞬
 しゆん
 間
 かん

 。

「──くしゅっ！」

　澪は、小さなくしゃみをしてしまった。

　その
拍
 ひよう
 子
 し

 にぱちりと目が開き、真士と目が合う。

「…………
 」

「…………
 」

「…………
 ぷっ」

「…………
 はは」

　しばしの
沈
 ちん
 黙
 もく

 のあと、二人はまたも、笑い出してしまった。

　楽しくて、
可笑
 おか

 しくて、嬉しくて、仕方がなかった。

　澪は真士のことが大好きで、きっと真士も、澪のことが大好きで。

　ただそれだけなのに、ただでさえ
鮮
 あざ

 やかだった世界が一層色を帯びた。

　きっとこんな幸せが、これからも続いていくのだろう。

　明日も、
明後日
 あさつて

 も、その先も、ずっと。

　それを思うだけで澪は、心が
弾
 はず

 むような
高
 こう
 揚
 よう
 感
 かん

 を覚えるのだった。






第五章　引き金に指を
掛
 か

 けたのは











　──
士
 し
 道
 どう

 は
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 、それを夢かと思った。

　極限状態に
陥
 おちい

 ったことが原因の
幻
 げん
 覚
 かく

 かとも、思った。

　けれど目の前の少女の確かな存在感が、そんな士道の弱気な考えを、一息で
吹
 ふ

 き飛ばしてみせた。

　風に遊ぶ美しい夜色の
髪
 かみ

 。
幻
 げん
 想
 そう

 的な光を映す
水
 すい
 晶
 しよう

 の
双
 そう
 眸
 ぼう

 。その身に
纏
 まと

 うは
紫
 し
 紺
 こん

 の
鎧
 よろい

 と、光り
輝
 かがや

 くドレス。

　そう。
精
 せい
 霊
 れい

 ・
夜
 や
 刀
 と
 神
 がみ
 十
 とお
 香
 か

 が、完全な
霊
 れい
 装
 そう

 を
顕
 けん
 現
 げん

 させ、その場に現れていたのである。

「十、香……十香……！」

　その存在をはっきり脳が認識すると同時、士道の目からはぽたぽたと
涙
 なみだ

 がこぼれた。

　十香が生きていたことに
安
 あん
 堵
 ど

 したというのもある。けれどそれ以上に、
数
 すう
 瞬
 しゆん

 とはいえ
皆
 みな

 の思いを忘れ、
澪
 みお

 に
屈
 くつ

 しようとしていた自分が許せなかったのである。

「ごめん、十香、俺は……一瞬、
諦
 あきら

 めそうに──」

「何を言う！」

　と、士道の言葉を
遮
 さえぎ

 るように、十香が高らかに声を上げる。

「折れなかったからこそ、シドーは今生きている！　それ以上の結果があるものか！」

「……！」

　その言葉に、士道は
雷
 かみなり

 に打たれたかのような
衝
 しよう
 撃
 げき

 を覚えた。

　そして、
自
 じ
 戒
 かい

 する。またしても士道は、弱音を
吐
 は

 こうとしていた。生きていてくれた十香に、もたれかかろうとしていた。

　十香に、精霊たちに報いる
術
 すべ

 は、この足で立ち上がることしかないというのに……！

「ああ……ありがとう、十香」

　士道はぐっと足に力を込めると、その場に立ち上がった。とうに限界を
迎
 むか

 えていたはずの身体に、不思議な気力が満ちあふれていた。

「本当に──俺は十香に助けられっぱなしだな」

「何を言う。私だってシドーに
頼
 たよ

 りっぱなしだ。今だって、シドーがいたから、
戻
 もど

 ってこられたのだ。シドーがいるから、澪の前に立てるのだ！」

「十香……」

　士道は改めてその名を呼ぶと、未だ目に残った涙を
拭
 ぬぐ

 って、「ああ！」と顔を上げた。

「……そう、か」

　と、切り
裂
 さ

 かれた自らの霊装を
一
 いち
 瞥
 べつ

 してから、澪が視線を向けてくる。

「……やはり君か──十香。……ああ、そうだろうね。もしも私に立ち向かう者がいるとするなら、それはきっと君だと思っていたよ」

「……何？」

　澪の言葉に、士道は
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せた。

　すると十香が、それに応えるように言ってくる。

「
詳
 くわ

 しくは私もわからないのだが……私は──皆とは
違
 ちが

 う精霊らしい」

「違う……精霊？」

　
困
 こん
 惑
 わく

 するように問うと、今度は澪が、どこか
感
 かん
 慨
 がい

 深げな口調で続けてきた。

「……私は自分の力を一〇の
霊結晶
 セフイラ

 に分け、人間に
与
 あた

 えて精霊を造った。……けれど何の因果か、その
霊結晶
 セフイラ

 の中の一つに、自我が芽生えてしまったのさ。──あたかも、私が生まれたそのときのようにね」

　士道は思わず息を
詰
 つ

 まらせると、十香の方を見やった。

「っ、まさか、それが……？」

　すると澪が、ゆっくりとうなずいてくる。

「……シン、君も気づいていたのではないかな？　他の精霊と、十香との差異に。他の精霊が持っていて、十香が持っていなかったものに」

「何、を──」

　言いかけて、士道はハッと
肩
 かた

 を
揺
 ゆ

 らした。

　それは当然の疑問でありながら、いつしか忘れ去っていた
違
 い
 和
 わ
 感
 かん

 。

　
折
 おり
 紙
 がみ

 。
二
 に
 亜
 あ

 。
狂
 くる
 三
 み

 。
四
 よ
 糸
 し
 乃
 の

 。
琴
 こと
 里
 り

 。
六
 む
 喰
 くろ

 。
七
 な
 罪
 つみ

 。
耶
 か
 俱
 ぐ
 矢
 や

 。
夕
 ゆ
 弦
 づる

 。
美
 み
 九
 く

 。

　彼女らにあって、十香になかったもの。

　そう。精霊たちの中で十香だけが
唯
 ゆい
 一
 いつ

 ──名前を持っていなかった
 のである。

「…………
 」

　しかしその事実を告げられてなお、十香は
狼狽
 うろた

 えた様子を見せなかった。否、正確に言うならば、それを
既
 すで

 に知っていたかのような様子だった。

　十香が、強い意志の光をその双眸に宿しながら、唇を開く。

「──困惑は、ある。名を持っていなかったことに苦しんだことも、ある。

　だが私は今、その事実に感謝している。

　私は、名を持っていなかったから、シドーに名を付けてもらうことができた。

　私は、人間ではなかったから、こうしてシドーの前に立つことができた！」

「十香──」

　十香の気高き決意に、
覚
 かく
 悟
 ご

 に、身が打ち
震
 ふる

 えるような興奮を覚える。

　──ああ、そうだ。なぜ士道は
挫
 くじ

 けそうになっていたのだろう。
膝
 ひざ

 を折りそうになっていたのだろう。士道には、こんなにも
頼
 たの

 もしい仲間がいるというのに……！

　士道は、澪に
剣
 けん

 を向ける十香の横に立った。

「！　シドー？」

「まだ、何か手があるかもしれない。もう、諦めたりしない。──
一
 いつ
 緒
 しよ

 に戦わせてくれ」

「……！　うむ！」

　十香が力強く
頷
 うなず

 き、〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉を
握
 にぎ

 る手に力を込める。

　それを見てか、澪が細く息を吐き、目を細めてきた。

「……少し予定が狂ってしまったが、まあ、いいだろう。結末は何も変わらない」

　すると澪の声に応えるかのように、澪の背後に無機的な大樹が姿を現し、それに合わせて異空間が
膨
 ぼう
 張
 ちよう

 していった。次いでその頭上に、花のような天使が現れる。

「……十香、あれは？」

「うむ──〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉と〈
万象聖堂
 アイン・ソフ・オウル

 〉……と言っていた。気を付けろ。この空間内では、全ての法則は澪の思うままだ。あと、あの花から出る光を浴びると死ぬ。
霊
 れい
 力
 りよく

 を持っていないと近くにいるだけで死ぬ」

　十香の簡潔な、しかしそれゆえにショッキングな回答に、士道は
汗
 あせ

 を
滲
 にじ

 ませた。

「……それって、
滅
 め
 茶
 ちや
 苦
 く
 茶
 ちや

 ヤバくないか？」

「ああ、ヤバいぞ。──諦めてしまったか？」

「まさか」

　士道が汗を拭いながら言うと、十香はニッと唇の
端
 はし

 を上げた。

　そしてそれを合図にするように地を
蹴
 け

 り、〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉を勢いよく
振
 ふ

 り下ろす。

「うおおおおおお──ッ！
 」

　剣閃が
衝
 しよう
 撃
 げき
 波
 は

 となり、澪へと
迫
 せま

 っていく。澪は身じろぎ一つせず、それを受け止めようとした。だが──

「……！」

　十香の剣撃が
触
 ふ

 れる寸前、澪はピクリと
眉
 まゆ

 を動かしたかと思うと、身体を反らした。

　澪の鼻先を剣閃が通り過ぎていき──ほんの
僅
 わず

 かではあるが、霊装の一部を切り裂いてみせる。

「──おおっ!?
 」

　それを見てか、
攻
 こう
 撃
 げき

 を放った当の十香が目を丸くした。

「やったぞシドー！　攻撃が通ったぞ！」

「ああ……って、全然ダメージはなさそうだが……」

「何を言う！　先ほどまで【
最後の剣
 ハルヴアンヘレヴ

 】ですら傷一つ付かなかったのだぞ!?
 」

「何だって……？」

　十香の言葉に、士道は眉根を寄せた。

　澪は
圧
 あつ
 倒
 とう

 的力を
誇
 ほこ

 る始原の精霊。十香が
噓
 うそ

 を言っているとも思えない。

　だが、僅かではあるものの今、澪の霊装は十香の〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉によって切り裂かれた。一体先ほどまでと今とに、何の違いがあるというのだろうか。

　澪が手加減をしている？　澪の力が減退している？　それとも──

「……！」

　と、士道はそこで、あることに気づいた。

　そう。十香は今、限定霊装ではない完全な霊装を顕現させていたのだが──士道は、以前十香が霊力を完全に取り戻したときのような感覚を覚えていなかったのである。

　要は、士道の中にもまだ、十香の霊力が存在しているのだ。

　これは一体、何を意味しているのか。神ならぬ士道にはわからなかったが、それこそが、絶対の精霊たる澪を
崩
 くず

 す、
蟻
 あり

 の一穴である気がしてならなかった。

「…………
 」

　士道の思考を察したように、澪は
微
 かす

 かに表情を動かしたのち、十香に視線を戻した。

「……なるほど。これは、少々
厄
 やつ
 介
 かい

 なようだ」

　そして小さく息を吐き、こちらに向き直る。

「──失礼をした、十香。もうここからは、君を
侮
 あなど

 ることはしない。
全
 ぜん
 霊
 れい

 を
以
 もつ

 て、シンを君から
奪
 うば

 い取ろう」

「そうはさせん！　シドーは──」

　澪の言葉に応ずるように
叫
 さけ

 び、十香が再び地を蹴る。

「シドーは、私のものだ！」

「へ……っ？
 」

　士道は予想外の言葉に
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 
驚
 おどろ

 いたが、すぐに、今はそれどころではないと思い直して、十香のサポートに回った。









「────
 」

　
一
 いち
 撃
 げき

 、二撃、三撃、四撃。

　澪の視界に、目にも止まらぬ速さで、剣の天使〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉の剣撃が
閃
 ひらめ

 く。

　先ほどまでは身動き一つせずとも防げていた攻撃である。しかし今、その天使には確かに、澪の防護を破り霊装を切り裂く力が備わっていた。

「……そうか、これは」

　その剣撃を
捌
 さば

 き、応戦するように光の帯を
伸
 の

 ばしながら、澪は小さな
呟
 つぶや

 きをこぼした。

　そう。今〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉から感じるのは、十香の霊力のみではなかったのである。

　
恐
 おそ

 らく、澪の中から
脱
 だつ
 出
 しゆつ

 する際、他の
精
 せい
 霊
 れい

 や澪の霊力を、少しずつ奪っていったのだろう。今の〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉には、【
最後の剣
 ハルヴアンヘレヴ

 】以上の
濃
 のう
 密
 みつ

 な力が
充
 み

 ち満ちていた。

　実際それを示すように、先ほどから十香の動きには、何の
翳
 かげ

 りも見られない。

　──澪が〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉で動きを
縛
 しば

 ろうとしているのに、だ。

　だが、それも道理である。〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉は澪の天使。一部とはいえ澪の霊力を有する十香がその
阻
 そ
 害
 がい

 を受けないのは、当然と言えば当然であった。

「……よもや君が、私の力を奪うとはね」

　十香には聞こえないくらいの声音で、呟く。

　それは
苛
 いら
 立
 だ

 ちから発された皮肉であり、不可思議な思いから
漏
 も

 れた独白でもあった。

　──十香自身が語ったように、彼女は他の精霊とは異なる生まれ方をした存在である。

　
否
 いな

 、もっと正しく言うのならば、澪以外に存在する、唯一の
純
 じゆん
 粋
 すい

 な精霊と言ってもいい。

　澪と同じく無から生じ、

　澪と同じく名を持たず、

　そして──澪と同じく、
士道
 シン

 と出会った。

　いうなれば、澪の写し身である。

　そんな彼女が今、澪の力を使い、澪の前に立っている。

　その
巡
 めぐ

 り合わせに、澪は
奇
 き
 妙
 みよう

 な感慨を感じずにはいられなかった。

「おおおおおおおおおっ！」

　十香が
裂
 れつ
 帛
 ぱく

 の気合いとともに〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉を振りかぶり、直接
斬
 き

 りかかってくる。

「〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉──【
枝剣
 アナフ

 】」

　澪は微かに眉を揺らすと、その名を唱えた。

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、
虚
 こ
 空
 くう

 から、剣のように
研
 と

 ぎ
澄
 す

 まされた〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉の枝が現れ、十香の一撃を防いでみせる。

　直接受け止めてみて改めてわかる、重い一撃。
伊達
 だて

 に澪の霊力を奪ってはいないようである。それに加え──

「ぬお……っ!?
 」

「…………
 」

　澪は〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉ごと十香を
弾
 はじ

 き飛ばすと、士道の方を
一
 いち
 瞥
 べつ

 した。

　そう。士道は後方から〈
破軍歌姫
 ガブリエル

 〉で以て、十香に力を与え続けていたのである。それもまた、十香の力の一助となっているに
違
 ちが

 いなかった。

　否──それだけではない。

　十香を巻き込んでしまうのを恐れてか、澪に通用しないことを
悟
 さと

 ってか、士道は澪に直接的な攻撃を
仕
 し
 掛
 か

 けてこようとはしていなかった。

　だが、澪が十香と戦っている間中、士道は澪のことを見つめ続けていたのである。

　その目の光は、先ほどまで絶望に
淀
 よど

 んでいたものと同じとは思えない。

　──恐らく、今このときも、考えを巡らせ続けているのだ。

　どうにかして澪を
倒
 たお

 す方法がないのかを。精霊たちを生き返らせる方法がないのかを。

　澪は、半ば無意識のうちに心臓がきゅうと収縮するのを感じた。

「……ああ、やっぱり君に、絶望は似合わない」

　澪は独白ののち、すっと視線を
鋭
 するど

 くすると、十香に向き直った。

　そしてバッと両手を広げ、再度向かってくる十香を
迎
 むか

 え
撃
 う

 つ。

「──
貫
 つらぬ

 け、〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉」

　そう唱えた瞬間、澪の周囲の空間がぐにゃりと
歪
 ゆが

 み、そこから、〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉の『根』が
幾
 いく
 本
 ほん

 も放たれた。

「何……ッ!?
 」

　十香が『根』を振り
払
 はら

 う。だが『根』は
鞭
 むち

 のようにしなると、十香を追っていった。

　確かに澪の力を得た十香に、〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉の法は適用されない。だがその『根』で以て貫かれたなら話は別である。澪は手を
掲
 かか

 げると、十香の
身体
 からだ

 目がけて『根』を伸ばした。

　が──次の瞬間。

「十香！」

　そんな叫びとともに、
突
 とつ
 然
 ぜん

 士道が十香の前に飛び出してくる。

「……っ！
 」

　突然のことに、澪は微かに
肩
 かた

 を震わせ、士道に触れる寸前で攻撃を止めてしまった。

〈
灼爛殲鬼
 カマエル

 〉の力を持つ士道であれば、仮に胸を貫かれたとしても死にはするまい。澪だってそれを第一に考えたからこそ、最初に
治
 ち
 癒
 ゆ

 の力を持つ〈
灼爛殲鬼
 カマエル

 〉を
封
 ふう
 印
 いん

 させたのだから。

　けれど、だからといって澪に士道の胸を貫くことができるわけではなかった。

　士道が十香の前に飛び出した瞬間、澪の脳裏に、三〇年前──シンが敵の
凶
 きよう
 弾
 だん

 に倒れたときの光景が
過
 よ

 ぎってしまったのである。

「……く──」

　澪は微かに表情を歪めると、『根』を操って士道の身体を遠くに投げ飛ばした。

「うわ……っ!?
 」

　そんな声とともに、士道が地面を転がっていく。これでしばらく──少なくとも十香に対応する
数
 すう
 瞬
 しゆん

 は──
邪
 じや
 魔
 ま

 に入れないだろう。

　だがその結果、無理に攻撃を止めた澪は、
一
 いつ
 拍
 ぱく

 の
隙
 すき

 を作ることとなってしまった。

　そして十香にとってそれは、この上ない好機となり得たのであった。

「──〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉！」

　十香が天使の名を呼び、
踵
 かかと

 を地面に
叩
 たた

 き付ける。

　するとそれに応ずるようにして、地面から、十香の
身
 み

 の
丈
 たけ

 を
超
 こ

 えるであろう
巨
 きよ
 大
 だい

 な玉座が姿を現した。

　──【
最後の剣
 ハルヴアンヘレヴ

 】。

　それを目にした瞬間、澪の脳裏にその言葉が
浮
 う

 かぶ。

　剣の天使〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉、最大最強の一撃。必滅の力を持つ
破
 は
 壊
 かい

 の剣。

　以前の十香のそれであれば、あえて防ぐ必要もなかった。

　だが、今の十香から放たれる【
最後の剣
 ハルヴアンヘレヴ

 】の
直
 ちよく
 撃
 げき

 を受ければ、
如何
 いか

 に澪とて無傷では済むまい。

　ならば──

「〈
万象聖堂
 アイン・ソフ・オウル

 〉──【
蕾砲
 ヘネツ

 】」

　澪は両手を前に
突
 つ

 き出すと、虚空に手の平大の球体を
顕
 けん
 現
 げん

 させた。

　それは、極死の
蕾
 つぼみ

 である。球体は
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 にして花開くと、その中心から十香目がけて、一直線に死の光を放った。

【
最後の剣
 ハルヴアンヘレヴ

 】は確かに強力無比な一撃であるが、それを生成し、放つためには幾つかのプロセスが必要となる。

　玉座を呼び出し、分解し、剣に
纏
 まと

 わせ、
振
 ふ

 り上げる。

　そして全ての力を剣に集中させたその瞬間、十香の身体は一瞬無防備状態となるのである。それを
狙
 ねら

 って〈
万象聖堂
 アイン・ソフ・オウル

 〉の一撃を浴びせれば、澪の力を持つ十香とはいえ無事では済まないはずだった。

　が──

「──【
装
 レートリヴシユ

 】！」

「……なに？」

　次の瞬間
響
 ひび

 いた声に、澪は思わず
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せた。

　十香が、バラバラに分解した玉座の破片を、手にした剣ではなく全身に、あたかも
鎧
 よろい

 のように
纏
 まと

 わせたのである。

　そして、すんでのところで身を
捻
 ひね

 り、〈
万象聖堂
 アイン・ソフ・オウル

 〉の光線を
避
 さ

 けてみせる。

　──天使を、纏う。それはまるで、四糸乃の【
凍鎧
 シリヨン

 】を思わせた。

　天使の権能とは一つきりではない。
霊結晶
 セフイラ

 によって属性こそあるものの、どのような力が顕現するかは、
霊結晶
 セフイラ

 を持った者の人格によるところが大きいため、澪でも全てを
把
 は
 握
 あく

 しきっているわけではない。

　少なくともその姿は、澪が初めて目にするものであった。

「な──」

「はああああああああああああ──ッ！
 」

　
金
 こん
 色
 じき

 に
輝
 かがや

 く玉座の鎧を纏った十香が、〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉の『根』や『枝』を力任せに弾き、一瞬で澪へと
肉
 にく
 薄
 はく

 。

　そしてその勢いのまま剣を振り下ろし、澪を
袈
 け
 裟
 さ
 懸
 が

 けに切り払った。

　──鋭い痛み。濃密な
霊
 れい
 力
 りよく

 で編まれた
霊
 れい
 装
 そう

 が
綺
 き
 麗
 れい

 に切り
裂
 さ

 かれ、澪の白い
肌
 はだ

 に初めて傷が付いた。

「────
 」

　剣撃による
衝
 しよう
 撃
 げき
 波
 は

 が全身を叩く。
裂
 れつ
 傷
 しよう

 から血が
噴
 ふ

 き出す。

　
嗚呼
 ああ

 ──それは何とも不思議な感覚だった。

　生まれ
出
 い

 でてから今の今まで、澪に敵う者などは存在しなかった。

　そんな澪に、初めてこのような深手を負わせたのが、まさか自分の
娘
 むすめ

 であり分身ともいうべき存在だとは。

　奇妙な感動と
陶
 とう
 酔
 すい
 感
 かん

 の中、澪は血に
塗
 まみ

 れた顔を上げた。

「……見事だ、十香」

　それは、この一撃にのみ発した言葉ではなかった。

　たとえ仲間が殺されようと、自分が取り込まれようと、十香は希望を捨てず、澪の前に立ってみせた。

「……その気高き心に、想いに、最大限の敬意を表する。

　──私も、それに応えよう」

　澪はそう言うと、十香の目をジッと見つめた。

　そして、唱える。

　澪が持つ、最後の天使の名を。























「──〈
　
 ア

 
　
 イ

 
　
 ン

 〉」





　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 。

　世界に、光が満ちた。









「……っ！
 　十香……!?
 」

　──十香が玉座を身に
纏
 まと

 い、澪に
斬
 き

 りかかった瞬間、異空間内が真っ白な光で
塗
 ぬ

 りつぶされる。

　澪によって
吹
 ふ

 き飛ばされていた士道は、思わず目を
覆
 おお

 い十香の名を呼んだ。

　そして、どれくらい
経
 た

 った
頃
 ころ

 だろうか。

　士道が目を開けると、そこには、霊装を切り裂かれ、身体を血に染めた澪の姿があった。

「……！」

　痛ましい澪の姿への
戦
 せん
 慄
 りつ

 と
憐
 れん
 憫
 びん

 、そして十香の
一
 いち
 撃
 げき

 が届いたのだという興奮が、同時に心に押し寄せる。

　だがすぐに、士道の意識は次いで生じた
違
 い
 和
 わ
 感
 かん

 に支配された。

「十、香……？」

　そう。今し方澪に斬りかかった十香の姿が、どこにも見えなかったのである。

　すると澪が、細く、長く息を
吐
 は

 いてから、視線を士道に向けてきた。

「……十香は、もういないよ」

「え……？」

　澪の言葉に、士道は一瞬
呆
 ほう

 けたように目を見開いた。

「！　おまえ、まさか」

　が、すぐにその言葉が意味するところに思い至る。

　
恐
 おそ

 らく澪は十香を
脅
 きよう
 威
 い

 と認識し、先ほど士道にしたように、どこか別の場所へと転送してしまったのだろう。

　となれば、士道は十香が
戻
 もど

 ってくるまで、一人で澪と対さねばならない。いや、士道は近くに転送されたからまだいいが、十香が士道と同じ場所に飛ばされたとは──

　と、士道が
警
 けい
 戒
 かい

 の中そんなことを考えていると、その思考を察したように澪がゆっくりと首を横に振った。

「別の場所に移動させたわけじゃあないよ。そもそも、私の力を
奪
 うば

 った十香に、あんな小手先の技は通用しないから」

「は……？　じゃあ一体──」

　士道が言うと、澪は静かに
唇
 くちびる

 を開いてきた。

「──言ったでしょう。もう、いない
 んだよ。どこかへ飛んだわけでも、死んだわけでもなく──消えて無くなったんだ
 」

「……何……、を……」

「無の天使〈
　
 ア

 
　
 イ

 
　
 ン

 〉は、あらゆる条理を無視し、全てのものを『
消
 しよう
 滅
 めつ

 』させる。──もう一度言うよ。十香はもういない。この世界のどこにも」

「────っ
 」

　澪の言葉に、士道は息を
詰
 つ

 まらせた。

　十香が、消えた。

　言葉にすればそれだけの
事
 こと
 柄
 がら

 が、上手く理解できなかったのである。

「もちろん、十香が持つ霊力も
一
 いつ
 緒
 しよ

 に消えてしまうから、この天使を使うつもりはなかったんだけれど……あの十香を確実に仕留めるには仕方がなかった。

　──逆に言えば、私は奥の手を
晒
 さら

 さなければならないほどに、十香に追い詰められてしまったんだ。どうか十香を
褒
 ほ

 めてあげて。彼女は、君への想いだけで、自分の限界を超えてみせたんだ」

　言いながら澪が手を
掲
 かか

 げ、自分の傷口を
撫
 な

 でていく。

　すると、まるで映像を逆回しにするように傷が
塞
 ふさ

 がっていき、次いで切り裂かれた霊装までもが元の形に戻っていった。

「……さあ、シン。これで本当に
邪
 じや
 魔
 ま
 者
 もの

 はいなくなった。──安心して。十香の消滅によって
幾
 いく
 分
 ぶん

 か霊力は消えてしまったけれど、君を不死にするには、今ある力だけで十分だから。あとは君を、完全なシンに戻すだけだ」

　澪が、ゆっくりと士道に向き直る。

　士道は、ごくりと息を
吞
 の

 んだ。

　指先が、小刻みに
震
 ふる

 える。一度は鳴りを
潜
 ひそ

 めた絶望が、再び足に
絡
 から

 みついてくる。

　──だが。

「──〈
絶滅天使
 メタトロン

 〉……ッ！
 」

　士道はギリと歯を
嚙
 か

 みしめると、
猛
 たけ

 るように
吼
 ほ

 えた。

　そして手を掲げ、光の天使を顕現させて、澪目がけて
幾
 いく
 条
 じよう

 もの光線を放つ。

　嗚呼、確かに先ほどを上回る絶望的な
状
 じよう
 況
 きよう

 である。
精
 せい
 霊
 れい

 たちは全て殺され、最後の希望であった十香さえもが消し去られてしまった。

　けれど、士道は
膝
 ひざ

 を
屈
 くつ

 しなかった。無敵の精霊に向かって、吼えてみせた。

　なぜなら士道は
誓
 ちか

 ったのだ。十香に、精霊たちに。

　もう決して屈しないと。もう決して
諦
 あきら

 めないと……！

「うおおおおおおおお──ッ！
 」

　左手に〈
氷結傀儡
 ザドキエル

 〉、右手に〈
灼爛殲鬼
 カマエル

 〉を
顕
 けん
 現
 げん

 させ、冷気と
炎
 ほのお

 を同時に放つ。

　だが澪は、身じろぎ一つすることなくそれらの
攻
 こう
 撃
 げき

 を受け止めてみせた。まるで
身体
 からだ

 の表面に目に見えない
膜
 まく

 が張っているかのように、全ての攻撃が通用しない。

　なるほど、十香が霊装の
端
 はし

 を切り裂けただけで
驚
 おどろ

 いていたのがよくわかる、
出
 で
 鱈
 たら
 目
 め

 な力の差であった。

　しかし、士道はそれでも諦めなかった。

〈
封解主
 ミカエル

 〉で
以
 もつ

 て力の
封
 ふう
 印
 いん

 を試みる。〈
贋造魔女
 ハニエル

 〉で澪を無力なものに
変
 へん
 貌
 ぼう

 させようとする。〈
颶風騎士
 ラフアエル

 〉の風を放つ。〈
破軍歌姫
 ガブリエル

 〉の声を
響
 ひび

 かせる。〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉で、斬り付ける。

　士道は思いつく限りの天使を用い、澪に
抵
 てい
 抗
 こう

 を試みた。

　だが──

「……
無
 む
 駄
 だ

 だよ」

「……ッ！
 」

　澪が一言を発しただけで、士道の攻撃が全て、かき消された。

　そして次の瞬間、澪が小さく指を動かしたかと思うと、地面から光の帯のようなものが生えてきて、士道の足に絡みついた。

「な……これは──」

「ごめんね、あまり飛び回られても
面
 めん
 倒
 どう

 だから」

　澪はそう言うと、トンと地面を
蹴
 け

 り、重力を感じさせない不思議な
軌
 き
 道
 どう

 を
描
 えが

 いて士道のもとに近づいてきた。

「く──」

　士道は必死に
拘
 こう
 束
 そく

 から
逃
 のが

 れようと暴れ回ったが、光の帯はまるで士道の足と同化でもしているかのようにがっちりと食い込み、ビクともしない。それどころか、〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉で切り
払
 はら

 おうとしても傷一つ付かなかった。

　そうこうしている間にも澪が士道に
迫
 せま

 ってくる。

　──まさに、絶体絶命。

　だが、士道はそれでも目を
伏
 ふ

 せなかった。

　最後の最後まで、澪を観察し、思考を
巡
 めぐ

 らせ続けた。

　だから──士道は、それ
 を
見
 み
 逃
 のが

 さなかった。

　──澪の手に
 、銃弾が撃ち込まれるのを
 。

「……っ!?
 」

「……何？」

　士道の
驚
 きよう
 愕
 がく

 と澪の声が重なる。

　澪の手には、傷一つ付いてはいない。

　けれど確かに今、澪の手に、一発の銃弾が当たったのである。

　ただ、火薬で以て発射された金属の
塊
 かたまり

 ではないように思われた。実際、火薬の
匂
 にお

 いもしなければ、火花が散ったわけでもない。

　そう。それはまるで、黒い
影
 かげ

 を
弾
 だん
 丸
 がん

 の形に固めたような──





「────
 きひひ、ひひ」





　士道の思考を
遮
 さえぎ

 るように──
否
 いな

 、裏付けるように。

　
特
 とく
 徴
 ちよう

 的に過ぎる笑い声が、辺りに響いた。

「──ああ、ああ、どうやら間に合ったようですわね。

　士道さん、よく生きていてくださいましたわ」

「な……ッ」

　異空間に現れた銃弾の主の姿を目にして、士道は思わず声を裏返らせた。

　血と
闇
 やみ

 で染め
抜
 ぬ

 かれたかのような
霊
 れい
 装
 そう

 。

　左右不均等に
括
 くく

 られた
黒
 くろ
 髪
 かみ

 。

　そして──左目に
怪
 あや

 しく
輝
 かがや

 く時計の文字
盤
 ばん

 。

　そう。そこにいたのは──

「狂三……!?
 」

　精霊・
時
 とき
 崎
 さき

 狂三その人だったのである。

「な……ど、どういうことだ!?
 　おまえは澪に殺されたんじゃあ……」

　士道は
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 と目を見開き、そう言った。

　士道はこの目で見たのだ。狂三の胸から澪が
這
 は

 い出てくるのを。そして、狂三が物言わぬ
屍
 しかばね

 となり、周囲にいた分身体さえも消えていったのを。

　だが、今目の前にいる狂三は、
幻
 げん
 覚
 かく

 というにはあまりに生々しく、
贋
 にせ
 物
 もの

 と呼ぶにはあまりに狂三過ぎた
 。

「申し訳ありませんわね、士道さん。本当ならもう少し早く
駆
 か

 けつけたかったのですけれど、なにぶん初めてなもので、上手く感覚が
摑
 つか

 めなかったようですの」

「……？　それって、どういう……」

　狂三の思わせぶりな言葉に、首を
傾
 かし

 げる。

　すると、何かを察したように澪がぴくりと表情を動かした。

「……【
一一の弾
 ユツド・アレフ

 】、か」

「え……？」

「──きひひ」

　士道が
疑
 ぎ
 問
 もん
 符
 ふ

 を
浮
 う

 かべる中、澪の言葉に、狂三は不敵な笑みを浮かべてみせた。





　　　　◇





　──
遡
 さかのぼ

 ることおよそ一時間前。

　戦場の中。時崎狂三の胸からは、白い
腕
 うで

 が生えていた。

「あ、あ……」

　
喉
 のど

 が震え、唇から
苦
 く
 悶
 もん

 が
漏
 も

 れる。

　その異常な光景を見て、狂三の分身体は思わず声を上げた。

「『わたくし』……！」

　だが、そんな
叫
 さけ

 びも空しく、狂三の声はどんどんか細くなっていき──それに合わせるように、『腕』が、ゆっくりとその胸元から這い出てきた。

　そしてやがて、一人の少女が姿を現す。

　
物
 もの
 憂
 う

 げな目をした、あまりに美しい少女が。

『な──』

　その少女の
貌
 かお

 を見て。

　狂三の周囲にいた分身体たちは、
一
 いつ
 斉
 せい

 に息を詰まらせた。

　本物の自分の身体から少女が這い出てきたのだから、驚くのは当然ではある。けれど、『狂三』たちの驚愕はそれに対するもののみではなかった。

　全員が──その少女の貌に、見覚えがあったのである。

　──
崇
 たか
 宮
 みや

 澪。

　狂三を精霊にした少女。

　狂三とともに、戦った少女。

　狂三の親友の死の原因となった、少女。

　そう。狂三の永きに
亘
 わた

 る
復
 ふく
 讐
 しゆう

 の旅路の始点であり、終着点。

　
憎
 にく

 き始原の精霊が、そこにいたのである。

「……っ！
 」

　それを認識すると同時、分身体は状況を理解した。

　狂三は先日、始原の精霊と
見
 まみ

 え、『影』にその身を取り込んでいた。

　飲み込んだ対象の時間を吸い
尽
 つ

 くす〈
時
 とき
 喰
 は

 みの
城
 しろ

 〉。その中に落とされた者は、命の火が消えるまで
寿
 じゆ
 命
 みよう

 を
奪
 うば

 われ、死を
迎
 むか

 える──はず、だった。

　だが、
如何
 いか

 な
絡
 から
 繰
 くり

 か、澪は死んでいなかった。それどころか、狂三の知る
年
 ねん
 齢
 れい

 まで、身体が若返っていた。あたかも、逆に狂三から、『時間』を吸い取ったかのように。

「が……あ……っ！
 」

　本物の狂三も、自分の胸から這い出た少女の正体に気づいたのだろう、
獣
 けもの

 のような
咆
 ほう
 吼
 こう

 を上げると、手にしていた
短
 たん
 銃
 じゆう

 を
握
 にぎ

 る手に力を入れる。

「〈
刻々帝
 ザフキエル

 〉…………ッ！
 」

　すると次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、そんな狂三の声に応えるように、その足元に
蟠
 わだかま

 った『影』が
蠢
 うごめ

 き、
銃
 じゆう
 口
 こう

 に吸い込まれていった。

　そして、自分の胸から生えた澪目がけて、引き金を引く。

　だが、その寸前で澪が、狂三の身体を
抉
 えぐ

 るように身体を動かした。

「が……っ……！
 」

　狂三が苦しげな声を上げ、姿勢を
崩
 くず

 す。

　必然、狂三が放った影の弾は澪に当たることなく──

「……ッ!?
 」

　その射線上にいた、分身体の胸に
突
 つ

 き
刺
 さ

 さった。

「な……わ、『わたくし』……？」

　分身体は、胸元を押さえながら身体を折った。

　あまりに不運。あまりに
滑
 こつ
 稽
 けい

 。最悪の
精
 せい
 霊
 れい

 とさえ呼ばれた時崎狂三の最後の
一
 いち
 撃
 げき

 が、まさかこのような──

「…………！
 」

　だがすぐに分身体は、その弾が、ただ影を固めただけのものではないことに気づいた。

　胸を撃たれた痛みが、ない。その代わり、まるで
着
 ちやく
 弾
 だん

 した
箇
 か
 所
 しよ

 を起点とするように、
渦
 うず

 に巻き込まれるかのような感覚が全身を
襲
 おそ

 った。

「これは……まさか……！」

　分身体はハッと目を見開き、狂三を見やった。

「…………
 」

　すると、
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 。

　ほんの一瞬ではあるが──死の
淵
 ふち

 にある狂三が、ニッと
微笑
 ほほえ

 んでみせた。

「あ──」

　瞬間。分身体は気づいた。

　狂三は、最後の一撃を外したのではない。

　澪を
狙
 ねら

 おうとしたのは、この
攻
 こう
 撃
 げき

 の真意を澪に知られないためのカモフラージュだったのである。

　そう。死を
悟
 さと

 った狂三は、自分に残る力を込め──分身体に、この弾を
託
 たく

 したのだ。

〈
刻々帝
 ザフキエル

 〉──【
一一の弾
 ユツド・アレフ

 】。

　対象を過去に送る【
一二の弾
 ユツド・ベート

 】と
対
 つい

 を成す、狂三の
秘
 ひ
 奥
 おう

 。

　撃ったものを未来に送る
 、禁断の弾を。

　そして理解する。狂三が何を思って、この一撃を分身体に撃ったのかを。

　文言や指示は一切必要なかった。なぜならば分身体も、狂三と同じ意志を持ち、狂三と同じ望みを持つ、『時崎狂三』に他ならなかったのだから。

「……っ、『わたくし』──」

　全てを託された分身体は、叫び出したい気分を
堪
 こら

 え、言葉を飲み込んだ。

　澪は、狂三の一撃は自分を狙って外れたものだと思っている。分身体のことなど気に留めていない。ならば一時の激情で、狂三の思いを
無
 む
 駄
 だ

 にすることはできなかった。

　分身体は
誰
 だれ

 にも聞こえないくらいの声で、唱えるように言った。

「──ええ、ええ。託されましたわ、『わたくし』。──未来を」

　分身体はその言葉を最後に、その世界から
搔
 か

 き消えた。





　　　　◇





「──ご名答ですわ、澪さん。わたくしはおよそ一時間前の過去から未来を託された、時崎狂三の分身体。あなたを殺すために
遣
 つか

 わされた、最後の
刺
 し
 客
 かく

 ですわ」

　言って狂三が、両手に持った古式銃と短銃を構えてみせる。

　それを見てか、澪が小さく息を
吐
 は

 いた。

「……本気で言っているのかい？　分身体が、私に敵うとでも？」

「ええ、ええ。本物の『わたくし』はあなたに殺され、わたくし以外の分身体も消え去ってしまいましたけれど──わたくしは、【
一一の弾
 ユツド・アレフ

 】に込められた
霊
 れい
 力
 りよく

 が尽きるそのときまで、存在し続けることができますの。あなたを殺すには十分な時間です──わッ！」

　狂三はそう
吼
 ほ

 えると、地面を
蹴
 け

 って高く飛び上がり、二
挺
 ちよう

 の銃を連続して撃った。

　
双
 そう
 方
 ほう

 、単発式と
思
 おぼ

 しき古式の銃。しかし弾を一発放つ度、影が銃口に吸い込まれ、一瞬にして装弾が
完
 かん
 了
 りよう

 される。雨のような
銃
 じゆう
 撃
 げき

 が澪を襲った。

「…………
 」

　澪はぴくりと
眉
 まゆ

 を
揺
 ゆ

 らすと、トン、と軽く士道の胸を押した。

　すると、そんな無造作な仕草からは考えられないような勢いで
以
 もつ

 て、士道の身体が後方へと
吹
 ふ

 き
飛
 と

 ばされる。











「く……！」

　士道は
尻
 しり
 餅
 もち

 を突きながらも、澪と狂三から目を
離
 はな

 さなかった。

　狂三の
弾
 だん
 丸
 がん

 が、
幾
 いく

 つも澪に降り注ぐ。

　無論澪には毛ほどの傷も付かなかったが、辺りに
流
 なが

 れ
弾
 だま

 が
躍
 おど

 り、地面に幾つもの
弾
 だん
 痕
 こん

 が
穿
 うが

 たれた。
恐
 おそ

 らく澪の行動は、士道の──
否
 いな

 、シンの、か──
身体
 からだ

 に少しでも傷が付く可能性を
嫌
 きら

 ってのものだったのだろう。

　すると、そんな澪の行動を
見
 み
 越
 こ

 していたかのように、狂三が士道と澪の間に降り立つ。

「！　狂三、おまえ、一体何を──」

　士道が目を見開き名を呼ぶと、狂三は士道をちらと
一
 いち
 瞥
 べつ

 してきた。

「先ほど申しましたでしょう。澪さんを
倒
 たお

 しに来たのですわ。──ああ、でも、もう一つ」

　狂三はニッと
唇
 くちびる

 の
端
 はし

 を
歪
 ゆが

 めた。

「──士道さんとのキスの
感
 かん
 触
 しよく

 が、忘れられなかったのかもしれませんわね」

　言って、狂三が再度地を蹴り、澪に攻撃を放っていく。

「な……っ」

　そんな狂三の背を見ながら、士道は眉をひそめた。

　理由は単純。狂三の行動が、あまりに狂三らしくなかったからだ。

「きひひひひ──ッ！
 　いかがいたしましたの、防戦一方ではありませんの！」

「…………
 」

　狂三は
未
 いま

 だ、二挺の古式銃で澪に銃弾を放ち続けている。だがそれらの攻撃は、一切澪に通用していなかった。

　──あまりに、力の差がありすぎる。

　そして狂三が、それを理解していないとは思えなかった。

「どういう……ことだ？」

　分身体の狂三が言うように、本物の狂三は澪によって殺された。

　そして分身体が澪に勝てるはずがないことくらい、彼女だってわかっていただろう。

　なのに、本物の狂三は
今
 いま
 際
 わ

 の
際
 きわ

 に、分身体を未来に送った。一体、何のために。

　──無駄とわかっていながらも、澪に一矢報いねば気が済まなかった？

「…………
 」

　否。士道は頭の中で
即
 そく
 座
 ざ

 にそれを否定した。

　もしそれを行ったのが常人であれば、士道も納得しただろう。

　だが、それを
為
 な

 したのは他ならぬ時崎狂三なのである。あの少女が、如何に極限状態であったとはいえ、ただそれだけのために秘奥の
弾
 たま

 を使うとは思えなかった。

　何か、何か他に目的があるのだ。きっと、澪に知られてはいけない、何かが。

　そうだ。狂三の
覚
 かく
 悟
 ご

 は、死に直面したくらいで揺らいだりはしない。

　それは、【
一〇の弾
 ユツド

 】で狂三の過去を追体験した士道だからこそ持ち得た確信であった。

　これくらいで──
諦
 あきら

 めるはずがないのだ。

　世界を書き
換
 か

 えるために、自らを悪逆に
堕
 お

 としてまで
抗
 あらが

 い続けた狂三が。

　
幾
 いく
 度
 ど

 も時をやり直し、士道を救ってくれた狂三が──

（──士道さんとのキスの感触が
 、忘れられなかったのかもしれませんわね
 ）

「────
 あ────
 」

　瞬間。

　士道は、小さな声を
零
 こぼ

 した。無意識のうちに、自分の唇に指を
触
 ふ

 れさせる。

　頭の中で、パズルのピースが
塡
 は

 まるかのような感覚。

　
絡
 から

 み合った糸が、一気に解けるかのような感覚。

　
間
 ま
 違
 ちが

 いない。狂三はきっと──

「……く、は……ッ！
 」

　と、士道が目を見開いていると、前方から、苦痛に
彩
 いろど

 られた声が
響
 ひび

 いてきた。

「！　狂三……!?
 」

　ハッと顔を上げる。するとそこには、地面から生えた幾本もの光の帯に、身体の至る所を
貫
 つらぬ

 かれた狂三の姿があった。

「残、念……
及
 およ

 びません……でした、わねぇ……」

　狂三は、かふ、と血を吐くと、
虚
 うつ

 ろな目で士道を見てきた。

　そして士道の表情を見てか──ニッと唇の端を上げてみせる。

　きっと、伝わったのだ。

　士道が、答えに
辿
 たど

 り
着
 つ

 いたことが。

「あ──はァ……」

　狂三は小さく笑うと、がくりと倒れ
伏
 ふ

 し──そのまま、
影
 かげ

 となって消えていった。

「……
解
 げ

 せないね。私に敵うはずがないことくらいわかっていただろうに」

　澪はそんな狂三のいた場所を
怪
 け
 訝
 げん

 そうな目で見下ろしたのち、ゆらりと士道の方を向いてきた。

「ともあれ──今度こそ、全てが片付いた。
皆
 みな

 の想いに賞賛を。その
健
 けん
 闘
 とう

 に
喝
 かつ
 采
 さい

 を。……だが、全ては無駄な
抵
 てい
 抗
 こう

 だ。結果は、何も変わらない」

「──無駄？」

　澪の言葉に、士道は
喉
 のど

 を
震
 ふる

 わせた。

「無駄なんかじゃ……ない。全部──全部が、必要だったんだ」

「……、シン？」

　士道の反応が意外だったのか、澪が不思議そうな顔をする。

　士道はそんな澪の目を真っ直ぐ
見
 み
 据
 す

 えながら、続けた。

「──みんながいてくれたから、十香が戦ってくれたから、狂三は間に合った。そして狂三が……俺に、気づかせてくれた……！」

　半ば無意識のうちに、ぽたぽたと、目から
涙
 なみだ

 が零れる。

　そう。全てが──必要だった。

　何か一つでも欠けていたなら、きっと士道の
記
 き
 憶
 おく

 はもう、永遠に失われていただろう。

　けれど、針の穴を通すような
奇
 き
 跡
 せき

 の連続が、士道の命を
繫
 つな

 いでくれたのだ。

　士道は、澪を見つめながら、細く息を吐いた。

　確かに澪は強大だ。『強い』の一言では
到
 とう
 底
 てい

 表しきれないほどに。

　士道の持つ
如何
 いか

 な手段でも、退けることは不可能だった。

〈
絶滅天使
 メタトロン

 〉の光も、

〈
氷結傀儡
 ザドキエル

 〉の冷気も、

〈
灼爛殲鬼
 カマエル

 〉の
炎
 ほのお

 も、

〈
封解主
 ミカエル

 〉の
封
 ふう
 印
 いん

 も、

〈
贋造魔女
 ハニエル

 〉の変身も、

〈
颶風騎士
 ラフアエル

 〉の風も、

〈
破軍歌姫
 ガブリエル

 〉の音も、

〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉の
剣
 けん
 撃
 げき

 も、澪には通用しなかった。

　きっと〈
囁告篇帙
 ラジエル

 〉を実戦使用できるほどに二亜の
霊結晶
 セフイラ

 が残っていたとしても、結果は同じだったろう。

　だが、士道の身体にはもう一つだけ──天使の力が残されていたのである。

「……！」

　士道は──その天使の名を呼んだ。





「──〈
刻々帝
 ザフキエル

 〉──【
六の弾
 ヴアヴ

 】！」





　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、士道の影がざわ──と
蠢
 うごめ

 き、士道の手の中に集って
短
 たん
 銃
 じゆう

 を形作った。

　それと同時、左目から、何やら無機的な音が聞こえ始める。

　そう。士道の左目が、
金
 こん
 色
 じき

 の時計の文字
盤
 ばん

 へと
変
 へん
 貌
 ぼう

 を
遂
 と

 げていたのである。

　狂三が持つ時の天使〈
刻々帝
 ザフキエル

 〉。

　その力は狂三の死とともに澪に吸収されていたのだが──その一二分の一、【
六の弾
 ヴアヴ

 】だけは、士道の身に封印されていたのである。

　かつて狂三が士道にした
戯
 たわむ

 れのキス。それによって封印された、ただ一つの弾。

　その力は──
撃
 う

 たれた者の意識のみを、過去の身体へと送ること。

　狂三は、士道が殺される度にその
亡
 なき
 骸
 がら

 に口づけをし、この力を回収して、自らの意識を過去へと飛ばしていた。

　だが、今この世界において、士道はまだ死んでいない。

　必然、【
六の弾
 ヴアヴ

 】の力は、士道の身体に残ったままだったのである。

　とはいえ士道は、今まで一度も〈
刻々帝
 ザフキエル

 〉を
顕
 けん
 現
 げん

 させたことがなかった。

　士道だけでは、その方法に、思考に至ることができなかったかもしれない。

　
嗚呼
 ああ

 、そうだ。狂三は、士道に残されたその一手を知らせるために、最後の力を
振
 ふ

 り
絞
 しぼ

 って、分身体を未来に送ってくれたのだ──！

「……なに──？」











　それを見てか、澪が初めて、その表情に
動
 どう
 揺
 よう

 らしきものを
滲
 にじ

 ませる。

　しかし──
遅
 おそ

 い。

「あああああああああああああ──ッ！
 」

　士道は
叫
 さけ

 ぶと、
銃
 じゆう
 口
 こう

 を自らのこめかみに押し当て──

　その引き金を、引いた。









　　　　◇





「────！
 」

　
靄
 もや

 がかかった意識が
覚
 かく
 醒
 せい

 したとき。

　士道の目には、満天の星空が広がっていた。

「……ここは……」

　士道は上に向けられていた顔を下ろすと、辺りの様子を確認するように首を回した。

　ガラス張りの
天
 てん
 井
 じよう

 。白い部屋。
壁
 かべ
 際
 ぎわ

 には飲み物の
自
 じ
 動
 どう
 販
 はん
 売
 ばい
 機
 き

 と、申し訳程度の観葉植物。
長
 なが
 椅
 い
 子
 す

 に
腰
 こし
 掛
 か

 けた士道の手には、ミルクティーの入った紙コップが
握
 にぎ

 られていた。

　──間違いない。〈フラクシナス〉の
休
 きゆう
 憩
 けい

 エリアだ。士道は紙コップを椅子に置くと、
慌
 あわ

 ててポケットからスマートフォンを取り出し、その画面に記された日付を確認した。

「──二月、一九日──」

　そしてその日付を口の中で転がし──スマートフォンを握る手に力を込める。

　それは、〈ラタトスク〉とＤＥＭの最終決戦の、そして、
精
 せい
 霊
 れい

 たちが澪に殺される日の、一日前の日付だったのである。

「ああ──」

　士道は
祈
 いの

 りを
捧
 ささ

 げるような格好で背を丸めると、
堪
 こら

 えきれない激情を喉から零した。

【
六の弾
 ヴアヴ

 】成功への
安
 あん
 堵
 ど

 と、皆への感謝が、心を満たす。

　叫び出したいほどの情動。一刻も早くこの場を
抜
 ぬ

 け出し、皆を
抱
 だ

 きしめたくて仕方がなかった。

「…………
 」

　だが。士道はすぐに表情を険しくすると、ごくりと息を
吞
 の

 んだ。

　確かに、【
六の弾
 ヴアヴ

 】による意識のみの時間
遡
 そ
 行
 こう

 は成功した。士道は
消
 しよう
 滅
 めつ

 の危機から、精霊たちは死という最悪の結末から、
脱
 だつ

 することができた。

　しかしだからといって、全ての問題が解決したわけではなかったのである。

　始原の精霊・崇宮澪。

〈
神
 デウス

 〉の名で呼ばれる
窮
 きゆう
 極
 きよく

 絶対の精霊。

　如何に時間を
遡
 さかのぼ

 ったとはいえ、彼女に打ち勝つ方法がなければ、結局は同じ結末に帰着してしまうのだ。

　それでは意味がない。士道は必死に考えを
巡
 めぐ

 らせた。

　──前の世界と、今の世界で、
違
 ちが

 うこと。悲劇を打破しうる可能性。

　それは、先の出来事を知る士道の存在である。三十数時間後に待ち受ける皆の死を
回
 かい
 避
 ひ

 できるか
否
 いな

 かは、士道の行動一つにかかっていると言っても過言ではなかった。

　だが、そう考えた上で、具体的に何をすればよいのか。その問いに答えを出すのは至難の
業
 わざ

 であった。

　士道はブツブツと独り言を
零
 こぼ

 しながら、自問し始めた。

　──そもそも澪を出現させなければよい？

　否。
既
 すで

 に澪は狂三の中にいる上、
令
 れい
 音
 ね

 としても存在しているのである。それはまず不可能だろう。

　──【
六の弾
 ヴアヴ

 】を使って、正解が見つかるまで歴史を
繰
 く

 り返す？

　否。歴史を変えた結果、
戦
 せん
 闘
 とう

 で士道と狂三の
双
 そう
 方
 ほう

 が死んでしまったなら、【
六の弾
 ヴアヴ

 】を使うことはできなくなるし──何より、その【
六の弾
 ヴアヴ

 】自体が、澪に由来する力である以上、士道が歴史を繰り返していることを澪に
勘
 かん
 付
 づ

 かれる
恐
 おそ

 れがあった。

　──狂三の力を封印し、【
一二の弾
 ユツド・ベート

 】で
以
 もつ

 て、士道が三〇年前に
舞
 ま

 い
戻
 もど

 る？

　否。そんなことをすれば、狂三の中にいる澪に、その
目
 もく
 論
 ろ

 みを知られてしまう。結局狂三を殺されてしまうのが落ちだろう。

「く……」

　士道は頭を
抱
 かか

 えた。あらゆる方法、あらゆる
選
 せん
 択
 たく
 肢
 し

 の終着点に、澪の姿がある。

　全ての生物を殺し、全ての法を書き
換
 か

 え、全ての存在を消滅させる始原の精霊。

　結局澪を
倒
 たお

 すことができなければ、結果は何も変わらなかった。

「一体どうしたら──」

　──と、士道が顔を
困
 こん
 惑
 わく

 の色に染めていると。

「──シドー？」

　その背に、そんな声がかけられた。

「……！」

　その声を聞いた瞬間、士道は頭の中に巡らせていた思考が
吹
 ふ

 っ飛ぶような
錯
 さつ
 覚
 かく

 を覚えた。

　バッと振り返り、その声の主を見る。

「どうしたのだ、こんなところで」

「十香──」

　目を見開き、
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 と声を零す。

　そう。そこには、
可愛
 かわい

 らしい
寝
 ね
 間
 ま
 着
 き

 を身につけた十香が立っていた。

　考えてみれば道理である。思えばこのとき、士道は休憩エリアで十香と会い、話をしていた。

　けれど、今の士道にそんなことを考える
余
 よ
 裕
 ゆう

 はなかった。

　十香が。士道を
鼓
 こ
 舞
 ぶ

 し、立ち上がらせ、澪に
挑
 いど

 み──そして、その存在を消し去られてしまった少女が、そこに、立っている。

　士道は半ば無意識のうちに立ち上がると、両手を広げ、十香をぎゅっと抱きしめていた。

「十香……、十香……っ」

「な……!?
 　し、シドー!?
 」

　十香は士道の
突
 とつ
 然
 ぜん

 の
抱
 ほう
 擁
 よう

 に
驚
 おどろ

 いていたが、
涙
 なみだ

 を滲ませながら十香の名を呼ぶ士道に何かを察してか、やがて優しく頭を
撫
 な

 でてきた。

「うむ、私だぞ。──一体何があったのだ、シドー」

「十香、俺は──」

　士道は激情のまま、十香に心中を
吐
 と
 露
 ろ

 しようとした。これから何が起きるのかを。十香の存在が、
如何
 いか

 に士道を救ってくれたのかを。

　だが──その寸前で言葉を止める。

　理由は単純。ここが、〈フラクシナス〉の中だからだ。

　
艦
 かん
 内
 ない

 の主要
施
 し
 設
 せつ

 には、もれなくスピーカー
及
 およ

 び集音マイクが設置されており、そこで交わされた会話は、データ化されて保存されることになっている。令音がそれを
閲
 えつ
 覧
 らん

 しない保証がない限り、ここで未来のことを言ってしまうのは
避
 さ

 けた方が
賢
 けん
 明
 めい

 だった。

　だから士道は、
一
 いつ
 拍
 ぱく

 置いたのち、
吐
 と
 息
 いき

 した。

「……夢を、見たんだ」

「夢？」

「……ああ、
嫌
 いや

 な夢だ。ＤＥＭとの戦闘で、みんながやられちまうっていう。俺は……何もできなかった。十香があんなに
頑
 がん
 張
 ば

 ってくれたのに……」

「シドー……」

　十香はふっと
頰
 ほお

 を
緩
 ゆる

 めると、ポンポンと優しく士道の背を
叩
 たた

 いてきた。

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 だ。きっと、そんなことにはならない」

　十香はそう言うと、どこか
嬉
 うれ

 しそうに続けた。

「ふむ……しかし、そうか、シドーの夢の中では、私は頑張っていたのだな」

　その得意げな様子に、士道は少し
緊
 きん
 張
 ちよう
 感
 かん

 が
和
 やわ

 らぐのを感じた。

「……ああ。そりゃあもう、
大
 だい
 活
 かつ
 躍
 やく

 だったよ」

「ふふ、そうか。ならば、シドーが何もできなかったというのは
間
 ま
 違
 ちが

 いだ。きっとその私は、シドーのために頑張ったに違いないからな」

「十香……」

「シドーは、私を救ってくれた。精霊である私を敵と言わず、手を差し
伸
 の

 べてくれた。だから
誓
 ちか

 おう、私は、何があってもシドーを守ると」

　言って、十香がぎゅうと士道を抱きしめてくる。

「それに──大丈夫だ。シドーは私や、他の精霊たちと対してきた男だぞ？　今さらＤＥＭなどにやられるものか」

「はは……それは……そうかもな」

　士道は十香の言葉に頰を緩めた。

　確かに十香の言うとおり、今〈ラタトスク〉にいる精霊たちは
皆
 みな

 、
暴
 ぼう
 威
 い

 を振るう人型の災害とも言うべき存在であった。

　無論、
人
 じん
 智
 ち

 を
越
 こ

 えたその力や、巻き起こされる
空
 くう
 間
 かん
 震
 しん

 は、必ずしも十香たちが望んだものではなかった。だからこそ士道は対話を通じ、精霊たちを
封
 ふう
 印
 いん

 することができたわけだが──

「────
 」

　と。

　士道はそこで、目を見開いた。

「……そうか。そう──だよな……」

「む？　どうかしたか、シドー」

　士道の言葉を不思議がってか、十香が首を
傾
 かし

 げてくる。士道はもう一度十香をぎゅうと抱きしめると、決意とともにその
腕
 うで

 を解いた。

「──ありがとう、十香。おまえのお
陰
 かげ

 で、やるべきことが見えた気がする」

「ぬ……？　うむ、そうか！　ならばよかった」

　十香が、よくわからない、しかし士道が元気になったならばよし、というように
微笑
 ほほえ

 んでくる。

　士道はそれに
首
 しゆ
 肯
 こう

 で返すと、休憩エリアを出ていった。

　そして、長く延びる〈フラクシナス〉の
廊
 ろう
 下
 か

 を、のしのしと歩いていく。

「……ああ」

　士道は、小さく
呟
 つぶや

 いた。

　──なぜ、こんな簡単なことに思い至らなかったのだろう。

　澪の登場が突然過ぎたから？

　澪の力があまりに強大だったから？

　澪が精霊たちを
皆
 みな
 殺
 ごろ

 しにしたから？

　恐らく、その全てが理由だろう。士道の思考は【
六の弾
 ヴアヴ

 】で時間を遡ってなお、
恐
 きよう
 怖
 ふ

 と
戦
 せん
 慄
 りつ

 に支配されていたのだ。

　澪を倒さねば、士道は先に進めない。
数
 すう
 瞬
 しゆん

 前まで、士道は本気でそう思っていた。澪を『敵』と、認識してしまっていた。

　けれど──違ったのだ。

　十香に言われるまで、士道は忘れてしまっていたのだ。

　そう。如何に強大であろうと、相手が
精
 せい
 霊
 れい

 であるなら、士道がすべきことは、最初から一つしかなかったというのに……！

「……！」

　そこで、士道はピクリと
眉
 まゆ

 を
揺
 ゆ

 らすと、足を止めた。

　廊下の先に、一人の女性を見つけたのだ。

　無造作に
纏
 まと

 められた
髪
 かみ

 に、
双
 そう
 眸
 ぼう

 を
飾
 かざ

 る分厚い
隈
 くま

 。

　──〈ラタトスク〉
解
 かい
 析
 せき
 官
 かん

 ・
村
 むら
 雨
 さめ

 令音。

　精霊・澪の仮の姿である。

　士道は意を決するように
拳
 こぶし

 を
握
 にぎ

 り込むと、再度足を
踏
 ふ

 み出した。

「──令音さん」

「……ん？　ああ、どうかしたかね、シン」

　令音が、
普
 ふ
 段
 だん

 通りの調子で言ってくる。けれどその『シン』という
呼
 こ
 称
 しよう

 を、今までと同じように受け取ることは、できそうになかった。

　だが、今はそんな感傷に
浸
 ひた

 っている場合ではない。士道は細く息を
吐
 は

 くと、令音の目を見つめながら──言った。





「令音さん。──明日、俺と、デートしませんか？」










To Be Continued








あとがき











　シリーズ開始から七年。ついに彼女が表紙を
飾
 かざ

 るときがきた。

『デート・ア・ライブ18
 　
澪
 みお

 ゲームオーバー』！

　始原の
精
 せい
 霊
 れい

 が、今ここに
降
 こう
 臨
 りん

 する……ッ！






　と、いつになく熱い語り口で入ってしまいました
橘
 たちばな
 公
 こう
 司
 し

 です。18
 巻、いかがでしたでしょうか。お楽しみいただけたなら幸いです。一体なんだねこの
不
 ふ
 穏
 おん

 なタイトルは。

　というわけでいよいよ登場の澪さんです。17
 巻でビジュアル自体は出ていましたが、
霊
 れい
 装
 そう

 は初めてですね。つなこさんのデザインはいつも素晴らしいのですが、今回は特にヤバいです。ヤバい。マジヤバい（
語
 ご
 彙
 い
 力
 りよく

 の
欠
 けつ
 如
 じよ

 ）。





　別にルールを定めているわけではないのですが、精霊の霊装デザインは、基本的に二つのテーマから成り立っています。一つは精霊の識別名になるような属性、そしてもう一つは服装としての方向性です。

　わかりやすい例で言うと、
折
 おり
 紙
 がみ

 はテーマ１が『天使』、テーマ２が『ウェディングドレス』。
狂
 くる
 三
 み

 はテーマ１が『
夢
 む
 魔
 ま

 』、テーマ２が『ゴシックロリータ』といった感じです。まあ
七
 な
 罪
 つみ

 の『
魔
 ま
 女
 じよ

 』や
二
 に
 亜
 あ

 の『修道女』というように、二つのテーマがある程度共通している場合もありますが、基本はこの両輪で成り立っています。

　とはいえ僕自身、
服
 ふく
 飾
 しよく

 に特別
詳
 くわ

 しいわけではないため、テーマ１のみを設定して、テーマ２をつなこさんに相談することも少なくありません。今回の澪の場合も、どのような見た目の霊装にしようか迷い、テーマ１『神』と設定上必要な要素のみをお送りしました。

　そして返ってきたのがこのデザインです。コンセプトは『マタニティドレス』。なるほどその手があったか……ッ！
 　と思わず
膝
 ひざ

 を打ちました。

　設定
含
 ふく

 めて
完
 かん
 璧
 ぺき

 です。素晴らしい。こんなにデキるパンダ他にはいませんよ。





　17
 巻もそうでしたが、今回もずっと書きたかったシーンが書けて非常に楽しかったです。こう、
溜
 た

 めた気を一気に解放しているイメージ。特にラスト付近の
士
 し
 道
 どう

 のシーンなんかは、「うおおおおおおおおお！」となりながら書きました。ここは
是
 ぜ
 非
 ひ
 挿
 さし
 絵
 え

 お願いします！　と担当氏に希望を出しておいたので、きっと格好いい士道が
描
 えが

 かれていることでしょう。まだ見ていない方は急いで本編へゴーです！





　そして、
東
 ひがし
 出
 で
 祐
 ゆう
 一
 いち
 郎
 ろう

 さんの書かれる狂三スピンオフ『デート・ア・バレット』も近々３巻が発売されますのでよろしくお願いします！　あの白い子は何者なの……!?


　アニメ新シリーズの方も
只
 ただ
 今
 いま

 準備中でございます。こちらも順次追加情報を公開していければと思っておりますので、
併
 あわ

 せてご期待くださいませ！





　さて今回も、たくさんの方にお世話になりました。つなこさん、担当氏、デザイナーの
草
 くさ
 野
 の

 さん、編集、営業、流通、
販
 はん
 売
 ばい

 などに関わる全ての方々、そして今この本を手に取ってくださっているあなたに、心よりの感謝を。





　というわけで次は19
 巻。一体ここからどうなるのでしょうか。ドキドキ。

　では、また次巻でお会いできれば幸いです。






二〇一八年二月　橘　公司









橘公司



●たちばなこうし




東京都在住。第20
 回ファンタジア長編小説大賞準入選作『蒼穹のカルマ』でデビュー。10
 日に出会ったから『十香』、30
 日に出会ったから『澪』という独特のネーミングセンス。20
 日に会ってたら『仁王』とかになっていたかもしれない。ちなみにこれはまったくの余談ですが、『mio』はイタリア語で、『私のもの』を示す言葉だそうです。ヒュウ。



















カバー・口絵・本文イラスト／つなこ

カバーデザイン／草野剛
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